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1 はじめに 

Oracle Commerce Merchandisingは、1つ以上の商用Webサイトのカタログ、製品、プロモーション、クーポ

ンおよび価格設定を作成し、管理するためのブラウザベースのアプリケーションです。Merchandisingでは、

次のアクティビティを実行できます。 

 カタログの設定、およびカテゴリ、製品、SKUのカタログへの入力。カタログ・アセットを

Merchandisingで直接作成したり、フィードなどからインポートすることができます。 

 特定の製品または製品グループへの割引を提供できるプロモーションとクーポンの作成お

よび管理。 

 記事、イメージ、オーディオ・クリップ、ビデオ・クリップなどのメディア項目の作成および管理。 

Merchandisingは、Oracle Commerce Core Platformの一部としてインストールされ、Business Control Center

からアクセスします。 

このマニュアルについて 
このマニュアルは、Merchandisingを使用して、商用Webサイトの製品カタログを作成および保守するビジ

ネス・ユーザー（マーチャンダイザ）を対象としています。このアプリケーションの機能と概要を学ぶためのト

ピック、およびMerchandisingタスクの実行方法を示す手順のトピックがあります。 

Merchandisingのインストールおよび設定方法は、『ATG Web Commerce Merchandising Administration 

Guide』を参照してください。 

Merchandisingの起動およびログイン方法は、Merchandisingの作業を参照してください。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGMerchandisingAdminGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGMerchandisingAdminGuide/html/index.html
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2 Merchandisingの作業 

この章では、Merchandising へのログイン方法について説明し、ユーザー・インタフェースの概要を示します。

カタログ、製品およびサイト・コンテンツの作成や更新など、特定のMerchandisingタスクの実行方法は、ア

セットの作成と管理を参照してください。 

Merchandisingへのアクセス 
Merchandisingには、Business Control Centerからアクセスします。ここで示す手順は、適切な Oracle 

Commerce Platform製品とデータベースが実行されていて、ユーザーにログイン名とパスワードが割り当て

られていることを前提としています。ログインする必要がある場合、または自社の Oracle Commerce Platform

インストールの詳細が不明な場合は、管理者に問い合せてください。自身が管理者である場合は、『ATG 

Web Commerce Merchandising Administration Guide』を参照してください。 

Business Control Centerの起動 

Business Control Centerにアクセスする前に、Oracle Commerce Platform製品を構成して実行しておく必要

があります。また、サポートされているデータベースも構成する必要があります。詳細は、管理者に問い合せ

るか、『ATG Web Commerce Installation and Configuration Guide』を参照してください。 

1. データベースおよび Oracle Commerce Platformアプリケーションが起動されていることを確

認します。 

2. Webブラウザで、Business Control Centerが実行されているサーバーをポイントします。

URLは次の形式です。 

http://hostname:port/atg/bcc 

hostnameは、サーバーの名前です。portは、そのサーバーが Business Control Center

用に使用するポートの番号です。 

http://anycorp.androcles:8080/atg/bcc 

ローカル・マシンで Business Control Centerを実行している場合は、次の URLを入力しま

す。 

http://localhost:port/atg/bcc 

Oracle WebLogic、JBossおよび IBM WebSphereのデフォルトのポート番号はそれぞれ、

7001、8080、9080です。詳細は、『ATG Web Commerce Installation and Configuration 

Guide』を参照してください。 

3. Business Control Centerログイン・ダイアログ・ボックスが表示されたら、ユーザー・プロファイ

ルで定義されているログイン名とパスワードを入力します。フィールドは大文字小文字が区

別されます。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGMerchandisingAdminGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGMerchandisingAdminGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGInstallGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGInstallGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGInstallGuide/html/index.html
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次の図は、ログイン後に表示される Business Control Centerホームページを示しています。 

 

Business Control Centerホームページには次の要素が含まれています。 

 「ようこそ」バーは、上部に表示され、ログイン・ユーザーの名前（ユーザー・プロファイルの

姓と名のプロパティの値）が示されます。 

 「ユーティリティ」メニューには、製品ドキュメントへのリンクがあります。 

 「ホーム」リンクを選択すると、Business Control Centerの他の部分からこのページに戻りま

す。 

 「ログアウト」リンクを選択すると、Business Control Centerセッションが終了します。 

 「プロジェクト」には、システムで作成された ATG Content Administrationプロジェクトが示

されます。Merchandisingプロジェクトの詳細は、プロジェクトの基本を参照してください。 

 「操作」リストには、使用可能な Oracle Commerceアプリケーションの編集インタフェースを

開始するために使用するオプションがあります。オプションは、次の項目によって異なりま

す。 

 自身のロールが使用する権限を持つオプション 

 サーバーで実行されている Oracle Commerceモジュールおよびアプリケーション 

「操作」リストの使用 

左側のペインの「操作」リストには、Merchandising機能へのアクセスに使用するオプションがあります。

Commerce Merchandising項目をクリックすると、次のオプションが表示されます。 

 Commerceアセット: 新しいMerchandisingプロジェクトを作成する場合に、このオプションを

選択します。 

 参照: このリンクをクリックすると、読取り専用モードで Merchandisingが表示されます。読取

り専用モードでは、Commerceアセットを表示できますが、変更または作成はできません。 

図に示されている「ターゲット設定およびセグメンテーション」、「外部ユーザー」および「プレビュー・ユー

ザー」メニュー項目の詳細は、『ATG Web Commerce Business Control Centerユーザーズ・ガイド』を参照し

てください。Content Administration（CA）のメニュー項目の使用に関する詳細は、『ATG Web Commerceコ

ンテンツ管理ガイド』を参照してください。他の Oracle Commerce Platformアプリケーションの「操作」メ

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGBCCGuide/ATGBCCGuide.pdf
http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGContentAdminBusinessGuide/ATGContentAdminBusinessGuide.pdf
http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGContentAdminBusinessGuide/ATGContentAdminBusinessGuide.pdf
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ニューには、その他のオプションが表示される場合があります。該当のアプリケーションのドキュメントを参照

してください。 

「プロジェクト」リストの使用 

Business Control Centerホームページの右側ペインにある「プロジェクト」リストでは、作成したプロジェクトま

たは割り当てられたタスクが含まれているプロジェクトを表示および編集できます。「操作」メニューでプロ

ジェクトを作成したが、まだ完成させていない場合、「プロジェクト」リストを使用して後でそのプロジェクトにア

クセスし、編集できます。詳細は、プロジェクトの基本を参照してください。 

 

ブラウザの「戻る」ボタンの使用 

Merchandising内でナビゲートする際、ブラウザの「戻る」ボタンは使用しないでください。ページ間を移動す

るときは、できるだけ Business Control Centerのリンクや他のナビゲーション・コントロールを使用してくださ

い。実行している操作によっては、「戻る」ボタンを使用してページを再表示すると、データ競合が生じてエ

ラーになることがあります。「戻る」ボタンをクリックした後、エラーが表示された場合は、ブラウザをクローズし

て、再起動してください。 

ブラウザのリフレッシュ 

Merchandisingで作業をしているときは、ブラウザの「リフレッシュ」または「リロード」ボタンをクリックしないでく

ださい。実行している操作によっては、ブラウザをリフレッシュすると、保存していない変更が失われるなどの

悪影響が生じます。 

プロジェクトの基本 
Merchandisingで作業を行うアセットは、サイトの実行に必要な他の項目とともに、実際に稼働中のサイトに

公開する必要があります。これらの必要な項目には、個々のコンテンツ、イメージ、スタイル・シートおよび

Webページ自体が含まれます。開発環境から実際に稼働中のサイトにアセットを公開するプロセスは、

ATG Content Administrationで管理されます。次に、Merchandisingプロジェクトで作業する場合に理解し

ておく必要のある重要な用語をいくつか示します。 

 プロジェクト: ATG Content Administrationはプロジェクトという実体によって、Webサイトに

公開される項目のライフサイクルを管理します。プロジェクトには、作成と公開のライフサイク

ルのステージを定義する一連のタスクが含まれています。通常、タスクには作成、承認およ

び配置があります。タスクは様々なユーザーが完了できます。たとえば、スーパーバイザは

承認タスクを、Webサイト管理者は配置タスクを完了できます。 

ほとんどの場合、プロジェクトは、特定のビジネス目標に関わる項目の論理的なグループ化

を表します。たとえば、新学期用の製品とプロモーションを特集するマイクロサイトの作成に
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必要なすべての項目を含んだ、Back to Schoolというプロジェクトを設けることができます。1

つのプロジェクトで任意の数の項目を管理し、配置できます。 

緊急プロジェクトは、実稼働環境サイトまたはステージング・サイトを数分で更新できる、特別

な種類のプロジェクトです。緊急プロジェクトは、標準的な配置手順をバイパスして、手順が

2つのみの緊急ワークフローを使用します。このプロジェクトは、注意して使用する必要があ

ります。 

 アセット: ATG Content Administrationでは、作成、編集および配置するすべての項目がア

セットと呼ばれます。Merchandisingのアセットには、カタログ、製品、SKU、プロモーション

および価格表があります。Commerceアセットで作業を行う方法は、アセットの作成と管理を

参照してください。 

 バージョン設定: ATG Content Administrationはアセットの作成と配置を管理するほか、

バージョン設定と呼ばれる、各アセットのソース管理形態を管理します。アセットを作成する

と、番号 1が割り当てられます。作成した本人または別のユーザーがアセットを編集すると、

2番目のバージョンが作成されて、バージョン 1と 2の両方がシステムに保存されます。この

動作には 2つの目的があります。複数のユーザーが同じアセットを編集するときに競合が生

じるのを防ぐためと、アセットの以前のバージョンにいつでも戻って、エラーから回復できるよ

うにするためです。詳細は、他のプロジェクトとの競合の解決を参照してください。 

これらの用語の詳細、またはバージョン設定と配置の詳細は、『ATG Web Commerce コンテンツ管理ガイド』

を参照してください。 

新しいプロジェクトの開始 

Merchandisingで Commerceアセットの作業を行う場合は、まず、Business Control Centerで使用可能な

Merchandisingのプロジェクト・タイプの 1つに基づいてプロジェクトを作成します。プロジェクト・タイプによっ

て、プロジェクト・タスクを実行する際に使用するワークフロー、Merchandisingで使用可能なアセットとビュー

が決まります。 

新しいMerchandisingプロジェクトを開始するには 

1. Business Control Centerを起動します。 

2. 「操作」リストで Commerce Merchandisingをクリックして、「Commerceアセット」をクリックしま

す。 

3. プロジェクト名（最長 50文字）およびプロジェクトの摘要を入力します。 

自分や他のマーチャンダイザがプロジェクトを容易に区別できるように、わかりやすい名前を

付けることをお薦めします。ただし、プロジェクト名は一意である必要はありません。摘要は

オプションですが、多くのプロジェクトに同じような名前が付けられている場合に役立ちます。 

4. 「続行」をクリックします。 

「作成者」タスクがアクティブな状態で、Merchandisingが表示されます。これで、アセットの

作成と編集を開始できます。アセットはプロジェクトに自動的に追加されます。カタログの作

業を始める場合は、アセットの作成と管理を参照してください。 

既存のプロジェクトのオープン 

作業対象のプロジェクトが他のユーザーによって作成された場合、または 1つのセッションですべての作業

が終了しなかった場合は、「To Do リスト」を使用して既存のプロジェクトにアクセスできます。 

既存のMerchandisingプロジェクトをオープンするには 

1. Business Control Centerを起動します。 

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGContentAdminBusinessGuide/ATGContentAdminBusinessGuide.pdf
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2. 「プロジェクト」リストから「表示」オプションを選択します。 

 「自分のタスクを含むプロジェクト」では、ユーザーに割り当てられているアクティブ

なタスクが含まれたプロジェクトのみが表示されます。作成したプロジェクトは、現

在のタスクに割り当てた場合にのみ、このリストに表示されます。 

 「すべてのプロジェクトおよびタスク」では、すべてのアクティブなプロジェクトおよ

び個々のプロジェクトで現在アクティブなタスクが表示されます。 

 「自分が作成したプロジェクト」では、ユーザーが作成したすべてのアクティブなプ

ロジェクトが表示されます。 

 「未割当のタスクを含むプロジェクト」では、現在のタスクが誰にも割り当てられてい

ないアクティブなプロジェクトが表示されます。 

3. プロジェクト名をクリックします。 

「作成者」タスクがアクティブな状態で、Merchandisingが表示されます。これで、プロジェクト

での作業を続行できます。 

プロジェクトへのアセットの追加 

アセットはバージョン設定および配置できるように、プロジェクトの一部にする必要があります。

Merchandising でアセットを作成および編集すると、アセットは自動的に現在のプロジェクトに追加されます。

ナビゲーション・ペインまたは編集可能なプレビュー・セッションで、アセットをプロジェクトに手動で追加する

こともできます。詳細は、ナビゲーション・ツールバーおよびビジュアル・マーチャンダイジングでの作業を参

照してください。 

現在のプロジェクトに追加されているアセットを表示する場合は、Merchandisingウィンドウ上部のプロジェク

ト名をクリックします。次の例では、プロジェクトの名前は BackToSchoolです。 

 

Merchandisingは、プロジェクトの全アセットが含まれるプロジェクト・ダイアログ・ボックスを表示します。 
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製品などのアセットを作成すると、そのアセットは自動的に現在のプロジェクトに追加され、プロジェクト・ダイ

アログ・ボックスのステータスが「新規」になります。新しいアセットは、このプロジェクトのナビゲーション・ペイ

ンにも表示されます。アセットは、プロジェクトが配置されたときに、実際に稼働中のWebサイトに公開され

ます。また、バージョン設定システムにも追加されます。 

アセットを変更する予定であるけれども、まだ変更していない場合は、そのアセットを手動でプロジェクトに

追加できます。 

1. 追加するアセットを選択します。ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。 

2. 「処理」メニューをクリックして、「プロジェクトに追加」を選択します。 

注意: サイトのプレビュー中にアセットをプロジェクトに追加する方法の詳細は、ビジュアル・マーチャンダイ

ジングでの作業を参照してください。 

プロジェクトからのアセットの削除 

新規とマークされているアセットを削除すると、アセットはシステムから完全に削除されます。このプロジェクト

の一部として変更したアセットを削除すると、変更が破棄され、アセットがプロジェクトから削除されます。ア

セットの以前のバージョンはシステム内に残ります。 

プロジェクトからアセットを削除するには、Merchandisingウィンドウ上部にあるプロジェクト名をクリックして、

プロジェクト・ダイアログ・ボックスを表示します。 
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 アセットを削除するには、アセットのステータスの横に表示される xアイコンをクリックします。 

 すべてのアセットを削除する場合は、アセットのリストの上部にある「すべて選択」リンクをク

リックします。次に、「処理」メニューをクリックして、「プロジェクトから削除」を選択します。 

バージョンの競合の自動解決 

プロジェクトを次のタスクに進めると、Merchandisingがプロジェクトのすべての競合を自動解決しようとしま

す。ただし、「作成者」のステージから出ずに、いつでもプロジェクトの競合を自動解決できます。 

Merchandisingプロジェクトでバージョンの競合を自動解決するには 

1. Merchandisingプロジェクトで、Merchandisingウィンドウの上部にあるプロジェクト名をクリッ

クして、すべてのプロジェクトのアセットが含まれるプロジェクト・ダイアログ・ボックスを表示し

ます。 

期限切れで、最新バージョンとマージする必要のあるアセットは、リストの上部に表示され、

アイコンでマークされます。 

2. 「処理」メニューをクリックして、「競合の解決」を選択します。 

プログレス・バーがプロジェクト下部に表示されます。操作が終了すると、Merchandisingに

より、解決した競合の数と手動で解決する必要がある競合の数を示すメッセージが表示され

ます。 

バージョンの競合の手動による解決の詳細は、他のプロジェクトとの競合の解決を参照して

ください。 

3. （オプション）操作をキャンセルするには、プログレス・バーの横に表示される xアイコンをク

リックします。 

プロジェクトのタスクの完了 

タスクの作業を終えたら、プロジェクトをワークフローの次のタスクに移動します。たとえば、プロジェクトのア

セットの作成を終えたら、次のステージ（通常は「コンテンツ・レビュー」タスク）を開始できるように、「作成者」

タスクが完了したことを示す必要があります。どのプロジェクトでも、最後のタスクは配置になります。他のす

べてのタスクが完了しないと、実際に稼働中のサイトにアセットを配置できません。 

デフォルトの「Commerceアセット」ワークフローには次のタスクが含まれます。 

 作成者 

 コンテンツ・レビュー 

 実稼働環境配置の承認 

 実稼働環境配置の完了待ち 

 実稼働環境配置の検証 

注意: 環境でステージング・サイトおよび実稼働環境サイトを使用する場合は、一連の同様のタスクを使用し

てステージングへの配置を行うことができます。 

Merchandisingでタスクを完了するには 

1. 現在のタスクが完了しているMerchandisingプロジェクトをオープンします。 

2. 「タスク処理」メニューをクリックして、リストの次のタスクを選択します。 

次のタスクが自分に割り当てられている場合は、Merchandisingがブラウザで続行されるの

で、そのタスクの作業を開始できます。 
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次のタスクが自分に割り当てられていない場合、またはそれ以上タスクがない場合は、

Business Control Centerが表示されます。ログアウトすることも、別のプロジェクトの作業を始

めることもできます。 

3. プロジェクトのアセットが最新の状態になっていない場合は、プロジェクトを次のタスクに進

める前にMerchandisingが競合を解決しようとします。 

Merchandisingがすべての競合を解決できない場合、警告を表示し、2つのバージョン間の

競合を解決するまで、プロジェクトを次のタスクに進めないようにします。詳細は、他のプロ

ジェクトとの競合の解決を参照してください。 

注意: 

 プロジェクトを「作成者」タスクから「コンテンツの承認」タスクに進めると、アセットを編集でき

なくなります。「作成者」タスクを再びアクティブにしてアセットを編集できるようにするには、

「コンテンツの承認」タスクの「処理の選択」メニューから「否認」を選択します。 

 配置タスクのいずれか（「実稼働環境配置の承認」など）がアクティブになっている場合、ア

セットは編集できません。この場合に「作成者」タスクを再びアクティブ化するには、「処理の

選択」メニューから該当する「元に戻す」オプションを選択して、「作成者」タスクが再びアク

ティブになるまで、各タスクでこのオプションを選択し続けます。 

 プロジェクトを削除する場合は、「作成者」タスクまたは「コンテンツ・レビュー」タスクの「処理」

メニューから「プロジェクトの削除」を選択します。プロジェクトを削除すると、このプロジェクト

で作成されたアセットはバージョン設定システムに追加されず、このプロジェクトで既存のア

セットに対して行った変更は、新しいバージョンとしてシステムに保存されません。 

 プロジェクトとタスクの詳細は、『ATG Web Commerceコンテンツ管理ガイド』を参照してくだ

さい。 

他のプロジェクトとの競合の解決 
作業バージョンを作成するために使用されたアセットが変更され、他のユーザーによってチェックインされる

と、Merchandisingによって警告が出されます。たとえば、Rayが 50の製品を新しいプロジェクトに追加する

とします。あなたは同じ製品を別のプロジェクトに追加します。Rayがアセットの作業バージョンを編集し、自

分のプロジェクトを配置します。彼のプロジェクトに含まれたアセットがチェックインされ、チェックインされた

アセットが新しいベース・バージョンになります。それらのアセットには、あなたのプロジェクトの作業バージョ

ンには含まれていない変更が含まれています。 

プロジェクトを次のタスクに進めると、Merchandisingがプロジェクトのすべての競合を自動解決しようとしま

す。すべての競合を自動解決できない場合、プロジェクトのアセットが最新の状態ではないことを示すメッ

セージが表示され、2つのバージョン間の競合を解決するまでプロジェクトを進められません。 

アセット・バージョン 

アセットを編集する場合にアセットをプロジェクトに追加すると、そのアセットの新しい作業バージョンが作成

されます。編集を完了したら、プロジェクトを進めてアセットを配置します。配置した変更が許可されると、作

業バージョンがチェックインされ、メイン分岐でアセットのヘッド・バージョンになります。 

場合によっては、別のマーチャンダイザが同じアセットを異なるプロジェクトに追加することがあります。その

場合、メイン・アセットの 2つの作業バージョンが各プロジェクトに 1つずつ存在することになります。最初に

チェックインされたいずれかの作業バージョンが次のメイン・バージョンになります。新しいメイン・バージョン

と他のプロジェクトの作業バージョンとの間の相違は、2つ目のプロジェクトを次のタスクに進める前にすべ

て解決する必要があります。 

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGContentAdminBusinessGuide/ATGContentAdminBusinessGuide.pdf
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競合解決 

以前のバージョンで作業をしているときに、アセットのメイン・バージョンが他のプロジェクトによって更新され

ると、バージョンの競合が生じます。他のプロジェクトの変更を失わないようにするには、配置を行う前に、こ

れらの変更を自分のバージョンにマージする必要があります。このプロセスは、競合解決といいます。 

バージョンの競合を解決するには、プロジェクトで行われた変更を確認してから、チェックイン・プロジェクト

で行われた変更とこれらの変更を比較します。次に、元のバージョン、自分のバージョン、または他のプロ

ジェクトのチェックイン・バージョンを保持するかどうかを選択します。競合の解決後、自分のプロジェクトが

参照するベース・バージョンは最新のチェックイン・バージョンで更新され、作業バージョンは、競合の解決

時に選択した値で更新されます。 

コレクション・プロパティ（リスト、セット、マップまたは配列）の間で競合がある場合は、自分の変更と他のプロ

ジェクトの変更を結合する追加の値がMerchandisingによって提示されます。詳細は、コレクション・プロパ

ティの競合解決を参照してください。 

次の図は、競合解決プロセスを示します。 

 

バージョンの競合の手動解決 

Merchandisingプロジェクトでバージョンの競合を解決するには 

1. Merchandisingプロジェクトで、Merchandisingウィンドウ上部にあるプロジェクト名をクリックし

ます。 

次の図では、プロジェクト名は Back To Schoolになっています。 
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期限切れで、最新バージョンとマージする必要のあるアセットは、リストの上部に表示され、

アイコンでマークされています。 

2. アセットの名前を選択して、詳細ペインでオープンします。 

3. 「変更のレビュー」をクリックします。 

「変更のレビュー」ダイアログ・ボックスに、競合しているプロパティが表示されます。競合して

いない変更済のプロパティがある場合、これらのプロパティは 2番目の表に表示されます

（変更の確認を参照）。 

 

4. プロジェクトで保持する値を選択します。 

 元のバージョン–アセットをプロジェクトに追加したときに開始した値です。 

 他のバージョン–アセットをプロジェクトに追加した後、他のユーザーによって配置

された値です。 

 自分のバージョン–自分の作業バージョンの値です。 

 マージされたバージョン-この値はコレクション・プロパティのみで表示され、「他の

バージョン」と「自分のバージョン」が結合された値を提示します。コレクション・プロ

パティの競合解決を参照してください。 

5. 「競合の解決」をクリックします。 

アセットは、選択したプロパティの値で更新されます。 

6. 「プロジェクト」ダイアログにアセットの競合がまったく表示されなくなるまで、各競合でこれら

の手順を繰り返してください。 

7. 作業バージョンで問題がなくなったら、プロジェクトを次のタスクに進めてください。プロジェ

クトの基本を参照してください。 

コレクション・プロパティの競合解決 

リスト、マップ、セットおよび配列間の競合の解決は、いずれか 1つのバージョンをただ選択するよりも複雑

なことが多いため、Merchandisingでは、2つのバージョンの結合が提示されます。元のバージョン（自分の

バージョン）、他のプロジェクトのバージョン、または提示された結合を選択することができます。オプションの

いずれを選択しても望みどおりの値にならない場合は、目的の値に最も近いオプションを選択し、アセットを

変更してから、プロジェクトを次のタスクに進めてください。 

提示された結合では、次の値が表示されます。 

 追加、記録、変更された項目はアスタリスクとともに上部に表示されます。 

 変更されていない項目は通常のテキストで横に表示されます。 
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 削除された項目は取消線が引かれた状態でリストの下部に表示されます。これらの項目は

情報として表示されるもので、提示されたコレクションの一部ではありません。 

次の図は、他のプロジェクトと競合しているコレクション・プロパティの例を示します。 

 

注意: 提示される結合は、コレクション・プロパティのみで表示されます。他のプロパティ・タイプの場合、

「マージされたバージョン」列は空になっています。競合しているコレクション・プロパティがない場合、「マー

ジされたバージョン」列は表示されません。 

次の項では、マージされた変更がどのように判別されるのかを説明します。 

コレクションの値のマージ方法 

競合しているコレクションの相違を判別するため、Merchandisingは「他のバージョン」と「元のバージョン」の

相違を見つけてから、「自分のバージョン」と「元のバージョン」の相違を見つけ、最後に 2つの一連の相違

を結合して元のバージョンに適用します。 

これらのルールにより、最終的な結果が決まります。 

 自分または他のプロジェクトのコレクションのいずれかで変更、記録および追加された項目

は、提示されたマージ済のバージョンの上部に移動されます。 

 コレクションの項目への更新が、コレクションの自分のバージョンと他のバージョンとの間で

競合する場合、項目が他のバージョンから削除されていないかぎり、更新が優先されます。 

 1つのプロジェクトのコレクションから項目が削除され、別のプロジェクトでは変更されたか順

序が変更された場合、デフォルトでは、変更操作または順序変更操作は削除操作によって

上書きされます。この設定は構成可能です。コレクション・プロパティの競合解決を参照して

ください。 

セット 

セットは順序付けされず、重複することはできません。そのため、他のタイプのコレクションよりも結合が簡単

です。セットのバージョンが結合される場合、マージされたバージョンの作成時には、追加および削除のみ

が考慮されます。両方のプロジェクトで同じ項目を追加または削除する場合、その項目はマージされたリスト

に 1つのみ表示されます。 

次の例は、セットがどのように結合されるかを示します。 

次の表では、削除された項目は、マージされたバージョンには表示されません。Merchandisingでは、削除

された項目はその名前に取消線が引かれた状態で、「マージされたバージョン」列の下部に表示されます。 
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競合の説明 元 他の 

バージョン 

自分の 

バージョン 

マージされた

バージョン 

2つのプロジェクトで異なる項目が追加され

る。 

両方の項目が追加される。 

青 

緑 

赤 

青 

緑 

赤 

黄色 

青 

緑 

赤 

オレンジ 

*黄色 

*オレンジ 

青 

緑 

赤 

2つのプロジェクトで異なる項目が削除され

る。 

両方の項目が削除される。 

青 

緑 

赤 

青 

緑 

緑 

赤 

緑 

2つのプロジェクトで異なる項目が追加およ

び削除される。 

追加がマークされたすべての項目が追加さ

れ、削除がマークされたすべての項目が削

除される。 

青 

緑 

赤 

青 

緑 

黄色 

青 

赤 

オレンジ 

*黄色 

*オレンジ 

青 

 

マップ 

マップは、ある値を別の値にマッピングする（サイズのリストとサイズに対応する数値など）鍵/値のペアを含

んだコレクションです。マップには、次の変更が行われることがあります。 

 鍵/値ペアの追加 

マップでは鍵の重複は許可されないため、両方のプロジェクトで同じ鍵/値ペアをマップに追

加すると、1つのみ追加されます。たとえば、自分のプロジェクトで鍵/値ペアM = 6-8を追

加し、別のプロジェクトで鍵/値ペアM = 8-10が追加されている場合、自分の変更、M = 6-8

が優先されます。 

 既存の鍵/値ペアの鍵または値の編集 

各プロジェクトで同じ鍵/値ペアの値が異なっている場合、自分のプロジェクトの変更が優先

され、結合された変更で保持されます。たとえば、自分のプロジェクトで鍵 XLの値を編集し

て XL = 14にし、他のプロジェクトで鍵 XLが XL = 16に編集されている場合、自分の変更

が優先されます。 

 鍵/値ペアの削除 

次の表は、マップ項目への変更がどのように結合されるか、いくつかの例を示します。削除された項目は、

マージされたバージョンには表示されません。Merchandisingでは、削除された項目はその名前に取消線

が引かれた状態で、「マージされたバージョン」列の下部に表示されます。 
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競合の説明 元 他の 

バージョン 

自分の 

バージョン 

マージされた

バージョン 

一方のプロジェクトでマップ項目が削除さ

れ、他方のプロジェクトでマップ項目が追

加される。 

削除された項目は削除され、追加された

項目は追加される。 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

XL（16-18） 

S（4-6） 

L（12-14） 

XL（16-18）* 

S（4-6） 

L（12-14） 

一方のプロジェクトで 1つの項目が編集さ

れ、他方のプロジェクトで 1つの項目が追

加される。 

編集された項目は更新され、追加された

項目は追加される。 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（2-4） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

XL（16-18） 

S（2-4）* 

XL（16-18）* 

M（8-10） 

L（12-14） 

一方のプロジェクトで 1つの項目が編集さ

れ、他方のプロジェクトで 1つの項目が削

除される。 

その項目は削除される。 

注意: 削除された項目を、変更された項

目に優先させるかどうかを構成できます。

コレクション・プロパティの競合解決を参照

してください。 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（2-4） 

M（8-10） 

L（12-14） 

M（8-10） 

L（12-14） 

M（8-10） 

L（12-14） 

両方のプロジェクトで同じ項目が編集され

る。 

自分のプロジェクトの値が保持される。 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（2-4） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（2-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（2-6）* 

M（8-10） 

L（12-14） 

各プロジェクトで異なる項目が編集され

る。 

両方の変更が保持される。 

S（4-6） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（2-4） 

M（8-10） 

L（12-14） 

S（4-6） 

M（6-8） 

L（12-14） 

S（2-4）* 

M（6-8）* 

L（12-14） 

 

リストおよび配列 

リストと配列は、項目の順序付きリストを含んだコレクションであり、許可されている場合は、同じ項目を複数

含めることができます。リストと配列には、次の変更が行われることがあります。 

 項目の追加 

 項目の順序変更 

 項目の削除 

 重複した項目の追加、順序変更または削除（使用環境で許可されている場合） 

重複を避ける方法は、『ATG Web Commerce Business Control Center Administration and 

Development Guide』を参照してください。 

注意: Oracle Commerce Platformの順序変更の計算方法により、どちらのプロジェクトでも明示的に変更さ

れなかった項目が、提示された結合で変更とマークされることがあります。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGBCCAdminGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGBCCAdminGuide/html/index.html
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次の表に、リストと配列への変更がどのように結合されるか、いくつかの例を示します。削除された項目は、

マージされたバージョンには表示されません。Merchandisingでは、削除された項目はその名前に取消線

が引かれた状態で、「マージされたバージョン」列の下部に表示されます。 

 

競合の説明 元 他の 

バージョン 

自分の 

バージョン 

マージされた 

バージョン 

2つのプロジェクトで項目の順序が変更される。 

2つのリストの順序が結合される。 

注意: 項目 Bはすべてのコレクションで変更され

ていないように表示されますが、変更とマークされ

ています。これは、Oracle Commerce Platformの

順序変更の計算方法によるためです。 

A 

B 

C 

D 

E 

C 

B 

A 

D 

E 

E 

B 

C 

D 

A 

A* 

B* 

C* 

E* 

D 

2つのプロジェクトで、同じ場所に異なる項目が追

加される。 

項目はリスト上部に追加される。 

A 

B 

C 

A 

B 

C 

D 

A 

B 

C 

E 

D* 

E* 

A 

B 

C 

2つのプロジェクトで、異なる場所に同じ項目が追

加される。 

項目はリスト上部に 2つ追加される。 

注意: 重複が許可されない場合、項目は 1つの

み追加されます。 

A 

B 

C 

A 

D 

B 

C 

A 

B 

D 

C 

D* 

D* 

A 

B 

C 

一方のプロジェクトで項目の順序が変更され、他

方のプロジェクトで項目が削除される。 

2つのリストの順序が結合され、削除された項目

は削除される。 

注意: 削除された項目を、順序が変更された項目

に優先させるかどうかを構成できます。コレクショ

ン・プロパティの競合解決を参照してください。 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

B 

D 

E 

F 

A 

C 

G 

A 

B 

D 

E 

F 

G 

A* 

E* 

F* 

B 

D 

G 

一方のプロジェクトで項目が追加され、他方のプ

ロジェクトで項目が削除される。 

新しい項目はリスト上部に追加され、削除された

項目は削除される。 

A 

B 

C 

D 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

A 

B 

D 

E* 

F* 

A 

B 

D 

 

変更を結合する場合のコレクションの最大サイズ 

非常に大きいコレクションの値の場合、デフォルトにより、最初の 2300項目のみが「変更のレビュー」ページ

に表示されます。その結果、競合しているバージョンに含まれる項目数が表示制限を上回る場合は、結合

を表示できないため、マージされたバージョンは提示されません。 
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3 Merchandising UIの概要 

この章では、Merchandisingユーザー・インタフェースの主な要素について概要を示します。インタフェース

を使用してマーチャンダイジング・タスクを実行する方法は、アセットの作成と管理を参照してください。 

Business Control Centerホームページからプロジェクトを作成またはオープンすると、Merchandisingのメイ

ン・ページがオープンします。メイン・ページには 2つのペインがあり、左側がナビゲーション・ペイン、右側

が詳細ペインです。上部にまたがるナビゲーション・バーは、共通のオプションおよび現在のセッションに関

する情報にリンクしています。 

ナビゲーションの基本 
次に、Merchandisingのナビゲーション・ペインで項目を参照または検索する場合に理解しておく必要のあ

る重要な用語をいくつか示します。 

 親アセットは、階層内で現在のアセットの真上に位置するアセットです。たとえば、アクセサリ

は、ショルダ・バッグ製品の親カテゴリになります。 

 上位階層は、現在のアセットが子孫となっているすべてのアセットです。たとえば、商業ルー

ト、婦人服、ギフト・アイデア、婦人用、アクセサリはすべて、ショルダ・バッグ製品の上位階

層カテゴリです。 

ナビゲーション・ペインの使用 
Merchandisingウィンドウの左側にあるナビゲーション・ペインでは、Commerceアセットを参照または検索で

きます。 

注意: この項では、アプリケーションのドロップダウン・メニューからMerchandisingを選択するときに使用可

能なナビゲーション・ペインのアセットを使用する方法について説明します。その他のアセットの検索および

参照方法は、次の章を参照してください。 

特定のタイプのアセットを参照および検索するには、次の章を参照してください。 

 SEOタグ: SEOタグの作成と管理 

 価格表: 価格表の作成と管理 
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ナビゲーション・ツールバー 

ナビゲーション・ペイン上部にあるツールバーを、ビューの参照と検索の両方で使用できます。 

 

ツールバーは次の要素で構成されています。 

 「検索」/「参照」ボタンにより、「参照」パネルと「検索」パネルが切り替わります。 

 「作成」ボタンにより、新しいアセットを追加できます。 

 「処理」ボタンにより、選択したアセットの作業を行えます。アセットを編集、移動、複製、リン

クおよびエクスポートできます。また、選択したアセットをプロジェクトに追加して、その子ア

セットを表示できます。 

 「ソート」ボタンにより、名前または IDごとに昇順あるいは降順でアセットのリストをソートでき

ます。 

 「フィルタ」では、リストに表示されているアセットの数が示され、リストをフィルタリングできます。 

 「選択」リンクでは、ナビゲーション・ペインに示されているすべてのアセットを選択または選

択解除できます。リスト内のすべてを選択する場合は、「すべて」をクリックします。すべての

選択を解除する場合は、「なし」をクリックします。 

「参照」パネル 

アセットの階層をナビゲートするには、「参照」パネルを使用します。たとえば、カタログの階層を使用して製

品を探したり、フォルダごとにメディア・アセットを検索したり、プロモーションのアルファベット順リストを表示し

たりすることができます。Merchandising管理者は、「参照」パネルに表示されるアセットの階層を構成します。 

次のレベルにドリルダウンするには、各アセットの横にある矢印ボタンをクリックします。たとえば、カテゴリの

横の矢印をクリックして、含まれている製品のリストを表示します。親アセットの名前は、子アセットのリスト上

部に表示されます。たとえば、次の図の場合、「Home Store Root」カテゴリが親アセットで、子カテゴリはその

下に示されています。 
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階層で、一度に 1レベル戻る場合は、親アセットの左側の「戻る」矢印をクリックします。階層内で戻るレベル

を選択するには、親アセットの右側の下向きの矢印をクリックして、リストから上位階層アセットを選択します。 

 

指定した文字または単語を含んだ名前のアセットのみが表示されるように、「参照」パネルで子アセットのリ

ストを絞り込む方法については、結果のフィルタリングを参照してください。 

パネルの検索 

指定した条件に一致するアセットを検索するには、「検索」パネルを使用します。アセット・タイプを指定して

検索を始めます。そのタイプのすべてのアセットを検索することも、名前または ID別にアセットを検索するこ

ともできます。または、返されるアセットの値セットと一致する必要のあるプロパティ値など、追加条件で検索

範囲をさらに絞り込むことも可能です。 
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「検索」パネルでアセットを検索するには 

1. 「検索先」ドロップダウン・メニューからアセット・ファミリを選択し、次に、「対象」ドロップダウ

ン・メニューからアセット・タイプを選択します。 

たとえば、「カタログ」で「製品」を探します。 

 

2. 複数サイト環境の場合、「カタログ」または「コンテンツ」を選択したら、検索する登録サイトを

指定します。 

 未指定: （デフォルト）アセットを検索する際、サイト・プロパティを無視します。 

 このサイト: サイト・プロパティが、選択した単一サイトに一致するアセットのみを検

索します。 

 これらのサイト: サイト・プロパティが、選択した 1つ以上のサイトに一致するアセット

のみを検索します。 

 任意のサイト: サイト・プロパティに 1つ以上のサイトが含まれるアセットのみを検索

します。 

 サイトなし: サイト・プロパティが空のアセットのみを検索します。詳細は、サイトにリ

ストされていない品目を参照してください。 

登録サイトの詳細は、複数サイト環境のアセットを参照してください。 

3. 完全なアセット名またはアセット名の一部、ID、または両方を入力するか貼り付けます。 

 エントリが複数ある場合は、カンマまたは改行で区切ります。 
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 名前と IDを同じ検索条件で併用できます。たとえば、グラス, xprod2162 を入力

すると、グラスという単語が含まれ、IDが xprod2162であるすべての項目が返され

ます。 

4. （オプション）+ボタンをクリックして、特定のアセット・プロパティを問い合せることで、検索をさ

らに絞り込めます。 

次の例では、「ブランド」プロパティの値が「Home」で終わるすべてのアセットを問い合せます。 

 

再び+ボタンをクリックして、目的のアセットに関する詳細を指定することで、検索条件をさら

に絞り込めます。複数の条件を作成する場合は、問合せ演算子を選択します。 

 「すべて一致(AND)」で、作成したすべての条件に一致するアセットが返されます。 

 「いずれかに一致(OR)」で、1つ以上の条件に一致するアセットが返されます。 

条件を削除するには、対応する xボタンをクリックします。 

注意: 記事の本文のプロパティを問い合せる場合、次の比較演算子を使用しないでくださ

い。ends with、ends with (case sensitive)、is (exact match)、is not 

(exact match)、is one ofおよび is not one of。 

5. 「検索」をクリックします。 

検索結果は、パネル下部のリストに表示されます。 

「検索」パネル内の基準および結果は、Merchandisingから「ターゲット設定およびセグメンテーション」など

の別のアプリケーションにナビゲートしてからMerchandising UIに戻ると、消去されます。 

指定した文字または単語を含んだ名前のアセットのみが表示されるように、検索結果のリストを絞り込む方

法については、結果のフィルタリングを参照してください。 

結果のフィルタリング 

「フィルタ」コントロールを使用すると、「参照」または「検索」パネルおよび「プロジェクト」ダイアログ・ボックス

の子アセット・リストの内容を素早く絞り込めます。 

まず、「フィルタ」コントロールにテキストを入力または貼り付けます。「フィルタ」コントロールは、入力した文

字または数字に一致します。この場合、アセット名または IDの始まりのみでなく、その中に含まれる文字や

数字にも一致します。通常、入力する文字数が多いほど、一致する数は少なくなります。最長 50文字まで

入力できます。カウンタには、リストの一致数が表示されます。 

次の例では、グラスの検索結果に 15の製品があります。 
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「フィルタ」コントロールにワインと入力すると、検索結果リストの内容が変更されて、名前にグラスとワインの

両方が含まれる 6つの製品のみが含まれます。 
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削除アイコンをクリックして「フィルタ」コントロールを消去し、2079 と入力すると、検索結果には、IDが

xprod2079の製品 1つのみが表示されます。 

 

詳細ペインの使用 
Merchandisingでアセットを選択すると、そのプロパティは詳細ペインに表示されます。このペインは、見や

すくするためにタブに分かれています。アセットは、ナビゲーション・ペインで選択することも、別のアセットの

詳細ペインから選択することもできます。たとえば、製品の親カテゴリを選択できます。どのような方法でア

セットにアクセスしても、その詳細ペインには同じ情報が表示されます。 

詳細は、アセットの作成と管理を参照してください。 
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アセット・トレイの使用 
Merchandisingウィンドウ上部に表示されるアセット・トレイは、複数編集操作などで編成および編集できるア

セットをブックマークします。アセット・トレイにアセットがない場合は、ナビゲーション・ペインおよび詳細ペイ

ンの上部に細いバーとして表示されます。 

 

アセットをアセット・トレイに追加すると、アセット・トレイが展開されてブックマークが表示されます。 
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ナビゲーション・ペインからアセット・トレイへのアセットの追加 

アセットをアセット・トレイに追加しても、プロジェクトには追加されません。アセット・トレイ内のアセットは、たと

えば、複数編集操作の一部として正常に更新された場合など、変更された場合にのみ、プロジェクトに追加

されます。Business Control Centerからログアウトした場合やセッションが失効した場合、アセットはアセット・

トレイ内に残ります。 

注意: レイアウト・ビューでアセットをアセット・トレイに追加する方法は、ビジュアル・マーチャンダイジングで

の作業を参照してください。 

アセットをアセット・トレイに追加するには 

1. 「検索」パネルまたは「参照」パネルで、編集するアセットを選択します。詳細は、ナビゲー

ション・ペインの使用を参照してください。アセットをアセット・トレイに追加するときに、子ア

セットは自動的には選択されません。 

2. ツールバーの「処理」ボタンをクリックして、「アセット・トレイに追加」を選択します。 

 

または、選択したアセットをアセット・トレイにドラッグできます。詳細は、アセット・トレイへのア

セットのドラッグのヒントおよびMerchandisingでのドラッグ・アンド・ドロップの使用を参照し

てください。 

アセット・トレイが展開され、1つ以上のタイルが表示されます。各タイルは、1つ以上のア

セットを表します。デフォルトでは、異なるタイプのアセットを選択した場合は、

Merchandisingによって自動的にタイプ別にグループ化されます。たとえば、製品と SKUの

両方をアセット・トレイにドラッグした場合は、2つのタイルが表示され、1つには製品が、もう

1つには SKUが含まれます。 

注意: 管理者によって、アセット・トレイに追加した各アセットがデフォルトで個別のタイルとし

て表示されるように構成されている場合があります。 

各タイルには、そのタイルが表しているアセットの数とタイプが示されます。 

3. 新しいタイルがアセットのグループを表す場合は、タイルのわかりやすい名前を入力します。

この名前は、アセット・トレイ内のアセットを追跡するのに役立つのみであり、グループ内のア

セットのプロパティにはなりません。タイルの名前を入力しない場合は、Untitled 1、Untitled 

2のような名前がMerchandisingによって自動的に付けられます。 
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4. アセット・トレイからタイルを削除するには、右上に Xが表示されるまでマウス・ポインタをタイ

ル上に移動します。Xをクリックします。 

アセット・トレイへのアセットのドラッグのヒント 

アセットをアセット・トレイにドラッグするときは次の点に留意してください。 

 複数のアセットをアセット・トレイにドラッグする場合、アセットをドロップするときに[Ctrl]キー

を押すことによって、各アセットを個別のタイルとして追加できます。 

 アセットのグループを表すタイルがアセット・トレイにすでに含まれている場合、その同じタイ

プの 1つ以上のアセットをアセット・トレイにドラッグしても、自動的には既存のグループに追

加されません。アセット・トレイの空の部分にアセットをドラッグすると、個別のタイルまたはグ

ループとして追加されます。 

これらのアセットを「検索」パネルまたは「参照」パネルから既存のグループに追加するには、

そのグループのタイルにドラッグします。 

すでにアセット・トレイ内にあるアセットをグループ化するには、1つ以上のアセットを選択し

てグループにドラッグします。個別のアセットと他のグループの両方をグループに追加でき

ます。 

グループには、製品や SKUなど、同じタイプのアセットのみを含めることができる点に留意

してください。 

 タイルの順序を変更するには、アセット・トレイ内の新しい場所にタイルをドラッグします。 

 アセット・トレイ内のアセットをリンクするには、1つ以上のタイルを選択し、[Ctrl]キーを押しな

がら別のタイルにドラッグします。たとえば、製品をカテゴリにリンクするには、製品のタイル

をカテゴリのタイルにドラッグし、[Ctrl]キーを押しながら製品のタイルをドロップします。 

アセット・トレイでのアセットの使用 

アセット・トレイでアセットがブックマークされると、簡単にアセットにアクセスして次の処理を実行できます。 

 アセットのグループを表すタイルで複数編集操作を実行します。複数編集の使用を参照し

てください。 

 アセットを編集します。タイルをダブルクリックして、選択したアセットの詳細ペインを別のウィ

ンドウで表示します。アセット・プロパティの作業を参照してください。 

 ナビゲーション・ペインまたはアセット・トレイで、アセットを別のアセットにリンクします。アセッ

ト・トレイへのアセットのドラッグのヒント、アセットのリンク付けとリンク解除および

Merchandisingでのドラッグ・アンド・ドロップの使用を参照してください。 

 コレクション・エディタでコレクションにアセットを追加します。コレクション・エディタでの作業

およびMerchandisingでのドラッグ・アンド・ドロップの使用を参照してください。 
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プロジェクトのナビゲーション 
Merchandisingウィンドウの左上に表示されるメニューからは、プロジェクトの様々な部分に素早く移動できま

す。プロジェクトの他の部分に移動するか、Merchandisingを終了して Endeca Workbenchまたは Business 

Control Centerホームページに戻るには、下向きの矢印をクリックして、表示されるメニューの場所を選択し

ます。 

 

注意: このメニューで選択可能な場所は、ユーザー・プロファイルに関連付けられた権限によって異なりま

す。この図で示されているよりも多い場所または少ない場所が表示されることがあります。 
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4 アセットの作成と管理 

この章では、Merchandisingにおけるカタログ・アセットの作成と管理の概要を示します。この章の後に続く 7

つの章では、Merchandisingでサポートされる各アセット・タイプの作成および管理方法について説明します。 

注意: この章では、Merchandisingで使用可能なアセット・タイプでの作業方法について説明します。その他

のアセットでの作業方法は、次の章を参照してください。 

 SEOタグ: SEOタグの作成と管理 

 価格表: 価格表の作成と管理 

新しいアセットの作成 
この項では、Commerceアセットの作成方法について概要を示します。この章の後に続く章では、カタログ・

フォルダ、カタログ、カテゴリ、製品、SKU、コンテンツ・フォルダ、コンテンツ項目、プロモーションとクーポン、

ストアの場所、カタログ・メディア・フォルダおよびカタログ・メディア項目を含む、Merchandisingでサポートさ

れる各アセット・タイプの作成および管理方法について説明します。 

新しいアセットを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで「参照」パネルを使用して、新しいアセットの親になるア

セットにナビゲートします。たとえば、新しい製品を作成するには、その製品を作成するカテ

ゴリにナビゲートします。 

詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、作成するアセットのタイプを選択します。 

 

表示されるアセット・タイプのリストは、次の条件によって異なります。 

 ユーザー・プロファイルに関連付けられている権限。権限について不明な点がある

場合は、管理者に問い合せてください。 

 カタログ項目の場合、左側のナビゲーション・ペインのカタログ階層内の位置 

たとえば、「参照」パネル内のカタログのトップレベルで、カタログまたはカテゴリを

作成できます。もう 1つ下のレベルのカテゴリにドリルダウンすると、カタログ、カ

テゴリまたは製品を作成できます。詳細は、「参照」パネルを参照してください。 
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3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは星でマークされていま

す。様々なタイプのMerchandisingプロパティ・エディタを使用する方法は、アセット・プロパ

ティの作業を参照してください。 

4. 「作成」をクリックします。 

新しいアセットがナビゲーション・ペインに表示されます。管理者がMerchandisingを構成し

た方法によっては、アセットのタイルがアセット・トレイに表示される場合もあります。 

「検索」パネルからのアセットの作成 

「参照」パネルの階層内でアセットを作成できるのみでなく、「検索」パネルからもアセットを作成できます。

「検索」パネルでは、「対象」ドロップダウン・メニューで現在選択されている、どのようなタイプのアセットでも

作成できます。 

 

「参照」パネルで親を選択して作成するアセットとは異なり、「検索」パネルから作成するほとんどのアセット

には、詳細ペインで指定されている親アセットが自動的に設定されません。親を指定しないと、予期しない

デフォルトの場所にアセットが作成されます。新しく作成したアセットの各タイプのデフォルトの場所に関す

る詳細は、この章の後の章を参照してください。 

既存のアセットの複製 
場合によっては、一度に 1つのアセットを個々に作成するよりも、カタログの既存部分を複製した方が簡単

です。たとえば、複数サイト環境では、構造や製品セットなどの特性を共有する複数のカタログを作成しても、

価格表は別々に使用する必要がある場合があります。その場合、サイト間でカタログをコピーし、必要に応

じてプロパティ値を変更します。 

たとえば、カテゴリのコピーには、元と同じ階層内で編成されているそのカテゴリのすべての子のコピーが含

まれます。複製アセットに割り当てられるデフォルト名は、元の名前に(copy)が付きます。ただし、別の形式

を使用するように管理者がカスタマイズしていることもあります。 

複製アセットは元のアセットの正確なコピーではありません。デフォルトでは、Merchandisingで扱うことがで

きるほとんどすべてのプロパティがコピーされます。作成日などの一部のプロパティはコピーされません。管

理者は、どのプロパティが複製アセットにコピーされるかを管理できます。 

複製は、コピー元のアセットからは完全に独立しており、一方に行われた変更は他方に反映されません。た

だし、複製アセット内で階層を維持している子アセットは、元の子アセットにリンクされています。元のアセット

の子のいずれか 1つのプロパティ値を変更すると、複製アセットの子にもその変更が反映されます。子ア

セットを含んだ価格表フォルダまたはメディア・フォルダを複製すると、これらの子アセットも複製されますが、

元の子アセットのリンクは複製されません。 
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アセットを複製するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、複製するアセットを選択します。詳細は、ナビゲーショ

ン・ペインの使用を参照してください。 

2. ツールバーの「処理」ボタンをクリックして、「複製」を選択します。 

 

3. 表示されたダイアログ・ボックスで、複製を含める親アセットを選択します。詳細は、ナビゲー

ション・ペインの使用を参照してください。 

4. 「OK」をクリックします。 

アセットのリンク付けとリンク解除 
カタログ・アセットをリンクすると、親アセットに関連付けられます。複数のカタログまたはカテゴリに製品を表

示させる場合に、リンクが役立ちます。たとえば、カタログの"アウトドア・カテゴリ"に、"ガス火鉢"という製品

が含まれているとします。この製品を"父の日のギフト"カテゴリにも表示させるには、製品をそのカテゴリにリ

ンクするのみで済みます。 

リンクされたアセットには複数の親があり、各場所に 1つの親があります。ある場所のアセットに変更を加え

ると、その変更はすべての場所で反映されます。 

注意: メディア・アセット、コンテンツ・アセット、プロモーション、クーポン、SEOタグ、ストアのテキスト、ストア

の場所または価格表は、リンクまたはリンク解除できません。 

アセットのリンク付け 

アセットを他の親にリンクするには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、リンクするアセットを選択します。詳細は、ナビゲーショ

ン・ペインの使用を参照してください。 

2. ツールバーの「処理」ボタンをクリックして、「リンク」→「リンク」を選択します。 
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3. 表示されたダイアログ・ボックスで、親カタログまたは親カテゴリを選択します。詳細は、ナビ

ゲーション・ペインの使用を参照してください。 

4. 「OK」をクリックします。 

アセットのリンク解除 

リンクを解除すると、アセットと親の間の関連付けが切断されます。1つの親またはすべての親からアセットを

リンク解除できます。すべての親からアセットをリンク解除すると、そのアセットとすべての子は「非分類品目」

リストに移動されます。複数サイト環境の場合は「サイトにリストされていない品目」リストに移動されます。詳

細は、非分類品目とサイトにリストされていない品目を参照してください。 

1つまたはすべての親からアセットをリンク解除するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、リンク解除するアセットを選択します。詳細は、ナビ

ゲーション・ペインの使用を参照してください。 

2. 「処理」ボタンをクリックして、「リンク」を選択します。 

 

3. 次のいずれかを選択します。 

 リンク解除… 選択した親からのみアセットを削除します。 

 すべてからリンク解除… カタログ階層内のすべての場所からアセットを削除します。 

4. 「リンク解除の確認」ダイアログ・ボックスで、リンク解除によって切断される関連付けを確認し

ます。「リンク解除」をクリックして、アセットをリンク解除します。 
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非分類品目とサイトにリストされていない品目 

カタログ階層内のどの親にもリンクされていないカタログ・アセットは、「参照」パネルの「カタログ」リスト上部

にある別リストに表示されます。 

 登録サイトのない環境（デフォルト）の場合、これらの品目は「非分類品目」リストに表示され

ます。 

 複数サイト環境の場合、これらの品目は「サイトにリストされていない品目」リストに表示されま

す。 

非分類アセットとサイトにリストされていないアセットでも、他のカタログ・アセットと同じように表示および作業

できます。リストをオープンし、アセットをダブルクリックしてプロパティを表示します。 

「非分類品目」または「サイトにリストされていない品目」リストでは新しいアセットを作成できず、アセットをこ

れらのリストにドラッグできません。 

「非分類品目」または「サイトにリストされていない品目」リストからアセットを移動するには、カタログ階層内の

親にリンクします。詳細は、アセットのリンク付けとリンク解除を参照してください。 

非分類品目 

非分類品目は、カタログ階層内の親にリンクされていないカテゴリ、製品または SKUです。つまり、これらは

カタログに関連付けられていません。非分類品目は、Webサイトのナビゲーションには表示されず、非分類

品目が検索結果に表示されるように管理者がサイトを特に構成しないかぎり、訪問者はこれらの品目を検索

できません。 
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次のいずれかの状況になると、カテゴリ、製品または SKUは非分類品目になります。 

 「リンク解除」または「すべてリンク解除」コマンドで、すべての親からリンク解除された場合。 

 ひもづけられた親階層からリンク解除された場合。たとえば、ある製品の唯一の親カテゴリが

非分類品目の場合、その製品も非分類になります。製品のすべての子（その製品に関連付

けられている SKUなど）も非分類になります。 

 外部データ・フィードを介してMerchandisingにインポートされた場合。ほとんどの場合、イン

ポートされるアセットは製品と SKUであるため、通常このケースに該当するのは、これらの品

目のみです。 

 Merchandisingの「検索」パネルから作成された場合。詳細は、「検索」パネルからのアセット

の作成を参照してください。 

サイトにリストされていない品目 

複数サイト環境の場合、サイトにリストされていない品目は、サイト・メンバーシップがない、つまり、環境の登

録サイトのいずれにも関連付けられていないカタログ・フォルダ、カタログ、カテゴリ、製品または SKUです。

サイトにリストされていない品目は、Webサイトのナビゲーションには表示されず、サイトにリストされていない

品目が検索結果に表示されるように管理者がサイトを特に構成しないかぎり、訪問者はこれらの品目を検索

できません。 

次の場合、カタログ、カテゴリ、製品または SKUは、サイトにリストされていない品目になります。 

 「リンク解除」または「すべてリンク解除」コマンドで、全サイトのすべての親からリンク解除さ

れた場合。 

 ひもづけられた親階層からリンク解除された場合。たとえば、ある製品の唯一の親カテゴリが、

サイトにリストされていない品目の場合、その製品もサイトにリストされていない品目になりま

す。製品のすべての子（その製品に関連付けられている SKUなど）も、サイトにリストされて

いない品目になります。 

 外部データ・フィードを介してMerchandisingにインポートされた場合。ほとんどの場合、

フィードを介してインポートされるアセットは製品と SKUです。 

 Merchandisingの「検索」パネルから作成された場合。詳細は、「検索」パネルからのアセット

の作成を参照してください。 

アセットの移動 
アセットを移動すると、移動したアセットの親が変わることで、カタログの構造が変化します。たとえば、製品

を「非分類品目」リストからカタログ内のカテゴリに移動できます。 

一度に複数のアセットを移動できますが、すべて同じ移動先に移動する必要があります。子アセットもすべ

て移動されます。 

アセットを移動するには 

1. 「参照」パネルで、移動するアセットを選択します（「検索」パネルではアセットを移動できま

せん）。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。子アセットもすべて自動

的に選択される点に留意してください。 

メディア・アセット、プロモーション、プロモーション・フォルダ、クーポンおよびクーポン・フォ

ルダも「検索」パネルで選択できます。 

2. ツールバーの「処理」ボタンをクリックして、「移動」を選択します。 
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3. 表示されたダイアログ・ボックスで、新しい親アセットを選択します。詳細は、ナビゲーション・

ペインの使用を参照してください。 

4. 「OK」をクリックします。 

アセットのプレビュー 
Merchandisingではアセットをプレビューして、実際に稼働中のWebサイトで変更がどのように反映されるか

を確認できます。プレビュー機能は管理者が設定する必要があります。管理者がプレビューを使用可能に

していない場合、「レイアウト」ボタンおよび「プレビュー」ボタンはMerchandisingユーザー・インタフェース

に表示されません。 

注意: 管理者がビジュアル・マーチャンダイジング機能を使用可能にした場合は、アセットをプレビュー・

セッションから直接編集できます。詳細は、ビジュアル・マーチャンダイジングでの作業を参照してください。 

Merchandisingから任意の時点でプレビュー・セッションを起動するには、次の手順を完了します。 

1. Merchandisingウィンドウ上部の「レイアウト」ボタンをクリックします。 

 

管理者がプレビューを使用可能にしたときに構成したデフォルトのランディング・ページ、プ

レビュー・ユーザーおよびサイトを使用して、プレビュー・セッションが即座に起動します。ブ

ラウザ・ウィンドウでMerchandisingはプレビュー・セッションに置き換えられます。 

2. ランディング・ページ、ユーザー、サイトまたはプレビュー日時を変更するには、プレビュー・

セッションのオプションの変更を参照してください。 

3. プレビュー・セッションをクローズしてMerchandisingに戻るには、「データ」ボタンをクリックし

ます。 

 

アセットの編集中にプレビュー・セッションを起動するには、次の手順を完了します。 

1. プレビューするアセットを選択します。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参照してくだ

さい。現在作業しているアセットをプレビューする場合は、変更を必ず保存してください。 

2. 詳細ペイン下部の「プレビュー方法」ボタンをクリックします。 

「プレビュー方法」によって「プレビュー・ランチャ」ダイアログ・ボックスがオープンします。こ

のダイアログ・ボックスで、ページの表示に使用するプロファイルを持つプレビュー・ユー

ザー、プレビュー・ランディング・ページ、および複数サイト環境ではプレビュー・サイトを選

択します。 

 プレビュー・ユーザー: ページを表示するときに使用するユーザー・プロファイルで

す。 

 プレビュー・サイト: 複数サイト環境の場合は、ページを表示するサイトです。 

 ランディング・ページのプレビュー: プレビューするWebサイト・ページです。 
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3. 「起動」をクリックして、選択したランディング・ページ、ユーザー・プロファイルおよびサイト

（オプション）を使用するプレビュー・セッションを起動します。 

詳細ペインで、アセットからプレビュー・セッションを起動すると、そのプロパティ・ウィンドウに「プレビュー」/

「プレビュー方法」ボタンの組合せが表示されます。 

 「プレビュー」により、そのアセットから起動された最後のプレビュー・セッションのユーザー・

プロファイル、ランディング・ページ、サイト設定を使用して、新しいプレビュー・セッションが

開始されます。 

 「プレビュー方法」により、「プレビュー・ランチャ」ダイアログがオープンします。このダイアロ

グでは、新しいプレビュー・セッションを起動する前にプレビュー設定を変更できます。 

 プレビュー・セッションをクローズするには、「データ」ボタンをクリックします。 

 

プレビュー・セッションのオプションの変更 

各プレビュー・セッションでは、ブラウザ・ウィンドウ上部にプレビュー・ツールバーが表示されます。 
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プレビュー・セッションを使用している間に、これらのコントロールを使用して、プレビュー・オプションを変更

します。 

 ユーザー/サイトでは、「プレビュー・ランチャ」ダイアログが表示されます。このダイアログで、

プレビュー・セッション用に異なるランディング・ページ、ユーザー・プロファイルおよびサイト

（オプション）を選択できます。 

 日付/時間では、「日付/時間でプレビュー」ダイアログが表示されます。このダイアログで、プ

レビュー・セッション用に異なる日時を選択できます。 

 「プロモーション」では、「プロモーションの視認性」ウィンドウが表示されます。詳細は、プロ

モーションのプレビューとテストを参照してください。 

注意: Merchandisingからログアウトするときにプレビュー・オプションの変更は保存されません。 

プレビュー・セッションの日時の変更 

変更が今すぐに、または将来の日時に配置された場合に、サイトがどのように表示されるかをプレビューす

ることを選択できます。たとえば、次月まで稼働開始しない季節的なマイクロサイトに対して作業しているとし

ます。プレビュー日を稼働開始日（アセットの「開始日」プロパティによって指定される）に設定すると、サイト

が開始日にどのように表示されるかを確認できます。 

プレビュー・セッションの日時を変更するには、次の手順を完了します。 

1. プレビュー・ツールバーの日付/時間アイコンをクリックして、「日付/時間でプレビュー」ダイア

ログを表示します。 

 

2. 将来のある日時におけるアセットの表示をプレビューするには、カレンダをクリックして日付を

選択します。上下の矢印を使用して、時間、分および時刻の AM/PMの部分を設定します。 

注意: 日時は、サーバーの日時に基づいて評価されます。 

現時点におけるアセットの表示をプレビューするには、「現在」ボタンをクリックします。 

3. 「日付/時間の設定」をクリックします。 

プレビュー・ツールバーが変更され、新しいプレビュー日時が表示されて、その将来の日付

におけるアセットの表示をプレビューしていることが示されます。 
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4. （オプション）プレビュー日時を「現在」に戻すには、日付/時間コントロール内の Xアイコン

をクリックします。 

変更の確認 
Merchandisingでは、作業しているアセットと、最も最近チェックインされたそのアセットのバージョンを比較

することで、アセットに対して行われた変更を確認できます。個々の変更を任意で元に戻すことができます。 

アセットへの変更を確認するには、次の手順を完了します。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、変更を確認するアセットを選択します。詳細は、ナビ

ゲーション・ペインの使用を参照してください。 

ヒント: 確認する前に、変更を保存する必要があります。変更が保存されたアセットを「参照」

ペインで表示すると、チェック・マーク・バッジが付いています。次の図のすべての製品に、

保存された変更があります。 

 

2. 詳細ペイン下部の「変更のレビュー」ボタンをクリックします。 

 

3. （オプション）変更を元に戻すには、変更したプロパティの名前の横にあるチェック・ボックス

をクリックしてから、「選択された変更を元に戻す」をクリックします。 

4. アセットの確認を終えたら、「クローズ」をクリックします。 
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アセットの削除 
サイトでアセットが不要になった場合は、システムから削除できます。 

プロジェクトの配置前にアセットを削除すると、そのアセットは Merchandisingとその基盤となるデータベース

から即座に削除されます。続く章では、特定のタイプのアセットを削除する方法について説明します。 

すでに配置されているアセットを削除するには、アセットを削除するための新しいプロジェクトを作成し、その

プロジェクトを配置する必要があります。配置済のアセットをシステムから削除する方法は、『ATG Web 

Commerceコンテンツ管理ガイド』を参照してください。 

配置されていないアセットを削除するには 

1. 「検索」パネルで、削除するアセットを選択します（「参照」パネルではアセットを削除できま

せん）。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。子アセットもすべて自動

的に選択される点に留意してください。 

2. ツールバーの「処理」ボタンをクリックして、「削除」を選択します。 

3. 「OK」をクリックして、アセットを削除します。 

親アセットとリンク付けされたアセットの削除 

製品を含んだカテゴリなど、親アセットを削除すると、子アセットは「非分類品目」リストまたは「サイトにリストさ

れていない品目」リストに移動され、相互の階層関係が維持されます。唯一の例外は、他のカタログ・フォル

ダを含んだカタログ・フォルダを削除する場合です。この場合、子フォルダはカタログのルート・レベルに移

動されます。詳細は、非分類品目とサイトにリストされていない品目を参照してください。 

リンク付けされたアセットを削除すると、そのアセットはすべての親から削除されます。詳細は、アセットのリン

ク付けとリンク解除を参照してください。 

複数サイト環境のアセット 
複数サイト環境では、管理者により、特定のカタログ・アセット（カタログ、カタログ・フォルダ、カテゴリ、製品

および SKU）が特定の登録サイトに関連付けられています。詳細ペインのアセットの「一般」タブにある「サイ

ト」プロパティには、このカタログが属する登録サイトが表示されます。 

 

カタログ・アセットの「サイト」プロパティは直接編集できませんが、アセットをリンクまたは移動することで様々

な登録サイトに関連付けられます。アセットのリンク付けとリンク解除およびアセットの移動を参照してくださ

い。 

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGContentAdminBusinessGuide/ATGContentAdminBusinessGuide.pdf
http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGContentAdminBusinessGuide/ATGContentAdminBusinessGuide.pdf
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プロモーション、記事およびメディア・コンテンツ・アセットも「サイト」プロパティを持つことができます。管理者

は特定の登録サイトにこれらのアセットを関連付ける必要はありません。デフォルトで、プロモーション、記事

およびメディア・コンテンツ・アセットがすべてのサイトで使用可能です。これらのアセットの「サイト」プロパ

ティは直接編集できます。詳細は、プロモーションおよびクーポンの作成と管理、記事の作成と管理および

メディア・コンテンツの作成と管理を参照してください。 

アセット・プロパティの作業 
アセットで作業をするときは、詳細ペインでそのプロパティ値を作成および編集する必要があります。

Merchandisingには、アセット・プロパティを追加および編集する際に使用する多数のプロパティ・エディタが

あります。 

注意: ライト・テーブル・プロパティ・エディタでの作業の詳細は、ライト・テーブルでのコレクションの編成を

参照してください。 

テキスト・エディタでの作業 

テキスト・エディタでは、製品名など、短い書式なし文字列を扱うことができます。 

 

テキスト・エディタでテキストを追加または編集するには、次の手順を完了します。 

1. エディタをクリックします。 

2. ボックスにテキストを入力するか貼り付けます。 

3. （オプション）詳細ペインで他のプロパティ値を設定します。 

4. 変更が終わったら、詳細ペイン下部にある「作成」または「保存」ボタンをクリックします。 

HTMLエディタでの作業 

Merchandisingには CKeditorという HTMLエディタがあり、製品のデフォルト詳細摘要などの長い文字列

プロパティに対し、リッチテキスト形式で編集および適用するために使用できます。 
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このエディタでは、WYSIWYGと HTML両方のソース・コード表示が提供されます。 

 

CKeditorは、このエディタを必要とする Oracle Commerce Platformアプリケーションとともに自動的にインス

トールされます。このエディタの詳細なドキュメントは、CKSource Docs Webサイトで入手できます。 

WYSIWYGエディタでテキストを追加または編集するには、次の手順を完了します。 

1. 詳細ペインで、編集するプロパティをクリックします。 

2. 「編集」ボタンをクリックして、エディタを起動します。 

3. テキストを入力または編集します。 

4. テキストを書式設定、サイズ設定および配置するには、エディタ上部のアイコンを使用します。 

5. HTMLコードを編集するには、「ソース」をクリックします。WYSIWYG表示に戻すには、

「ソース」を再度クリックします。 
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6.  （オプション）詳細ペインで他のプロパティ値を設定します。 

7. 変更が終わったら、詳細ペイン下部にある「作成」または「保存」ボタンをクリックします。 

注意: 変更が保存されると、適用した書式設定は詳細ペインに表示されない場合があります。 

コレクション・エディタでの作業 

コレクション・エディタでは、あるカテゴリの固定子製品のリストなど、コレクション・プロパティを扱うことができ

ます。コレクションからアセットを追加および削除したり、コレクションの既存のアセットを編集したり、コレク

ションのアセットの順序を変更したりできます。 

Merchandisingには、順序付けされたコレクション用および順序付けされていないコレクション用のエディタ

があります。順序付けされたコレクションの各アセットには、コレクション内で特定の位置があります。 

 

順序付けされていないコレクションは、アセットの簡単なリスト（カタログのルート・カテゴリなど）や、キーと値

のペアのマップ（Commerce参照ストアがインストールされている場合に製品の「拡張」タブに表示される翻

訳など）です。順序付けされていないコレクションの項目は、Merchandisingではアルファベット順に表示さ

れ、順序を変更することはできません。 

 

コレクション・エディタでアセットを扱うには、次の手順を完了します。 
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1. エディタをクリックしてアクティブ化します。 

2. 次のタスクのいずれかを実行します。 

コレクションの新しいアセットの作成 

コレクションへの既存のアセットの追加 

コレクションのアセットの編集 

コレクションからのアセットの削除 

コレクションのアセットの順序変更 

3. 変更が終了したら、詳細ペイン下部の「保存」ボタンをクリックします。 

コレクションの新しいアセットの作成 

コレクション・エディタから新しいアセットを作成すると、アセットは自動的にプロジェクトに追加されます。 

コレクションの新しいアセットを作成するには、次の手順を完了します。 

1. コレクション・エディタで、+ボタンをクリックして、表示されたウィンドウのプロパティ・フィール

ドに入力します。詳細は、新しいアセットの作成を参照してください。 

2. 「作成」をクリックします。 

新しいアセットがコレクションの最初の項目として表示されます。順序付けされていないコレ

クションまたはマップでは、変更を保存すると、コレクションはアルファベット順に順序変更さ

れます。 

コレクションへの既存のアセットの追加 

アセットをコレクションに追加すると、アセットは自動的にプロジェクトに追加されます。 

既存のアセットをコレクションに追加するには、次の手順を完了します。 

1. コレクション・エディタで、「選択」ボタンをクリックし、表示されたナビゲーション・ペイン・ウィ

ンドウを使用してアセットを参照または検索します。 

新しいアセットはコレクション上部に表示されます。順序付けされていないコレクションまたは

マップでは、変更を保存すると、コレクションはアルファベット順に順序変更されます。 

2. または、既存のアセットをナビゲーション・ペインまたはアセット・トレイからドラッグし、コレク

ション・エディタにドロップすることもできます。 

順序付けされたコレクションにアセットをドラッグする場合、ドロップする潜在的な場所にマウ

スを重ねると水平の線が表示されます。 

順序付けされていないコレクションにアセットをドラッグする場合、新しいアセットはコレクショ

ン上部に表示されます。変更を保存すると、コレクションはアルファベット順に順序変更され

ます。 

コレクションのアセットの編集 

コレクション・エディタでアセットを編集すると、アセットは自動的にプロジェクトに追加されます。 

コレクションのアセットを編集するには、次の手順を完了します。 

1. コレクション・エディタで、アセットの表示名をクリックして、表示されたウィンドウのプロパティ・

フィールドに入力します。詳細は、新しいアセットの作成を参照してください。 

2. 「保存」をクリックします。 
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コレクションからのアセットの削除 

アセットをコレクションから削除しても、システムからは削除されません。アセットをコレクションから削除すると、

アセットは自動的にプロジェクトに追加されます。 

アセットをコレクションから削除するには、次の手順を完了します。 

1. コレクション・エディタで、1つまたはすべてのアセットをコレクションから削除します。 

 1つのアセットを削除するには、アセットの行の末尾にある Xをクリックします。 

 すべてのアセットをコレクションから削除するには、「すべて消去」をクリックします。 

コレクションのアセットの順序変更 

順序付けされたコレクションの各アセットには、コレクション内で特定の位置があります。コレクションを順序

変更しても、順序変更されたアセットはプロジェクトに追加されません。 

コレクションのアセットの順序を変更するには、次の手順を完了します。 

1. アセットをコレクションの新しい位置に移動するには、「順序」列の番号を変更して、「順序変

更」ボタンをクリックします。 

1からコレクションのアセット数までの番号を入力します。入力した番号がコレクションのア

セット数よりも大きい場合、アセットはリストの最後に移動されます。 

2. アセットをコレクションの最上部に移動するには、アセットの行の先頭にある矢印アイコンをク

リックします。 

1つ以上のアセットをリストの新しい位置にドラッグすることもできます。 

1. 1つ以上のアセットをコレクション・エディタで選択します。複数のアセットを選択する場合、

アセットは連続している必要はありません。 

2. アセットをコレクションの新しい位置にドラッグしてドロップします。（ドロップする潜在的な場

所にマウスを重ねると水平の線が表示されます。） 

順序変更されたコレクションを反映するように順序番号が自動的に変更されます。 

カレンダ・エディタでの作業 

カレンダ・エディタでは、開始日や終了日など、日付と時刻のプロパティを扱うことができます。 

 

日付と時刻を設定するには、次の手順を完了します。 

1. エディタをクリックします。 

2. カレンダ・アイコンをクリックして、日付を選択します。 

3. （オプション）エディタに時刻が含まれている場合は、上下の矢印を使用して時間、分および

時刻の AM/PMの部分を設定します。 

時間エディタが使用可能で、変更の保存時に時刻を指定しない場合、時刻はコンピュータ

のシステム時間として保存されます。このコンピュータは、Merchandisingがインストールされ

ているパブリッシング・サーバーではなく、Webブラウザを介してMerchandisingにアクセス

しているコンピュータです。 
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4. （オプション）詳細ペインで他のプロパティ値を設定します。 

5. 変更が終わったら、詳細ペイン下部にある「作成」または「保存」ボタンをクリックします。 

URLエディタでの作業 

URLエディタを使用すると、ビデオ、オーディオ・クリップ、イメージ、PDFファイルなどのメディア・コンテン

ツ・アセットをポイントする URLでの作業が可能になります。 

 

URLエディタで参照を追加または編集するには、次の手順を完了します。 

1. エディタをクリックします。 

2. ボックスに URLを入力するか貼り付けます。詳細は、メディア・コンテンツの作成と管理を参

照してください。 

3. URLをテストするには、「URLのオープン」をクリックします。 

URLによって指定されたファイルが、新しいブラウザ・ウィンドウに表示されます。

Merchandisingがファイルにアクセスできない場合、ブラウザが新しいウィンドウにエラーを表

示します。 

4. （オプション）詳細ペインで他のプロパティ値を設定します。 

5. 変更が終わったら、詳細ペイン下部にある「作成」または「保存」ボタンをクリックします。 

複数編集の使用 
複数編集を使用すると、複数のアセットに同じ変更を同時に適用できます。たとえば、複数編集を使用して

次のことを実行できます。 

 製品をクリアランス・カテゴリに週次で追加します。 

 靴の SKUの、新規に追加されたグループの新色フラグをアクティブ化し、古い SKUのフラ

グを非アクティブ化します。 

 製品のリストの詳細摘要の先頭に、「秋の新商品」という語句を追加します。 

複数編集は、カタログ・アセット、プロモーション・フォルダ、プロモーション、クーポン、コンテンツ・アセットお

よびメディア・アセットで使用できます。複数編集は、価格表、サイト、サイト・グループまたはターゲット設定

およびセグメンテーション・アセットでは使用できません。 

複数編集操作でのアセットの編集 

複数編集では、変更はアセット・リストのすべての項目のプロパティに適用されます。複数編集では、特に編

集していないプロパティの値は変更されません。 

プロパティの個別編集に適用されるのと同じ制限が、複数編集操作にも適用されます。たとえば、製品の

「サイト」コレクションなどの読取り専用プロパティや、プロファイルのロールによって表示または編集が許可

されていないプロパティは、編集できません。また、複数編集を使用して、次のアセット・プロパティを変更す

ることはできません。 



AT G  W e b  C o m m e r c e マーチャンダイジング・ガイド  

46  

4  -  アセットの作成と管理  

 一意である必要があるプロパティ（文字列以外）。一意の文字列プロパティに、テキストを先

頭追加または末尾追加できます。 

 次のプロモーション・プロパティ: 「テンプレート」、「条件およびオファー」、「プロモーション・

アップセル」 

 次のクーポン・バッチ・プロパティ: コード・プリフィクスおよびクーポン数 

 クーポンのクーポン ID 

 次のスタック・ルール・プロパティ: 「スタック・ルールの組合せ」および「プロモーション」タブ

のすべてのプロパティ 

 次の製品および SKUプロパティ: 「価格表」タブのすべてのプロパティ 

 他のアセットまたは他のアセットのコレクションへの単一参照であるカスケード削除プロパティ 

複数編集操作でアセットを編集するには、次の手順に従います。 

1. 更新するアセットをアセット・トレイに追加します。詳細は、アセット・トレイの使用を参照してく

ださい。 

2. タイル・スタックをダブルクリックして「複数編集」ウィンドウをオープンします。 

ウィンドウは 2つの部分に分かれています。この操作でのアセットのリストが左側にあり、この

タイプのアセットの詳細ペインが右側にあります。 

 

3. 詳細ペインでプロパティ・エディタをクリックし、実行する変更のタイプを選択します。 

 変更なし: プロパティの現在の値を変更しません。これは、すべてのプロパティ・エ

ディタでデフォルトで選択されています。 



AT G  W e b  C o m m e r c e マーチャンダイジング・ガイド  

47 

4  -  アセットの作成と管理  

 前に追加: 変更を既存のプロパティ値の先頭に追加します。 

たとえば、「20%オフ」という語句を「デフォルト表示名」の先頭に追加したり、5個

の SKUを固定子 SKUコレクションの先頭に追加したりできます。 

 置換: 既存のプロパティ値を変更内容で置き換えます。 

たとえば、既存の「固定子製品」コレクションを、選択する他の製品または作成す

る新製品で置き換えることができます。 

 追加: 変更を既存のプロパティ値の最後に追加します。 

たとえば、「2個買うともう 1個無料」という語句を「デフォルト表示名」の最後に追

加したり、5個の製品を「固定子製品」コレクションの最後に追加したりできます。 

 消去: 既存のプロパティ値を削除します。このオプションはすべてのプロパティに

使用できるわけではありません。たとえば、必須プロパティには使用できません。 

4. 前の手順で「消去」を選択した場合以外は、プロパティ値を指定します。各タイプのプロパ

ティ・エディタの使用の詳細は、アセット・プロパティの作業を参照してください。 

5. 「クローズ」をクリックしてウィンドウをクローズし、後でさらに変更するか、「開始」をクリックして

複数編集操作を実行します。 

ウィンドウをクローズすると、複数編集タイルがアセット・トレイで使用可能である場合は、

行った変更はそのタイルに保存されます。 

操作の開始の詳細は、次の項の複数編集操作の実行を参照してください。 

複数編集操作の実行 

プロパティの編集が終了したら、複数編集操作を実行し、変更を適用して保存します。これにより、変更は

プロジェクトに自動的に追加されます。変更できなかったアセットはプロジェクトに追加されます。 

複数編集操作を実行するには 

1. 複数編集操作を開始する対象のタイルをオープンします。 

2. 「開始」をクリックします。 

「複数編集」ウィンドウがクローズし、Merchandisingによって操作が開始されます。プログレ

ス・バーがタイルに表示されます。 

複数編集操作の実行中もMerchandisingで作業を続行できます。 

3. （オプション）操作を取り消すには、複数編集タイルの右上の「停止」アイコンをクリックします。 

操作に含まれるアセットまたは更新が比較的少ない場合は、停止する前に操作が完了する

場合があります。その場合、変更を元に戻す最も簡単な方法は、現在のプロジェクトからア

セットを削除することです。詳細は、プロジェクトからのアセットの削除を参照してください。 

複数編集操作で行われた変更は元に戻せません。 

4. 操作が終了すると、タイルをオープンして結果を表示できます。詳細は、次の項の複数編集

レポートの表示を参照してください。 

複数編集レポートの表示 

複数編集操作が完了すると、そのタイルは操作のステータスを反映して変更されます。すべてのアセットが

正常に更新された場合、タイルにはチェック・マークが表示されます。一部またはすべてのアセットを更新で

きなかった場合、タイルには警告アイコンが表示されます。タイルをオープンして、操作の結果を示すレ

ポートを表示します。 
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複数編集レポートを表示するには 

1. レポートを表示する対象の複数編集タイルをオープンします。 

レポートは複数のカテゴリに分かれており、それぞれが独自のタブに表示されます。 

 「失敗」。これらのアセットは、提案した編集によってエラーが発生したために、変

更、保存またはプロジェクトに追加されていません。「失敗」タブの各アセットの後ろ

には、失敗を発生させた問題の説明が示されます。 

 「更新済」。これらのアセットは正常に変更、保存およびプロジェクトに追加されまし

た。 

 「未変更」。これらのアセットには提案したプロパティ値がすでにあったため、変更

は必要ありませんでした。これらのアセットは保存またはプロジェクトに追加されま

せんでした。 

 「取消済」。これらのアセットが更新される前に複数編集操作は停止されました。こ

れらのアセットは、変更、保存またはプロジェクトに追加されませんでした。 

レポートには、対象のアセットがあるカテゴリのタブのみが表示されます。たとえば、すべて

のアセットが正常に更新された場合は、レポートには「更新済」タブのみが表示されます。 

2. 「失敗」タブまたは「取消済」タブに表示されたアセットを修正するには、それらの IDをレ

ポートからナビゲーション・ペインの「検索」パネルにコピーおよびペーストして、検索します。 

検索結果リストからアセットを 1つずつ編集するか、新しい複数編集操作にアセットを追加

できます。 

3. レポートの確認が終了したら、そのタイルの右上の Xをクリックして、レポートをアセット・トレ

イから永久に削除できます。 

複数編集レポートは保存できません。タイルに複数編集レポートがまだ含まれているときにアセットを追加す

る場合には、既存のレポートを削除してアセットを追加するか、レポートを保持してアセットを追加しないか

のオプションがあります。 
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Merchandisingでのドラッグ・アンド・ドロップの使用 
Merchandisingでは、アセットをドラッグ・アンド・ドロップすることで、移動、リンク付けおよび追加の操作を簡

素化できます。たとえば、次のようになります。 

 プロモーションを「プロモーションの視認性」ウィンドウからアセット・トレイにドラッグします。詳

細は、プロモーションのプレビューとテストを参照してください。 

 複数編集操作のために、複数の製品を「検索」パネルからアセット・トレイにドラッグします。

詳細は、アセット・トレイの使用を参照してください。 

 1つ以上のアセットをコレクションに追加します。たとえば、複数の製品を「検索」パネルの

「検索結果」リストから、詳細ペインで現在表示されているカテゴリの「固定子製品」コレクショ

ンにドラッグすることで、これらの製品をカテゴリに追加します。詳細は、コレクション・エディ

タでの作業を参照してください。 

 複数の製品をアセット・トレイからドラッグして別のカテゴリにリンクします。詳細は、アセット・ト

レイの使用を参照してください。 

 選択した 1つ以上のアセットをリスト内の新しい位置にドラッグして、コレクションのアセットの

順序を変更します。 

 詳細ペインで現在表示されている製品を「参照」パネルの別のカテゴリにドラッグすることで、

製品をそのカテゴリに移動します。 

 イメージ・ファイルを「参照」パネルのメディア・フォルダから、詳細ペインにある製品の「サム

ネイル・イメージ」プロパティにドラッグすることで、製品のサムネイル・イメージを置き換えま

す。 

 1 つのカタログの複数のカテゴリを分割画面ビューでドラッグして、別のサイトにリンクします。 

 単一参照プロパティ・エディタでアセットを追加または置き換えます。たとえば、「参照」パネ

ルのメディア・フォルダからカテゴリ・テンプレートを、詳細ペインで現在表示されているカテ

ゴリのテンプレート・プロパティ・エディタにドラッグします。 

ナビゲーション・ペインからアセットをドラッグ・アンド・ドロップするには 

1. （オプション）Merchandisingウィンドウの左下にある分割ボタンをクリックして、Merchandising

の 2番目のビューを表示します。 

 

2. 作業を行うアセットを検索または参照します。ナビゲーション・ペインの使用を参照してくださ

い。 

3. ドラッグするアセットを選択します。 

デフォルトでは、アセットはドラッグすると移動します。移動ではなくリンクするには、アセット

を選択して、[Ctrl]キーを押します。 

注意: プロモーション、クーポンおよびメディア・アセットはリンクできません。 

4. アセットを新しい場所にドラッグし、マウス・ボタンを放してドロップします。 

ドロップする潜在的な場所にマウスを重ねると、その場所はハイライトされ、ドラッグ・ポインタ

に緑色のプラス記号が表示されます。 
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5. ドラッグ操作を途中で止める場合は、[Esc]キーを押すか、カーソルがドロップする場所から

外れているときにマウスを放します。 
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5 ビジュアル・マーチャンダイジングでの

作業 

ビジュアル・マーチャンダイジングを使用すると、編成および編集するアセットをプレビュー・セッションから

直接選択できます。Merchandisingで行う変更と同様に、ビジュアル・マーチャンダイジングで行うすべての

変更はプロジェクトの一部となるため、公開されるまで他のユーザーは変更を表示できません。 

ビジュアル・マーチャンダイジングの基本 
次に、ビジュアル・マーチャンダイジングで作業する場合に理解しておく必要のある重要な用語をいくつか

示します。 

 レイアウト・ビューは、プレビューとビジュアル・マーチャンダイジングの両方が環境内で構成

されている場合に使用できる編集可能なプレビュー・セッションです。詳細は、UIの概要を

参照してください。 

 ライト・テーブルは、カテゴリの固定子製品リストを順序変更するために使用するビジュアル

なコレクション・エディタです。詳細は、ライト・テーブルでのコレクションの編成を参照してく

ださい。 

 プレビュー・ツールバーは、レイアウト・ビュー・ウィンドウ上部に表示され、ボタンがあります。 

開始前に 

ビジュアル・マーチャンダイジングでは、ビジュアルで直感的な方法を使用して、アセットを編成したり、編集

用にアセットを選択したりできます。ライト・テーブルおよびレイアウト・ビューの表示と動作は従来の

Merchandisingユーザー・インタフェースと異なりますが、基盤となる機能は同じです。たとえば、ライト・テー

ブルまたは製品の詳細ペインのコレクション・エディタでのコレクションの順序変更では、同じ結果が生成さ

れます。 

この章では、ビジュアル・マーチャンダイジングの使用方法について説明しますが、プロジェクトやプレ

ビューなどへのアクセスに役立つその他のMerchandising機能については説明しません。Merchandising

の概念と機能については、このガイドの該当する項を参照してください。 

UIの概要 
この項では、Merchandisingレイアウト・ビューの主要な要素の概要について説明します。レイアウト・ビュー

は、プレビューとビジュアル・マーチャンダイジングの両方が環境内で構成されている場合に使用できる、編

集可能なプレビュー・セッションです。プレビュー・セッションと同様に、レイアウト・ビューではアセットをプレ
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ビューして、実際に稼働中のWebサイトで変更がどのように反映されるかを確認できます。レイアウト・

ビューは対話型であり、編集、編成およびプロジェクトに追加するアセットを選択でき、変更は自動的に表

示されます。 

Merchandisingページ上部の「レイアウト」ボタンをクリックして、レイアウト・ビューを表示します。 

 

レイアウト・ビューが表示されると、「レイアウト」ボタンは「データ」ボタンに置き換えられます。レイアウト・

ビューをクローズしてMerchandisingに戻るには、「データ」ボタンをクリックします。 

 

レイアウト・ビューでのアセットの選択 

レイアウト・ビューでカテゴリ、製品、SKU、プロモーション、記事、メディア・コンテンツ・アセットまたはストア・

テキストを右クリックすると、次のオプションを含むポップアップ・メニューが表示されます。 

 「編集」では、選択したアセットの詳細ペインが表示され、Merchandisingで通常行うのと同

様にアセットを編集できます。詳細は、アセットの編集を参照してください。 

アクセス権限によって表示が可能でも、選択したアセットの編集が許可されない場合、メ

ニューに「編集」ではなく、「表示」が表示されます。「表示」は、選択したアセットの詳細ペイ

ンを読取り専用モードで表示します。 

 ライト・テーブルでは、ライト・テーブルが起動され、カテゴリの製品を編成できます。ライト・

テーブルでのコレクションの編成を参照してください。 

 「プロジェクトに追加」では、選択したアセットが現在のプロジェクトに追加されます。詳細は、

プロジェクトへのアセットの追加を参照してください。 

 「アセット・トレイに追加」では、選択したアセットがアセット・トレイに追加されます。詳細は、

アセット・トレイの使用を参照してください。 

レイアウト・ビューで他のものを右クリックすると、ブラウザの右クリック・メニューが表示されます。これは、

Merchandisingでは制御されません。たとえば、次の図では、レイアウト・ビューで CRS Homeのロゴを右ク

リックしたときにブラウザ・メニューが表示されています。 
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カテゴリ、製品、SKU、プロモーション、記事、メディア・コンテンツ・アセットまたはストア・テキストを右クリック

すると、選択したアセットの名前とタイプが画面の左下に表示されます。このプロンプトは、選択したアセット

が予期したものであることを確認するのに役立ちます。たとえば、次の図では、プロンプトは製品「タンブラ」

がレイアウト・ビューで選択されていることを示しています。 
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レイアウト・ビューでのアセットのハイライト 

レイアウト・ビューでは、ビジュアル・マーチャンダイジング機能での作業で選択できるアセットを表示するハ

イライトをオンにすることができます。たとえば、CRSストアメニュー・バーの次の図では、ギフト・ショップ、女

性、男性、靴、およびホーム・アクセントが CRSストアカタログのカテゴリに相当するため、すべてハイライトさ

れています。新規品目は、様々なカテゴリの製品を表示するページへのリンクであるため、ハイライトされて

いません。 

 

レイアウト・ビューのプレビュー・ツールバーの左側にあるアイコンをクリックして、アセットのハイライトを表示

します。ボタンをもう一度クリックしてハイライトを非表示にします。 

 

アセットの編集 
レイアウト・ビューでは、カテゴリ、製品、SKU、プロモーション、記事、メディア・コンテンツ・アセットまたはスト

ア・テキストなどのアセットを選択し、Merchandisingで通常行うのと同様に編集できます。選択したアセットを

現在のプロジェクトまたはアセット・トレイに追加することもできます。編集するアセットの選択の詳細は、UI

の概要を参照してください。 

プロジェクトへのアセットの追加 

アセットをレイアウト・ビューの現在のプロジェクトに追加できます。プロジェクトのアセットの詳細は、プロジェ

クトの基本を参照してください。 

カテゴリ、製品、SKU、プロモーション、コンテンツ・アセットまたはストア・テキストを現在のプロジェクトに追

加するには、次の手順を完了します。 

1. 「レイアウト」ボタンをクリックします。 

2. アセットを右クリックし、ポップアップ・メニューから「プロジェクトに追加」を選択します。 

アセットの編集 

カテゴリ、製品、SKU、プロモーション、記事、メディア・コンテンツ・アセットまたはストア・テキストをレイアウ

ト・ビューで選択し、Merchandisingで通常行うのと同様に編集できます。変更を保存すると、変更はレイアウ

ト・ビューに自動的に表示されます。アセットの編集の詳細は、アセットの作成と管理を参照してください。 

アセットを編集するには、次の手順を完了します。 

1. 「レイアウト」ボタンをクリックします。 
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2. アセットを右クリックし、ポップアップ・メニューから「編集」を選択します。 

選択したアセットの詳細ペインが別のウィンドウに表示されます。 

注意: アクセス権限によって表示が可能でも、選択したアセットの編集が許可されない場合、

メニューに「編集」ではなく、「表示」が表示されます。ポップアップ・メニューから「表示」を選

択して、選択したアセットの詳細ペインの読取り専用バージョンを別のウィンドウに表示しま

す。 

3. 変更を行い、確認して保存します。詳細は、アセットの作成と管理を参照してください。 

レイアウト・ビューは、変更が表示されるように自動的に更新されます。 

ライト・テーブルでのコレクションの編成 
ライト・テーブルは、カテゴリの固定子製品コレクションを編成するために使用する一種のプロパティ・エディ

タです。芸術家やカメラマンは、ライト・テーブルを使用して、写真ネガやアートワークのようなメディアに光を

当てて編成し、公開に備えます。同様に、Merchandisingでライト・テーブルを使用し、製品イメージを使用

してカテゴリの製品を編成します。 

次の図では、ガラス製品というカテゴリの固定子製品コレクションがライト・テーブルに表示されています。 

 

各タイルは、コレクション内の 1つの製品を表します。マウス・ポインタをタイル上に移動すると、製品の順序

変更または削除に使用するコントロールが表示されます。 
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ライト・テーブルを使用して、カテゴリの固定子製品コレクションを順序変更したり、そこから製品を削除した

りできます。その他のタイプのコレクションで作業するか、固定子製品コレクションに対してその他のタスクを

実行するには、Merchandisingの詳細ペインでアセットを編集します。詳細は、コレクション・エディタでの作

業を参照してください。 

ライト・テーブルの表示 

カテゴリの製品をライト・テーブルで表示するには、次の手順を完了します。 

1. 「レイアウト」ボタンをクリックします。 

2. アセットを右クリックし、ポップアップ・メニューからライト・テーブルを選択します。 

 カテゴリをクリックした場合、そのカテゴリの固定子製品がライト・テーブルに表示さ

れます。 

 製品をクリックした場合、その製品の親カテゴリの固定子製品がライト・テーブルに

表示されます。製品に複数の親カテゴリがある場合は、表示するカテゴリを選択し、

表示されるダイアログで「選択」をクリックします。 
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トラブルシューティング 

アセットをクリックしてもライト・テーブルが表示されないときは、次のヒントが役立つ場合があります。 

 アセットを右クリックしたときにライト・テーブル・オプションが表示されるが使用不可になって

いる場合は、アセットを表示または変更できるようにアクセス権限が設定されていない可能

性があります。管理者に問い合せてください。 

 アセットを右クリックしたときにブラウザの右クリック・メニューが表示される場合は、ポインタが

アセットの真上にあることを確認し、再度クリックしてみます。この動作が続く場合は、管理者

に問い合せてください。 

ライト・テーブルのカスタマイズ 

サイズや表示される列数を変更することによって、ライト・テーブルの表示をカスタマイズできます。これらの

変更は（再度変更しないかぎり）Oracle Commerce Platformセッション中は有効ですが、ログアウトするとき

に保存されません。 

ライト・テーブルをカスタマイズするには、次の手順を完了します。 

1. ライト・テーブルを表示します。詳細は、ライト・テーブルの表示を参照してください。 

2. サイズを変更するには、右下隅をクリックしてドラッグします。 

 

管理者は、ライト・テーブルの最小サイズを設定できます。ライト・テーブルを指定された最

小サイズよりも小さくすることはできません。 

3. 列数を変更するには、「列」コントロールの上下の矢印をクリックします。この選択に基づいて

ライト・テーブルは自動的に更新されます。 

 

管理者は、ライト・テーブルに表示される列の最小数および最大数を設定できます。指定さ

れた最小数または最大数よりも少ないまたは多い列を選択することはできません。 

4. 保存するアセット変更も行った場合は、「保存」をクリックします。「取消」をクリックしてライト・

テーブルをクローズし、新しいサイズと列数のみを保存することもできます。 
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親カテゴリからの製品の削除 

製品をコレクションから削除してもシステムからは削除されませんが、製品は自動的にプロジェクトに追加さ

れます。 

製品をカテゴリから削除するには、次の手順を完了します。 

1. ライト・テーブルを表示します。詳細は、ライト・テーブルの表示を参照してください。 

2. 製品のタイルの右上にある Xアイコンをクリックします。 

Xアイコンが使用不可にされている場合、読取り専用でアセットにアクセスできる可能性が

あります。管理者に問い合せてください。 

 

3. 「保存」をクリックします。 

コレクションの順序変更 

カテゴリの固定子製品コレクションの各製品には、コレクション内で特定の位置があります。多くのWebサイ

トのページ・コーディング（Commerce参照ストア・アプリケーションなど）では、この位置を使用して、製品が

カテゴリ・ページに表示される順序を制御します。 

注意: ライト・テーブルのコレクションの順序を変更できない場合、読取り専用でアセットにアクセスできる可

能性があります。管理者に問い合せてください。 

カテゴリの固定子製品コレクションを順序変更するには、次の手順を完了します。 

1. カテゴリの製品をライト・テーブルで表示します。詳細は、ライト・テーブルの表示を参照して

ください。 

2. 製品をコレクションの新しい位置に移動するには、製品のタイルの左上にある番号を変更し

て、「順序変更」をクリックします。 

1からコレクションの製品数までの番号を入力します。入力した番号が製品数よりも大きい場

合、製品はリストの最後に移動されます。 

3. 製品をコレクションの最上部に移動するには、製品のタイルの左上にある矢印アイコンをク

リックします。 

4. 「保存」をクリックします。 

1つ以上の製品をライト・テーブルの新しい位置にドラッグすることもできます。 

1. カテゴリの製品をライト・テーブルで表示します。詳細は、ライト・テーブルの表示を参照して

ください。 

2. 1つ以上の製品をライト・テーブルで選択します。複数の製品を選択する場合、製品は連続

している必要はありません。 
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3. アセットをコレクションの新しい位置にドラッグしてドロップします。ドロップする潜在的な場所

にマウスを重ねると垂直の線が表示されます。 

順序変更されたコレクションを反映するように順序番号が自動的に変更されます。 

4. 「保存」をクリックします。 

プロモーションのプレビューとテスト 
レイアウト・ビューでは、プレビュー・ユーザーが品目のショッピングを行うときにプロモーションがどのように

動作するかを確認できます。プロモーションをレイアウト・ビューから直接編集することもできます。 

注意: この項では、ビジュアル・マーチャンダイジングでプロモーションを操作する方法について説明します

が、スタック・ルールや条件およびオファーなどのプロモーション機能については説明しません。プロモー

ションの概念と機能については、プロモーションおよびクーポンの作成と管理を参照してください。 

レイアウト・ビューでプロモーションをプレビューおよび編集（オプション）するには、次の手順に従います。 

1. 「レイアウト」ボタンをクリックします。 

2. （オプション）プレビュー・ユーザーおよびプレビュー日を設定します。詳細は、プレビュー・

セッションのオプションの変更を参照してください。 

3. テストの対象とするプロモーションがトリガーされると予期される品目のショッピングを行いま

す。 

プロモーションのオーダーに適格な品目をショッピング・カートに追加すると、プレビュー・

ツールバーの上にメッセージが表示されます。また、ツールバーのプロモーション・ボタンも

更新され、適用されるプロモーションの数およびショッピング・カート内の品目の数と金額が

示されます。 

 

ショッピング・カートを空にするには、プロモーション・ボタンの xをクリックします。 

 

4. プレビュー・ツールバーのプロモーション・ボタンをクリックして、「プロモーションの視認性」

ウィンドウを表示します。 

ウィンドウは 2つの部分に分かれています。プロモーションのリストが左側にあり、それらのリ

ストで現在選択されているプロモーションの詳細が右側にあります。 
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「プロモーションの視認性」ウィンドウ上部には、現在のプレビュー・セッションに関する次の

情報が表示されています。これらの項目の詳細は、プレビュー・セッションのオプションの変

更を参照してください。 

 現在のプレビュー・ユーザーの名前 

 将来でプレビューしている場合は、日時 

 複数サイト環境の場合は、現在のサイトの名前 

注意: ショッピング・カートが空の場合は、品目プロモーションはウィンドウに表示されません。

Merchandisingで品目プロモーションが評価されてウィンドウに表示されるには、ショッピン

グ・カート内に少なくとも 1つの品目が入っている必要があります。ショッピング・カートが空

の場合は、ウィンドウにはオーダー・プロモーションが表示されます。 

5. プロモーションの詳細および評価結果を確認し、オーダーに適用された、または適用されな

かった理由を判別します。詳細は、プロモーションの確認を参照してください。 

プロモーションの確認 

「プロモーションの視認性」ウィンドウの左側のペインには、使用可能でアクティブな（失効していない）プロ

モーションが表示され、3つのセクションに分かれています。 
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 適用完了: これらは、現在のショッピング・カートに適用されているプロモーションです。条件

およびオファーの評価は合格しており、複数サイト環境では、プロモーションは顧客が現在

参照しているサイトでも有効です。 

 未適用: これらは、現在のショッピング・カートに適用されなかったプロモーションです。ス

タック・ルールまたは条件およびオファーの評価は合格しておらず、複数サイト環境では、プ

ロモーションは顧客が現在参照しているサイトで有効です。 

 不適格: （複数サイトのみ）これらは、現在のカートに適用されなかったプロモーションです。

プロモーションが失効している可能性があるか、または、複数サイト環境の場合に、顧客が

現在参照しているサイトでプロモーションが有効ではありません。管理者によるビジュアル・

マーチャンダイジングの構成によっては、「不適格」リストは表示されない場合があります。 

「適用完了」、「未適用」または「不適格」セクションのプロモーションのリストを表示するには、セクション名の

横にある矢印をクリックします。 

左側のペインでプロモーションをクリックして、そのプロモーションの詳細を右側のペインに表示します。プロ

モーション情報は 2つのタブに分かれています。 

 「評価」タブには、選択したプロモーションのスタック・ルールおよび条件およびオファーの文

の評価結果が表示されます。 

 「詳細」タブには、選択したプロモーションに関する情報が表示されます。 

「プロモーションの視認性」ウィンドウでは、情報を直接変更することはできませんが、リンク（たとえば、「詳細」

タブのスタック・ルール、プロモーション・アップセルや、「評価」タブの SKUなど）または「編集」ボタンをク

リックして、プロモーションを変更して保存できる編集ウィンドウを起動できます。詳細は、プロモーションの

編集を参照してください。 

「プロモーションの視認性」ウィンドウでは、プロモーションに関する次の情報を表示できます。これらの項目

の詳細は、プロモーションの作成を参照してください。 

「評価」タブ 

次の表に、「プロモーションの視認性」ウィンドウの「評価」タブの UIコンポーネントを示します。 

 

項目 説明 

1オーダー当たりの 

最大割引 

定期割引（「次の対象で適用」プロモーションなど）を適用するプロモーション

の場合、「評価」タブは、「評価制限」プロパティで割引の数が制限された場合

にメッセージを表示します。 

スタック・ルール スタック・ルールは、すべてのプロモーションで最初に評価されます。 

スタック・ルールが合格した場合、プロモーション評価は続行され、「評価」タ

ブの「スタック・ルール」セクションに確認メッセージが表示されます。 

スタック・ルールが合格しなかった場合、プロモーション評価は停止され、「評

価」タブの「スタック・ルール」セクションに問題の説明が表示されます。たとえ

ば、同じタイプの別のプロモーションがすでに適用されていることが、メッセー

ジによって示される場合があります。 

スタック・ルールの詳細は、スタック・ルールによるプロモーションの管理を参

照してください。 
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項目 説明 

プレリミナリ スタック・ルール評価に合格した品目割引プロモーションについて、プロモー

ションのターゲットおよびクオリファイアとして有効な品目がショッピング・カート

に入っていることがチェックされます。（オーダー割引および出荷プロモーショ

ンではこの手順はスキップされ、条件/オファー評価に直接進みます。） 

有効なターゲットまたはクオリファイアがショッピング・カートに入っている場

合、評価は続行され、「評価」タブの「プレリミナリ」セクションに確認メッセージ

が表示されます。 

有効なターゲットまたはクオリファイアがショッピング・カートに入っていない場

合、評価は停止され、「評価」タブの「プレリミナリ」セクションに問題の説明が

表示されます。 

品目割引の詳細は、プロモーションの仕組みを参照してください。 

条件/オファー 「スタック・ルール」評価、および品目割引プロモーションの場合は「プレリミナ

リ」評価に合格した、すべてのプロモーションの条件およびオファーの文が

Merchandisingによって評価されます。 

条件/オファー評価では、プロモーションの条件が満たされているかどうかが

判別されます。「評価」タブのこのセクションに表示される情報の詳細は、条件

/オファー評価を参照してください。 

 

条件/オファー評価 

「評価」タブの条件/オファー・セクションでは、プロモーションの条件が満たされているかどうかが示され、

ショッピング・カート内の品目が条件およびオファーとどのように関係しているかに関する情報が表示されま

す。「スタック・ルール」評価、および品目割引プロモーションの場合は「プレリミナリ」評価に合格した、すべ

てのプロモーションについて、条件およびオファーの文が評価されます。 

プロモーション・タイプ、テンプレート、および条件の構造に応じて、条件/オファー・セクションには、ショッピ

ング・カート内の品目に関して、次のタイプの詳細情報が表示されます。 

「拡張」タブで、品目へのプロモーションの適用方法を制限するフィルタを構成できます。任意のプロモー

ション・タイプに適用できるフィルタと、品目タイプのプロモーションにのみ適用されるフィルタがあります。 

特定のショッピング・カートがプロモーションに適格であるかどうかを判別するときに、品目が考慮されるかど

うかが、拡張フィルタによって変更されます。フィルタ設定は、Commerceアプリケーションの一部として変更

できます（詳細は、ATG Web Commerce Programming Guideのクオリファイア・クラスを参照）。

Merchandisingによって Commerceアプリケーションの該当する設定が読み取られ、デフォルトとして使用さ

れます。個別のプロモーションについて、これらの設定を上書きできます。 

 除外品目: 拡張フィルタによってプロモーションから除外されたショッピング・カート内の品目

に関する情報を表示します。フィルタによって、品目へのプロモーションの適用方法が制限

されます。たとえば、すでに特売になっている品目は、プロモーションによりさらに割引が制

限される場合があります。除外品目は、条件とオファーの両方について表示できます。 

リスト内の各品目について表示される情報は、製品の表示名、除外された品目数、品目が

除外された理由およびショッピング・カート内の該当する各 SKUの IDです。SKU IDをク

リックして、表示されるウィンドウで SKUプロパティを表示または編集します。 

 拡張フィルタの詳細は、拡張フィルタを参照してください。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPlatformProgGuide/html/index.html
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 適格品目: プロモーションに適格である、ショッピング・カート内の品目に関する情報を表示

します。適格品目は、条件についてのみ表示されます。 

リスト内の各品目について表示される情報は、製品の表示名、適格となっているこの品目の

数、ショッピング・カートに追加された場合にクオリファイアとして使用可能なこの品目の残り

の数およびショッピング・カート内の SKUの IDです。SKU IDをクリックして、表示されるウィ

ンドウで SKUプロパティを表示または編集します。 

条件およびオファーの文での適格品目の詳細は、条件およびオファーのテンプレートを参

照してください。 

 ターゲット品目: プロモーションによって割引または贈呈される品目に関する情報を表示しま

す。ターゲット品目は、オファーについてのみ表示されます。 

 リスト内の各品目について表示される情報は、製品の表示名、プロモーションのターゲットと

なることが可能なこの品目の数、ショッピング・カートに追加された場合にターゲットとなること

が可能なこの品目の残りの数およびショッピング・カート内の SKUの IDです。SKU IDをク

リックして、表示されるウィンドウで SKUプロパティを表示または編集します。 

条件およびオファーの文でのターゲット品目の詳細は、条件およびオファーのテンプレート

を参照してください。 

注意: 詳細情報は品目についてのみ表示され、プロモーションのその他の側面については表示されません。

たとえば、アクセサリが$100含まれている、最新ファッションに敏感なユーザー・セグメントの顧客によるすべ

てのオーダーに、15%の割引を適用するプロモーションをテストしているとします。「評価」タブには、ショッピ

ング・カート内の品目および品目がプロモーションにどのように影響するかに関する情報が表示されます。

最新ファッションに敏感なセグメントの顧客のみが、プロモーションの適格対象であることを決定するシナリ

オに関する情報は表示されません。 

条件の構造によっては、Merchandising で条件/オファー評価を複数回実行する必要がある場合があります。

これらのプロモーションの場合、「評価」タブでは、それぞれの繰返しの結果が別々の条件/オファー・セク

ションに表示されます。たとえば、「バス・タオルを 2枚買うとハンド・タオル 1枚は 50%オフ」というプロモー

ションをテストしており、ショッピング・カートにバス・タオルが 4枚、ハンド・タオルが 4枚、バス・マットが 1枚

入っているとします。条件が満たされ、有効なターゲットが見つかる繰返しごとに 1回、つまり 2回の割引が

適用されます。各条件/オファー評価において、条件品目またはオファー品目とする対象から、品目が除外

されます。 

条件およびオファーの文が合格しなかった場合、プロモーション評価は停止され、「評価」タブの条件/オ

ファー・セクションにメッセージ「未適用」が表示されます。 

「詳細」タブ 

次の表に、「プロモーションの視認性」ウィンドウの「詳細」タブの UIコンポーネントを示します。 

 

項目 説明 

テンプレート テンプレートによって、プロモーションの開始ポイントが提供され、適用さ

れる条件およびオファーのオプションが決まります。 

摘要 プロモーションの概略です。 
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項目 説明 

優先度 プロモーションの優先度です。プロモーションは優先度の順序で適用さ

れ、優先度の数値が小さいものから適用されます。プロモーションはこの

プロパティの値でソートされます。 

プロモーションの優先度はプロモーション・タイプの次に考慮されます。た

とえば、他の品目割引プロモーションと比べて特定の品目割引プロモー

ションがどのように適用されるかは指定できますが、出荷割引と比べて品

目割引が適用される順序は指定できません。 

使用期間 プロモーションの使用期間を開始日と終了日で定義することも、顧客がプ

ロモーションを受信した時点から始まる期間として定義することもできま

す。使用期間のないプロモーションは、使用不可になるまで有効です。 

1オーダー当たりの

最大数 

「次の対象で適用」プロモーションに指定された 1オーダー当たりの最大

数の値。この値は、割引を適用できる最大回数を指定します。 

プロモーション・ 

アップセル 

プロモーション・アップセルが使用可能な場合、このプロモーションで使用

可能なアップセルのリストです。 

アップセルをクリックして新しいウィンドウを起動し、Merchandisingで通常

行うのと同様に編集できます。 

クーポン このプロモーションに関連付けられているクーポンです。 

クーポンをクリックして新しいウィンドウを起動し、Merchandisingで通常行

うのと同様に編集できます。 

プロモーション 

可用性 

すべての顧客がプロモーションを使用できるのか、クーポンまたはシナリ

オのみと使用できるのか、または登録された顧客が使用できるのかを指定

します。 

スタック・ルール このプロモーションに関連付けられているスタック・ルールです。スタック・

ルールによって、一緒に使用できるプロモーションを制御できます。 

スタック・ルールをクリックして新しいウィンドウを起動し、Merchandisingで

通常行うのと同様に編集できます。 

1スタック・ルール 

当たりの最大プロ

モーション数 

このスタック・ルールを使用して組み合せることができる最大プロモーショ

ン数です。 

スタック・ルールの 

組合せ 

現在のルールと一緒に使用できる追加のスタック・ルールです。 

除外するプロモー

ション 

このプロモーションと一緒には使用できないプロモーションです。 

 

プロモーションの編集 

「プロモーションの視認性」ウィンドウでプロモーションを選択し、Merchandisingで通常行うのと同様に編集

できます。変更を保存すると、変更はレイアウト・ビューに自動的に表示され、プロモーションはプロジェクト
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に追加されます。プロモーションの編集の詳細は、プロモーションおよびクーポンの作成と管理を参照してく

ださい。 

「プロモーションの視認性」ウィンドウからプロモーションを編集するには、次の手順を完了します。 

1. ウィンドウの左側でプロモーションをクリックします。 

2. 「編集」ボタンをクリックします。 

選択したプロモーションの詳細ペインが別のウィンドウに表示されます。 

3. 変更を行い、確認して保存します。詳細は、プロモーションおよびクーポンの作成と管理を

参照してください。 

「プロモーションの視認性」ウィンドウは、変更が表示されるように自動的に更新されます。 

アセット・トレイへのプロモーションの追加 

「プロモーションの視認性」ウィンドウの「適用完了」、「未適用」および「不適格」リストからドラッグすることに

よって、プロモーションをアセット・トレイに追加できます。アセット・トレイの詳細は、アセット・トレイの使用を

参照してください。アセットのドラッグ・アンド・ドロップの詳細は、Merchandisingでのドラッグ・アンド・ドロップ

の使用を参照してください。 
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6 カタログ・フォルダの作成と管理 

カタログ・フォルダを使用して、カタログを編成できます。カタログ・フォルダは、Merchandisingおよび他の

Oracle Commerce Platform管理者ユーザー・インタフェースのみで使用できます。Webサイト自体には表示

されません。 

カタログの作成中に、カタログ・フォルダを使用して一時構造を作成することで、カタログ階層に追加しない

けれども、「参照」パネルで表示するアセットを編成できます。 

カタログ・フォルダの作成 
カタログ・フォルダを次の場所で作成できます。 

 複数サイト環境の場合は、サイトのトップレベル 

 別のカタログ・フォルダ内 

新しいカタログ・フォルダを作成するには 

1. 「参照」パネルで、サイトまたは他のカタログ・フォルダのトップレベルにナビゲートします。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「カタログ・フォルダ」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドのみが必須です。 

4. 「作成」をクリックします。 

「検索」パネルからフォルダを作成し、フォルダの詳細ペインの「一般」タブにある「親フォル

ダ」プロパティを指定しない場合、新しいフォルダはトップレベルに作成されます。 

カタログ・フォルダ・プロパティ 

詳細ペインで、次のカタログ・フォルダ・プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、

Merchandisingにデフォルトで付属しているカタログ・フォルダ・プロパティです。Webサイトに固有の新しい

カタログ・フォルダ・プロパティが管理者によって追加されている場合があります。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

名前 フォルダ名です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 
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プロパティ 説明 

サイト 複数サイト環境の場合、カタログ・フォルダが属するサイトの名前になります。 

このプロパティは読取り専用です。複数サイト環境のアセットを参照してください。 

摘要 フォルダの概略です。 

子フォルダ このフォルダに含まれるフォルダのリストです。 

子カタログ このフォルダに含まれるカタログのリストです。 

親フォルダ このフォルダを含むフォルダです。空の場合、このフォルダはルート・フォルダで

す。 

このプロパティは読取り専用です。このフォルダの親を変更するには、フォルダを

移動、リンク付けまたはリンク解除します。 

 

トップレベルへのカタログ・フォルダの移動 
ネストされたフォルダを階層のルートに移動する最も簡単な方法は、Merchandising画面を分割して、ネスト

されたフォルダをルートにドラッグする方法です。詳細は、Merchandisingでのドラッグ・アンド・ドロップの使

用を参照してください。 

カタログ・フォルダの削除 
ルートでカタログ・フォルダを削除するには、プロジェクトを表示して、そこから削除する必要があります。詳

細は、プロジェクトからのアセットの削除を参照してください。 

別のカタログ・フォルダを含んだカタログ・フォルダを削除する場合、子フォルダがカタログ階層のトップレベ

ルに移動されます。 
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7 カタログの作成と管理 

カタログでは Commerceアセットが階層で編成されており、ユーザーはこの階層に沿ってWebサイト上のア

セットをナビゲートします。カタログは、2 つのタイプのアセット（カテゴリおよび他のカタログ）の親になります。

他のカタログに含まれるカタログは、技術的には普通のカタログであり、その親と同じ使用可能なプロパティ

を持っていますが、サブカタログと呼ばれることがあります。 

既存のカタログをMerchandisingにインポートする方法は、アセットのインポートとエクスポートを参照してく

ださい。 

カタログの作成 
新しいカタログを作成するには 

1. 「参照」パネルで、サイト、カタログ・フォルダまたは他のカタログのトップレベルにナビゲート

します。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。 

注意: 「対象」ドロップダウン・メニューで「カタログ」を選択した場合は、「検索」パネルからカ

タログを作成することもできます。この操作により、「非分類品目」または「サイトにリストされて

いない品目」リストでカタログが作成されます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「カタログ」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドは唯一の必須フィール

ドです。 

4. 「作成」をクリックします。 

カタログ・プロパティ 

詳細ペインで、次のカタログ・プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、

Merchandisingにデフォルトで付属しているカタログ・プロパティです。Webサイトに固有の新しいカタログ・

プロパティが管理者によって追加されている場合があります。 
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「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

名前 他の Oracle Commerce Platformアプリケーションのカタログで使用されている名

前です。 

カタログ名は必須プロパティですが、ここで指定しない場合は自動的に名前が割

り当てられます。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

サイト 複数サイト環境の場合、カタログが属するサイトの名前になります。 

このプロパティは読取り専用です。複数サイト環境のアセットを参照してください。 

ルート・カテゴリ カタログ内のトップレベル・カテゴリのリストです。 

すべてのルート・

カテゴリ 

カタログ内（サブカタログを含む）のすべてのルート・カテゴリのリストです。このプロ

パティは読取り専用です。 

ルートのサブ・ 

カタログ 

ルート・カテゴリがカタログのルート・カテゴリでもあるカタログのリストです（カタログ

の結合で使用）。 

包含カタログ このカタログがサブカタログの場合は、親カタログです。 
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8 カテゴリの作成と管理 

カタログはカテゴリによって階層に編成され、この階層によってWebサイトのナビゲーション・フレームワーク

が提供されます。カテゴリはカタログ、製品または他のカテゴリの親になる場合があります。 

カテゴリは 1つ以上の他のカテゴリの子またはルート・カテゴリのいずれかになることができます。ルート・カ

テゴリは、カタログのナビゲーション構造の開始点です。カタログには複数のルート・カテゴリを含めることが

可能ですが、ナビゲーション・ルートにできるのは 1つのみです。たとえば、カタログには次のルート・カテゴ

リを含めることができます。 

 Commerceルート・カテゴリ: すべてのカタログのカテゴリ、製品および SKUが含まれていま

す。 

 ナビゲート不可のルート・カテゴリ: 購入可能だけれども、ナビゲーションに含まれていない

アセット（ギフト包装など）が含まれています。 

詳細は、カテゴリ・プロパティを参照してください。 

注意: カテゴリは複数のカタログの直下に属することが可能なため、複数サイト環境で、容易に複数のサイト

の一部になります。 

カテゴリの作成 
新しいカテゴリを作成するには 

1. 「参照」パネルで、新しいカテゴリを作成するカタログまたはカテゴリを選択します。詳細は、

ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。 

注意: 「対象」ドロップダウン・メニューで「カテゴリ」を選択した場合は、「検索」パネルからカ

テゴリを作成することもできます。この操作により、「非分類品目」または「サイトにリストされて

いない品目」リストでカテゴリが作成されます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「カテゴリ」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドは唯一の必須フィール

ドです。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

カテゴリ・プロパティ 

詳細ペインで、次のカテゴリ・プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、

Merchandisingにデフォルトで付属しているカテゴリ・プロパティです。Webサイトに固有の新しいカタログ・

プロパティが管理者によって追加されている場合があります。 
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「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

デフォルト表示

名 

サイトのカテゴリに使用される名前です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

サイト 複数サイト環境の場合、カテゴリが属するサイトの名前になります。 

このプロパティは読取り専用です。複数サイト環境のアセットを参照してください。 

開始日 カテゴリが使用可能になる日付です。  

終了日 カテゴリが使用不可になる日付です。 

デフォルト摘要 カテゴリとともに表示する短い摘要テキストです。 

デフォルト詳細

摘要 

カテゴリとともに表示する詳細摘要テキストです。 

テンプレート カテゴリを表示するために使用する JSPテンプレートです。 

テンプレートの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参

照してください。 

 

「カタログ・メディア」タブ 

カテゴリ、製品および SKUにはすべて、テンプレート（「一般」タブ上）、サムネイル・イメージ、小イメージ、

大イメージおよび補助メディアといった同じメディア・プロパティ・セットが備わっています。ご使用のWebサ

イトでは、これらすべてのプロパティを必要としないことがあります。たとえば、ほとんどの商用サイトでは、各

SKUはそのテンプレート・ページに表示されません。より一般的には、製品のテンプレート・ページに、製品

の子 SKUすべてが表示されます。 

ユーザーがカタログをできるだけ柔軟に設定できるように、カテゴリ、製品および SKUにはすべて同じメ

ディア・プロパティ・セットが備わっています。たとえば、特定のメディア項目を SKUではなく、製品と関連付

けたい場合があります。SKUが色などの目に見える特性で区別されていて、親製品に関連付けられた単一

のイメージ・セットではなく、異なるイメージを各 SKUに対して設定したい場合などです。 

メディア・プロパティの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参照してください。 

「製品」タブ 

 

プロパティ 説明 

固定子製品 このカテゴリの明示的に設定された子製品のリストです。 

子製品(グループ) このカテゴリの子製品を含むコンテンツ・グループの名前です。 
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「拡張」タブ 

 

プロパティ 説明 

サブ・カタログ このカテゴリに含まれるカタログのリストです。サブカタログは、ルート・カテゴリがこ

のカテゴリの子カテゴリであるカタログです。 

固定関連 

カテゴリ 

このカテゴリに関連付けられている、明示的に設定されたカテゴリのリストです。  

関連カテゴリ 

(グループ) 

このカテゴリに関連付けられているカテゴリを含んだコンテンツ・グループの名前

です。 

カタログの 

親カテゴリ 

現在のカタログに関わる親カテゴリです。  
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9 製品の作成と管理 

製品は、ボックス型のシーツや一足のローファなど、カタログにおけるナビゲーションの終点です。製品は

SKUの親になることができます。 

製品の作成 
新しい製品を作成するには 

1. 「参照」パネルで、新しい製品を作成するカテゴリを選択します。詳細は、ナビゲーション・ペ

インの使用を参照してください。 

注意: 「対象」ドロップダウン・メニューで「製品」を選択した場合は、「検索」パネルから製品

を作成することもできます。この操作により、「非分類品目」または「サイトにリストされていな

い品目」リストで製品が作成されます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「製品」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドは唯一の必須フィール

ドです。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

製品プロパティ 

詳細ペインで、次の製品プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandising

にデフォルトで付属している製品プロパティです。Webサイトに固有の新しい製品プロパティが管理者に

よって追加されている場合があります。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

デフォルト表示

名 

サイトの製品に使用される名前です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

オンラインのみ ストア内引取で品目を使用できるかどうかを指定します。 

「オンラインのみ」の値が「いいえ」（デフォルト）に設定されている場合、ストア内引

取で品目を使用できます。「オンラインのみ」の値が「はい」に設定されている場

合、ストア内引取で品目を使用できず、オンラインのみで購入できます。 
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プロパティ 説明 

サイト 複数サイト環境の場合、製品が属するサイトの名前になります。 

このプロパティは読取り専用です。複数サイト環境のアセットを参照してください。 

製造業者 製品の製造業者の名前です。 

開始日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、製品

が販売される日付です。 

フィルタリングの詳細は、『ATG Web Commerce Personalization Programming 

Guide』を参照してください。 

終了日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、製品

の販売が終了する日付です。 

フィルタリングの詳細は、『ATG Web Commerce Personalization Programming 

Guide』を参照してください。 

デフォルト摘要 製品とともに表示する短い摘要テキストです。 

デフォルト詳細

摘要 

製品とともに表示する詳細摘要テキストです。 

テンプレート 製品を表示するために使用する JSPテンプレートです。 

テンプレートの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参

照してください。 

 

「SKU」タブ 

 

プロパティ 説明 

SKU この製品の子 SKUのリストです。  

表示可能な

SKU属性 

DisplaySkuPropertiesサーブレット Beanによって表示可能な、製品の SKU

のプロパティのリストです。たとえば、この Beanを使用して、「デフォルト表示名」プ

ロパティと「定価」プロパティを表示できます。 

サーブレット Beanの詳細は、『ATG Web Commerceストア設定ガイド』を参照して

ください。 

 

「分類」タブ 

 

プロパティ 説明 

親カテゴリ この製品を含んだカテゴリです。 

詳細は、親カテゴリでの作業を参照してください。 

 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGCommStoreGuide/ATGCommStoreGuide.pdf
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「カタログ・メディア」タブ 

カテゴリ、製品および SKUにはすべて、テンプレート（「一般」タブ上）、サムネイル・イメージ、小イメージ、

大イメージおよび補助メディアといった同じメディア・プロパティ・セットが備わっています。ご使用のWebサ

イトでは、これらすべてのプロパティを必要としないことがあります。たとえば、ほとんどの商用サイトでは、各

SKUはそのテンプレート・ページに表示されません。より一般的には、製品のテンプレート・ページに、製品

のすべての子 SKUが表示されます。 

ユーザーがカタログをできるだけ柔軟に設定できるように、カテゴリ、製品および SKUにはすべて同じメ

ディア・プロパティ・セットが備わっています。たとえば、特定のメディア項目を SKUではなく、製品と関連付

けたい場合があります。SKUが色などの目に見える特性で区別されていて、親製品に関連付けられた単一

のイメージ・セットではなく、異なるイメージを各 SKUに対して設定したい場合などです。 

メディア・プロパティの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参照してください。 

「価格表」タブ 

「価格表」では、特定の価格セットを特定の顧客グループを対象に設定できます。たとえば、価格表を使用

して企業間価格設定を実装することで、各顧客が契約、RFQおよび事前交渉による価格に基づいて独自

の価格設定を設けることができます。「価格表」タブでの作業の詳細は、この章で後述する製品価格での作

業を参照してください。 

注意: 管理者がMerchandisingを構成した方法によっては、製品の詳細ペインにある「価格表」タブが表示

されない場合があります。 

「提示」タブ 

 

プロパティ 説明 

固定関連製品 この製品に関連付けられている製品の静的なリストです。 

関連製品 

(グループ) 

動的に関連付けられた製品のリストを含むコンテンツ・グループの名前です。 

動的関連製品 「関連製品(グループ)」プロパティによって指定された、コンテンツ・グループの

製品のリストです。 

このプロパティは読取り専用です。 

関連製品 この製品の子である全製品のリストです。 

このプロパティは読取り専用です。 
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「拡張」タブ 

 

プロパティ 説明 

デフォルト・ 

キーワード 

この製品を返す検索語です。 

割引可能 品目がプロモーションで割引を受ける資格があるかどうかを指定します。 

プロモーションの詳細は、プロモーションおよびクーポンの作成と管理を参照して

ください。 

 

「関連コンテンツ」タブ 

 

プロパティ 説明 

関連記事 この製品に関連付けられている記事です。 

詳細は、記事の作成と管理を参照してください。 

関連メディア・ 

コンテンツ 

この製品に関連付けられているメディア・コンテンツの項目です。 

詳細は、メディア・コンテンツの作成と管理を参照してください。 

 

親カテゴリでの作業 
親カテゴリは、階層内の製品の直上にあるカテゴリです。たとえば、アクセサリは、ショルダ・バッグ製品の親

カテゴリになります。リンクされた製品には、複数の親カテゴリがあります。たとえば、ショルダ・バッグ製品を

婦人用ギフト・カテゴリにリンクする場合、その親カテゴリはアクセサリと婦人用ギフトになります。 

「分類」タブの「親カテゴリ」エディタには、製品の親カテゴリが表示され、親カテゴリを追加または削除できます。 
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Merchandisingでは、実行するタスクに応じて「親カテゴリ」エディタの内容が入力されます。 

 「参照」パネルで製品を作成すると、「親カテゴリ」エディタには、製品の作成時に選択された

カテゴリが自動的に入力されます。 

 「検索」パネルで製品を作成するか、製品が親カテゴリの情報なしでインポートされると

（フィードでインポートされる製品など）、「親カテゴリ」エディタには何も入力されません。 

 製品を移動、リンクまたはリンク解除すると、「親カテゴリ」エディタに表示されているカテゴリ

は自動的に更新されて新しい親が反映されます。 

親カテゴリを手動で追加または削除することも可能です。詳細は、コレクション・エディタでの作業を参照し

てください。 

製品価格での作業 
製品の詳細ペインにある「価格表」タブの情報には、管理者によって設定された価格表が反映されています。

ユーザーは価格タイプを変更でき、該当する場合は、製品の価格を指定できます。 

注意: 「価格表」ビューで価格表をより広範に構成する方法は、価格表の作成と管理を参照してください。 

「価格表」エディタには、製品に適用される各価格表が表示されており、各リストの製品の価格タイプを編集

できます。 

製品の価格を変更するには 

1. 製品の詳細ペインの「価格表」タブにナビゲートします。 

2. 「価格表」エディタで、編集する価格表をクリックします。 

3. 「価格タイプ」リストからオプションを選択します。 

 継承: 製品価格は価格表によって指定されます。これはデフォルト値です。 

 上書き: 「製品価格」列で指定した価格により、この製品の継承価格が上書きされ

ます。 

 数量: 「製品価格」列の「セット数量価格設定…」ボタンをクリックして指定した数量

価格設定方式により、この製品のリストの価格が置き換えられます。数量価格設定

の方法は、価格表の作成と管理を参照してください。 

4. 詳細ペイン下部の「保存」ボタンをクリックします。 
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10 SKUの作成と管理 

SKU（最小在庫管理単位）は、サイト上の購入可能な製品のインスタンスを表します。顧客は実際に製品を

購入するのではなく、SKUを購入します。製品は自身に関連付けられた、種類、サイズおよび色を表す

様々な SKUを複数持つことができます。たとえば、2つの色と 5つのサイズで販売されているフード付きサ

ンドレス製品の場合、10の関連 SKU（サイズ/色の組合せごとに 1つずつ）があります。SKUには子アセット

はありません。 

通常、SKUは"Mサイズの青いシャツ"など、1つの項目を表します。構成可能な SKUは、単一の品目とし

て販売されるけれども、コンピュータ・システムや自転車など、可変コンポーネントがあるものを表します。 

SKUの作成 
新しい SKUまたは構成可能な SKUを作成するには 

1. 「参照」パネルで、新しい SKUと関連付ける製品を選択します。詳細は、ナビゲーション・ペ

インの使用を参照してください。 

注意: 「対象」ドロップダウン・メニューで「SKU」を選択した場合は、「検索」パネルから SKU

を作成することもできます。この操作により、「非分類品目」または「サイトにリストされていな

い品目」リストで SKUが作成されます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「SKU」または「構成可能な SKU」を選択します。

Merchandisingインストールの構成方法に応じて、SKUの追加のタイプを使用できます。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドは唯一の必須フィール

ドです。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

SKUプロパティ 

SKUプロパティは、製品やカテゴリ・プロパティと同様に、表示目的のために使用されます。また、価格設定

や履行など、他の Oracle Commerce Core Commerceシステムと統合するために使用されます。 

詳細ペインで、次の SKUプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandising

にデフォルトで付属している SKUプロパティです。Webサイトに固有の新しい SKUプロパティが管理者に

よって追加されている場合があります。 
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「一般」タブ 

 

プロパティ 説明  

デフォルト表示

名 

サイトの SKUに使用される名前です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

オンラインのみ ストア内引取で品目を使用できるかどうかを指定します。 

「オンラインのみ」の値が「いいえ」（デフォルト）に設定されている場合、ストア内引

取で品目を使用できます。「オンラインのみ」の値が「はい」に設定されている場

合、ストア内引取で品目を使用できず、オンラインのみで購入できます。 

サイト 複数サイト環境の場合、SKUが属するサイトの名前になります。 

このプロパティは読取り専用です。複数サイト環境のアセットを参照してください。 

開始日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、SKU

が使用可能になる日付です。 

フィルタリングの詳細は、『ATG Web Commerce Personalization Programming 

Guide』を参照してください。 

終了日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、SKU

が使用不可になる日付です。 

フィルタリングの詳細は、『ATG Web Commerce Personalization Programming 

Guide』を参照してください。 

デフォルト摘要 SKUとともに表示する短い摘要テキストです。 

テンプレート SKUを表示するために使用する JSPテンプレートです。 

テンプレートの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参

照してください。 

親製品 この SKUを含む製品です。 

このプロパティは読取り専用です。この SKUの親を変更する場合は、製品の作成

と管理を参照してください。 

 

「カタログ・メディア」タブ 

カテゴリ、製品および SKUにはすべて、テンプレート（「一般」タブ上）、サムネイル・イメージ、小イメージ、

大イメージおよび補助メディアといった同じメディア・プロパティ・セットが備わっています。ご使用のWebサ

イトでは、これらすべてのプロパティを必要としないことがあります。たとえば、ほとんどの商用サイトでは、各

SKUはそのテンプレート・ページに表示されません。より一般的には、製品のテンプレート・ページに、製品

の子 SKUすべてが表示されます。 

ユーザーがカタログをできるだけ柔軟に設定できるように、カテゴリ、製品および SKUにはすべて同じメ

ディア・プロパティ・セットが備わっています。たとえば、特定のメディア項目を SKUではなく、製品と関連付

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
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けたい場合があります。SKUが色などの目に見える特性で区別されていて、親製品に関連付けられた単一

のイメージ・セットではなく、異なるイメージを各 SKUに対して設定したい場合などです。 

メディア・プロパティの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参照してください。 

「SKU価格設定」タブ 

SKU価格設定は、製品または SKUカタログ・ページを使用して SKUに定価および任意の販売価格を割り

当てるシンプルな価格設定方法です。SKU価格は価格表から独立しています。管理者がMerchandisingを

構成した方法によっては、SKUの詳細ペインにある「SKU価格設定」タブが表示されない場合があります。た

とえば、カタログで価格表が使用されている場合、「SKU価格設定」タブが表示されない可能性があります。 

 

プロパティ 説明  

定価 割引またはプロモーション前の SKUのデフォルトの価格です。 

販売中 品目が販売中かどうかを示すブール（はい/いいえ）プロパティです。 

販売価格 「販売中」プロパティが「はい」に設定されている場合は、SKUの価格です。 

卸売価格 SKUの卸売価格です。 

 

「価格表」タブ 

「価格表」では、特定の価格セットを特定の顧客グループを対象に設定できます。たとえば、価格表を使用

して企業間価格設定を実装することで、各顧客が契約、RFQおよび事前交渉による価格に基づいて独自

の価格設定を設けることができます。「価格表」タブでの作業の詳細は、この章で後述する SKU価格での

作業を参照してください。 

注意: 管理者がMerchandisingを構成した方法によっては、SKUの詳細ペインにある「価格表」タブが表示

されない場合があります。 

「拡張」タブ 

 

プロパティ 説明  

バンドル・リンク SKUバンドルを構成する SKU リンクのリストです。このプロパティ・エディタが空の

場合、SKUはバンドルではありません。 

導出された 

カタログ 

エンド・ユーザーにこの SKUを表示する権限があるかどうかを判別するために使

用されます。 

このプロパティは読取り専用です。 

動的属性 定義する各属性の鍵/値ペアとして指定された、SKUのその他の構成可能な属性

です。たとえば、鍵/値ペアを色/赤やサイズ/小として指定できます。 

割引可能 品目がプロモーションで割引を受ける資格があるかどうかを指定します。 

プロモーションの詳細は、プロモーションおよびクーポンの作成と管理を参照して

ください。 
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プロパティ 説明  

履行者 品目を出荷する履行者です。 

代替製品 品目の在庫がない場合に、代替製品として提示する製品です。  

 

SKUバンドルの作成 
SKUバンドルは、複数の個別の SKUで構成された SKUです。バンドルの場合、品目グループを単一品

目として購入することが可能ですが、受注処理では複数の品目として処理されます。バンドルは、バンドル

のコンポーネント SKUが常に同じである点において、構成可能な SKUと異なります。たとえば、SKUバン

ドルは、6本の HB鉛筆と 1つの筆箱で構成できます。 

SKUバンドルは 3つの部分からなるプロセスで作成します。 

1. SKUバンドルが構成されている個々の SKUを作成します。 

2. 「SKU」から SKU リンクを作成します。SKU リンクは、個々の SKUと数量で構成されます。 

3. 「バンドル・リンク」プロパティが、1つ以上の SKU リンクで構成される SKUを作成します。 

たとえば、6本の HB鉛筆と 1つの筆箱で構成される SKUバンドルを作成するとします。 

1. HB鉛筆を表す SKUを作成し、筆箱を表す別の SKUを作成します。 

2. 鉛筆 SKUと筆箱 SKUへのリンクを含んだ新しい SKUを作成することで、SKUバンドルを

作成します。 

3. SKUバンドルで、6本の HB鉛筆 SKUを表す SKU リンクを作成し、筆箱 SKUの 1つを表

す別の SKU リンクを作成します。 

SKUバンドルの作成 

SKU リンクに関連付ける 1つ以上の SKUを作成したら、リンクを組み合せる SKUを作成できます。 

1. この章で前述したように、新しい SKUを作成します。 

2. 詳細ペインの「拡張」タブで、「バンドル・リンク」プロパティをクリックします。 

3. +ボタンをクリックして、新しいリンクを作成します。 

4. 新しい「SKU リンク」ダイアログ・ボックスで、次の必須プロパティを入力します。 

名前: SKU リンクを説明する名前です。 

品目: このリンクに関連付けられた SKUです。既存の SKUを選択することも、新しい SKU

を作成することもできます。 

数量: このバンドルに含める品目の数量です。 

5. 「作成」をクリックして、新しい SKU リンクを作成し、ダイアログ・ボックスをクローズします。 

6. 作成する新しい SKU リンクごとに、手順 3から手順 5を繰り返してください。 

7. 「保存」をクリックして、SKUバンドルへの変更を保存します。 
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構成可能な SKUの作成 
通常の SKUが、Mサイズの青いシャツなど単一品目を表すのに対し、構成可能な SKUは、単一品目とし

て販売されるけれども、顧客がメモリー容量やハードディスク・サイズを選択できるコンピュータ・システムな

ど、可変コンポーネントを持つオブジェクトを表します。構成可能な SKUは通常の SKUと同じ方法で作成

できますが、構成可能なプロパティを追加する必要があります。 

新しい構成可能なプロパティを構成可能な SKUに追加するには 

1. この章で前述したように、新しい構成可能な SKUを作成します。 

2. 詳細ペインの「拡張」タブで、「構成可能な品目」の「構成可能なプロパティ」プロパティをク

リックします。 

3. +ボタンをクリックして、新しい構成可能なプロパティを作成します。 

4. 新しい「構成可能なプロパティ」ダイアログ・ボックスで、次の必須プロパティを入力します。 

名前: プロパティを説明する名前です。 

構成オプション: この構成可能なオプションが製品を表す場合は製品を指定し、SKUを表

す場合は SKUを指定します。 

5. 「作成」をクリックして、新しい構成可能なプロパティを作成し、ダイアログ・ボックスをクローズ

します。 

6. 作成する新しい構成可能なプロパティごとに、手順 3から手順 5を繰り返してください。 

7. 「保存」をクリックして、構成可能な SKUへの変更を保存します。 

SKU価格での作業 
SKUの詳細ペインにある「価格表」タブの情報には、管理者によって設定された価格表が反映されていま

す。ユーザーは価格タイプを変更でき、該当する場合は、SKUの価格を指定できます。 

注意: 「価格表」ビューで価格表をより広範に構成する方法は、価格表の作成と管理を参照してください。 

「価格表」エディタには、SKUに適用される各価格表が表示されており、各リストの SKUの価格タイプを編

集できます。 

SKUの価格を変更するには 

1. SKUの詳細ペインの「価格表」タブにナビゲートします。 

2. 「価格表」エディタで、編集する価格表をクリックします。 

3. 「価格タイプ」リストからオプションを選択します。 

 継承: SKU価格は価格表によって指定されます。これはデフォルト値です。 

 上書き: 「SKU価格」列で指定した価格により、この SKUの継承価格が上書きされ

ます。 

 数量: 「SKU価格」列の「セット数量価格設定…」ボタンをクリックして指定した数量

価格設定方式により、この SKUのリストの価格が置き換えられます。数量価格設

定の方法は、価格表の作成と管理を参照してください。 

4. （オプション）SKUは複数の製品の子になることができます。様々な製品の同じ SKUに対し

て異なる価格を設定するには、「価格表」エディタに表示される製品名の列ペアの各「価格

タイプ」/「価格」で手順 3を繰り返します。 

5. 詳細ペイン下部の「保存」ボタンをクリックします。 
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11 コンテンツ・フォルダの作成と管理 

コンテンツ・フォルダを使用して、記事とメディア・コンテンツを編成できます。コンテンツ・フォルダは、

Merchandisingおよび他の Oracle Commerce Platformユーザー・インタフェースのみで使用できます。Web

サイト自体には表示されません。 

コンテンツ・フォルダの作成 
コンテンツ・アセットとフォルダを作成する前に、その編成方法を検討してください。たとえば、メディア・ア

セットは題材またはアセット・タイプ別に編成できます。コンテンツ・アセット・フォルダは、「コンテンツ」のトッ

プレベルまたは別のコンテンツ・フォルダ内部に作成できます。 

新しいコンテンツ・フォルダを作成するには、次の手順を完了します。 

1. 「参照」パネルで、「コンテンツ」または別のコンテンツ・フォルダにナビゲートします。 

注意: 「検索先」ドロップダウン・メニューで「コンテンツ」を選択した場合は、「検索」パネルか

らフォルダを作成することもできます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「コンテンツ・フォルダ」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドのみが必須です。 

4. 「作成」をクリックします。 

「検索」パネルからフォルダを作成し、フォルダの詳細ペインの「一般」タブにある「親フォル

ダ」プロパティを指定しない場合、新しいフォルダはトップレベルに作成されます。 

コンテンツ・フォルダ・プロパティ 

詳細ペインで、次のコンテンツ・フォルダ・プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、

Merchandisingにデフォルトで付属しているコンテンツ・フォルダ・プロパティです。Webサイトに固有の新し

いプロパティが管理者によって追加されている場合があります。 
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「一般」タブ 

 

プロパティ 説明  

名前 フォルダ名です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

摘要 フォルダの概略です。 

親フォルダ このフォルダを含むフォルダです。空の場合、このフォルダはルート・フォルダで

す。 

作成者 フォルダを作成したMerchandisingユーザーのユーザー名です。このプロパティ

は読取り専用です。 

作成日 このフォルダが作成されたときのタイムスタンプになります。このプロパティは読取

り専用です。 

変更者 フォルダを最後に更新したMerchandisingユーザーのユーザー名です。このプロ

パティは読取り専用です。 

 

コンテンツ・フォルダの削除 

コンテンツ・フォルダを削除する前に、空にする必要があります。 
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12 記事の作成と管理 

記事は、顧客がWebサイトで閲覧できる HTMLドキュメントです。たとえば、ダイニング・テーブルの製品詳

細ページには、木製家具の手入れの仕方に関する記事が含まれる場合があります。記事には、リッチ・テキ

スト、イメージのほか、ビデオなどの他のメディア・コンテンツを含めることができます。記事に関連製品およ

びカテゴリを関連付けることもできます。 

記事の作成 
新しい記事を作成するには、次の手順を完了します。 

1. 「参照」パネルで、「コンテンツ」にナビゲートします。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用

を参照してください。 

注意: 「検索先」ドロップダウン・メニューで「コンテンツ」を選択した場合は、「検索」パネルか

ら記事を作成することもできます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「記事」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは星アイコンでマークされ

ています。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

記事プロパティ 

詳細ペインで、次のプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandisingにデ

フォルトで付属しているプロパティです。Webサイトに固有の新しいプロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

名前 Merchandisingの記事で使用される名前です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

ヘッドライン 記事のヘッドラインです。Merchandisingの内部で使用する「名前」とは異なり、

ヘッドラインがWebサイトに表示されます。 

本文 記事の HTMLテキストです。 
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プロパティ 説明 

メイン・イメージ ページの記事をレンダリングするときに表示するメイン・イメージです。詳細は、メ

ディア・コンテンツの作成と管理を参照してください。 

サムネイル・ 

イメージ 

公開中などのページの記事をレンダリングするときに表示するサムネイル・イメー

ジです。このイメージは、Merchandisingの記事のサムネイル・イメージとしても使

用されます。詳細は、メディア・コンテンツの作成と管理を参照してください。 

タグ 記事に関連付けられているタグのリストです。詳細は、タグの作成と管理を参照し

てください。 

作成者 記事の作成者です。 

抽象 記事の HTML要約です。 

サイト 複数サイト環境の場合、記事が属するサイトの名前になります。詳細は、複数サイ

ト環境のアセットを参照してください。 

掲載日 記事が掲載されたときのタイムスタンプになります。（これは、「開始日」と同様に必

須ではありません。）このプロパティは、Webサイトで表示したり、ソートに使用する

ことを想定しています。 

親フォルダ このアセットを含むフォルダです。 

開始日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、記事

が使用可能になるときのタイムスタンプです。 

終了日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、記事

が使用不可になるときのタイムスタンプです。 

親フォルダ この記事を含むフォルダです。 

作成者 記事を作成したMerchandisingユーザーのユーザー名です。このプロパティは読

取り専用です。 

作成日 この記事が作成されたときのタイムスタンプになります。このプロパティは読取り専

用です。 

変更者 記事を最後に更新したMerchandisingユーザーのユーザー名です。このプロパ

ティは読取り専用です。 

 

「関連コンテンツ」タブ 

 

プロパティ 説明 

関連製品 この記事に関連付けられている製品です。 

関連カテゴリ この記事に関連付けられているカテゴリです。 

関連記事 この記事に関連付けられている他の記事です。詳細は、記事の作成と管理を参

照してください。 
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プロパティ 説明 

関連メディア・ 

コンテンツ 

この記事に関連付けられているメディア・コンテンツの項目です。 

 



AT G  W e b  C o m m e r c e マーチャンダイジング・ガイド  

92  

1 2  -  記事の作成と管理  

 



AT G  W e b  C o m m e r c e マーチャンダイジング・ガイド  

93 

1 3  -  メディア・コンテンツの作成と管理  

13 メディア・コンテンツの作成と管理 

メディア・コンテンツ・アセットは、イメージ、オーディオ・クリップ、PDFファイル、ビデオ・クリップなどのWeb

コンテンツを示すバイナリ・ファイルです。たとえば、ガス・グリルの製品詳細ページには、グリルの組み立て

方を示すビデオ・クリップ、レシピのほか、PDFファイルの取扱説明書を掲載した記事が含まれる場合があり

ます。 

メディア・コンテンツ・アセットは、mediaContent リポジトリに保存されているバイナリ・ファイルをポイントする

明記された URLで、Merchandisingによって管理されています。 

Merchandisingは、ファイルの拡張子に基づいて、URLがポイントするアセットのファイル・タイプを次のいず

れかに自動検出します。 

 ビデオ 

 イメージ 

 PDF 

 オーディオ 

 その他 

メディア・コンテンツ・アセットの作成 
新しいメディア・コンテンツ・アセットを作成するには、次の手順を完了します。 

1. 「参照」パネルで、「コンテンツ」にナビゲートします。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用

を参照してください。 

注意: 「検索先」ドロップダウン・メニューで「コンテンツ」を選択した場合は、「検索」パネルか

らメディア・コンテンツを作成することもできます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「メディア・コンテンツ」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは星アイコンでマークされ

ています。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

メディア・コンテンツ・プロパティ 

詳細ペインで、次のプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandisingにデ

フォルトで付属しているプロパティです。Webサイトに固有の新しいプロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 
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「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

名前 Merchandisingのアセットで使用される名前です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

タイトル Webサイトに表示されるアセットのタイトルです。 

URL mediaContent リポジトリのコンテンツ・ファイルをポイントする URLです。 

メディア・タイプ URLのファイル拡張子に基づいて、次のいずれかの値に自動的に設定されます。

ビデオ、イメージ、PDF、オーディオ、その他。このプロパティは読取り専用です。 

サムネイル・ 

イメージ 

公開中などのページのアセットをレンダリングするときに表示するサムネイル・イ

メージです。このイメージは、Merchandisingのアセットのサムネイル・イメージとし

ても使用されます。 

タグ アセットに関連付けられているタグのリストです。詳細は、タグの作成と管理を参照

してください。 

摘要 Webサイトに表示されるアセットの概要です。 

サイト 複数サイト環境の場合、アセットが属するサイトの名前になります。詳細は、複数

サイト環境のアセットを参照してください。 

親フォルダ このアセットを含むフォルダです。 

作成者 このアセットを作成したMerchandisingユーザーのユーザー名です。このプロパ

ティは読取り専用です。 

作成日 このアセットが作成されたときのタイムスタンプになります。このプロパティは読取り

専用です。 

変更者 このアセットを最後に更新したMerchandisingユーザーのユーザー名です。この

プロパティは読取り専用です。 

 

「関連コンテンツ」タブ 

 

プロパティ 説明 

関連製品 このアセットに関連付けられている製品です。 

関連カテゴリ このアセットに関連付けられているカテゴリです。 

関連記事 このアセットに関連付けられている他の記事です。 

関連メディア・ 

コンテンツ 

このアセットに関連付けられているメディア・コンテンツの項目です。 
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14 タグの作成と管理 

タグは、記事とメディア・コンテンツ・アセットに割り当てるラベルです。自動的に割り当てられた IDを除き、

タグには 1つのプロパティしか含まれません。単純なテキスト文字列を格納する tagプロパティです。たとえ

ば、タグプロパティの値が back to schoolの値のタグを作成し、秋のセール・キャンペーンに関連する記

事およびメディアにタグを適用できます。 

タグを任意の数の記事とメディア・コンテンツ・アセットに割り当てることができます。記事またはメディア・コン

テンツ・アセットに割り当てられるタグ数には制限がありません。tagプロパティの値は、検索およびガイド付

きナビゲーションに使用できます。 

注意: タグは、サイトアウェアではありません。複数サイト環境の場合、すべてのサイトの記事およびメディ

ア・コンテンツ・アセットにタグを使用できます。 

タグの作成 
「検索」パネルまたはタグを必要とする記事またはメディア・コンテンツ・アセットからタグを作成する必要があ

ります。「参照」パネルでタグを作成したり、表示することはできません。 

「検索」パネルからのタグの作成 

「検索」パネルから新しいタグを作成するには、次の手順を完了します。 

1. 「検索」パネルで、「検索先」ドロップダウン・メニューから「コンテンツ」を選択し、「対象」ド

ロップダウン・メニューから「タグ」を選択します。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参

照してください。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「タグ」を選択します。 

3. タグのテキストを入力します。 

注意: ここに入力するテキストは、単一タグになります。スペースまたはカンマで単語を区

切っても、各単語に対する個別のタグは作成されません。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

記事またはメディア・コンテンツ・アセットに新しいタグを割り当てるには、コレクション・エディ

タでの作業を参照してください。 

詳細ペインからのタグの作成 

詳細ペインから新しいタグを作成するには、次の手順を完了します。 

1. 詳細ペインにプロパティを表示する記事またはメディア・コンテンツ・アセットを「参照」または

「検索」パネルから選択します。 
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2. 「一般」タブで、「タグ」プロパティをクリックします。 

3. 「タグ」コレクション・エディタで、+ボタンをクリックして、表示されたウィンドウのタグのテキスト

を入力します。詳細は、新しいアセットの作成を参照してください。 

4. 「作成」をクリックします。 

新しいタグがコレクションの最初の項目として表示されます。記事またはメディア・コンテン

ツ・アセットに既存のタグを割り当てるには、コレクション・エディタでの作業を参照してくださ

い。 
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15 ストアの場所の作成と管理 

ストアの場所は、所在地や時間など、物理的な実店舗に関する情報を含むアセットです。ストアの場所はス

トア内引取機能によって使用されますが、Webサイトに表示することもできます。 

ストアの場所の作成 
新しいストアの場所のアセットを作成するには 

1. 「参照」パネルで、「ストアの場所」にナビゲートします。詳細は、ナビゲーション・ペインの使

用を参照してください。 

注意: 「検索先」ドロップダウン・メニューで「ストアの場所」を選択した場合は、「検索」パネル

からストアの場所を作成することもできます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「ストア」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは星アイコンでマークされ

ています。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 

ストアの場所のプロパティ 

詳細ペインで、次のプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandisingにデ

フォルトで付属しているプロパティです。Webサイトに固有の新しいプロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 

注意: ストアに関して入力する情報は、Merchandisingによって検証されません。たとえば、郵便番号が残り

の所在地と一致していることはチェックされません。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明 

名前 ストアの場所の名前です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

小売ストア ID 銀行およびクレジット・カード会社がクレジット・カード支払を処理するときに、ストア

を識別するために使用する ID番号です。  
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プロパティ 説明 

開始日 アセットが使用可能になる日付です。詳細は、カレンダ・エディタでの作業を参照

してください。 

終了日 アセットが使用不可になる日付です。詳細は、カレンダ・エディタでの作業を参照

してください。 

サイト 複数サイト環境の場合、ストアが属するサイトの名前になります。複数サイト環境の

アセットを参照してください。 

サイト・グループ 複数サイト環境の場合、ストアが属するサイト・グループの名前になります。複数サ

イト環境のアセットを参照してください。 

緯度 ストアの場所の緯度座標です。たとえば、33.51です。 

経度 ストアの場所の経度座標です。たとえば、-112.03です。 

所在地 1 ストアの所在地の 1行目です。たとえば、2404 East Camelback Roadです。 

所在地 2 ストアの所在地の 2行目です。たとえば、Fashion Parkです。 

所在地 3 ストアの所在地の 3行目です。たとえば、#100Eです。 

市区町村 ストアが置かれている市区町村です。たとえば、Phoenixです。 

郡 ストアが置かれている郡です。たとえば、Maricopaです。 

都道府県 ストアが置かれている都道府県です。たとえば、AZです。 

郵便番号  ストアの場所の郵便番号です。たとえば、85016です。 

国 ストアが置かれている国です。たとえば、USAです。 

時間 ストアの営業時間です。たとえば、平日午前 10時～午後 7時です。 

電話番号 ストアの電話番号です。たとえば、949-721-2000です。 

FAX番号 ストアの FAX番号です。たとえば、949-721-2000です。 

Eメール ストアの Eメール・アドレスです。たとえば、service@example.comです。 

 

「関連コンテンツ」タブ 

 

プロパティ 説明 

関連記事 この場所に関連付けられている記事です。詳細は、記事の作成と管理を参照して

ください。 

関連メディア・ 

コンテンツ 

この場所に関連付けられているメディア・コンテンツの項目です。詳細は、メディ

ア・コンテンツの作成と管理を参照してください。 
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16 カタログ・メディア・アセットおよびフォル

ダの作成と管理 

メディア・アセットは、Webページをポイントする URL、JSPテンプレート、またはMerchandisingによって管

理される製品コピーのブロックなど、通常、コンテンツを持つアセットです。メディア・アセットは専門用語とし

ては、コンテンツ・リポジトリに保存される Core Commerceアセットになります。 

次のタイプのメディア・アセットを扱うことができます。 

 「メディア - 内部 - テキスト」アセットには、テキストのブロックが保存されます。たとえば、Web

サイトのスロットによって表示されるテキスト行は、メディア内部テキスト・アセットとして保存さ

れている可能性があります。 

 「メディア - 内部 - バイナリ」アセットには、イメージまたは PDFなどのバイナリ・ファイルが保

存されます。 

注意: 製品イメージなどの大きいファイルを「メディア - 内部 - バイナリ」アセットとして使用し

ないでください。使用すると、サイズが大きくなって配置が遅くなる場合があります。「メディア 

- 内部 - バイナリ」項目は、小さいにファイルに対して使用する必要があります。大きいファイ

ルの場合は、「メディア - 外部」アセットを使用します。 

 「メディア - 外部」アセットには、カタログ・データベース外部に保存されたテキストやバイナリ・

ファイルなどのファイルをポイントする URLが保存されます。たとえば、すべての製品で使用

される JSPテンプレートは、メディア外部アセットとして保存されている可能性があります。 

メディア・アセットはメディア・フォルダで編成します。メディア・フォルダは必ず必要です。つまり、メディア・ア

セットは、メディア・フォルダ外部には配置できません。メディア・アセットを作成する前に、その編成方法を

決定して、適切なフォルダ構造を作成してください。 

メディア・フォルダの作成 
メディア・アセットとフォルダを作成する前に、その編成方法を検討してください。たとえば、メディア・アセット

は題材またはアセット・タイプ別に編成できます。メディア・アセット・フォルダは、「メディアおよびコンテンツ」

のトップレベルまたは別のメディア・フォルダ内部に作成できます。 

新しいメディア・フォルダを作成するには 

1. 「参照」パネルで、「メディアおよびコンテンツ」にナビゲートします。詳細は、ナビゲーション・

ペインの使用を参照してください。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「メディア・フォルダ」を選択します。 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドのみが必須です。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 
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メディア・フォルダ・プロパティ 

詳細ペインで、次のメディア・フォルダ・プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、

Merchandisingにデフォルトで付属しているメディア・フォルダ・プロパティです。Webサイトに固有の新しい

メディア・フォルダ・プロパティが管理者によって追加されている場合があります。 

「プロパティ」タブ 

 

プロパティ 説明  

名前 フォルダ名です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

摘要 フォルダの概略です。 

親フォルダ このフォルダを含むフォルダです。値が表示されていない場合、このフォルダは

ルート・フォルダです。 

パス フォルダの完全パス名です。 

作成日 このフォルダが作成された日付です。 

開始日 フォルダが使用可能になる日付です。  

終了日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、この

フォルダが使用不可になる日付です。  

 

メディア・アセットの作成 
新しいメディア・アセットを作成するには 

1. 「参照」パネルで、「メディアおよびコンテンツ」にナビゲートします。新しいアセットを作成す

るフォルダを選択します。詳細は、ナビゲーション・ペインの使用を参照してください。 

注意: 「対象」ドロップダウン・メニューで「メディア」を選択した場合は、「検索」パネルからメ

ディア・アセットを作成することもできます。この操作により、「非分類品目」または「サイトにリ

ストされていない品目」リストでメディア・アセットが作成されます。 

2. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、次のいずれかを選択します。 

 メディア - 外部 

 メディア - 内部 - バイナリ 

 メディア - 内部 - テキスト 

3. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは星アイコンでマークされ

ています。 

4. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 
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「メディア - 外部」プロパティ 

詳細ペインで、次のプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandisingにデ

フォルトで付属しているプロパティです。Webサイトに固有の新しいプロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明  

名前 メディア・アセット名です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

摘要 アセットの概略です。 

親フォルダ このアセットを含むフォルダです。 

このプロパティは必須です。 

パス アセットの完全パス名です。 

このプロパティは読取り専用です。 

URL メディア・アセットにアクセスするために、JSPページで使用できる相対 URLです。 

このプロパティは必須です。 

 

「メディア - 内部 - テキスト」プロパティ 

詳細ペインで、次のプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandisingにデ

フォルトで付属しているプロパティです。Webサイトに固有の新しいプロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明  

名前 メディア・アセット名です。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は一

意である必要はありません。 

摘要 アセットの概略です。 

データ アセットを構成するテキストです。 

このプロパティは必須です。 
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プロパティ 説明  

親フォルダ このアセットを含むフォルダです。 

このプロパティは必須です。 

パス アセットの完全パス名です。 

このプロパティは読取り専用です。 

作成日 アセットが作成された日時です。 

このプロパティは読取り専用です。 

 

「メディア - 内部 - バイナリ」プロパティ 

詳細ペインで、次のプロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、Merchandisingにデ

フォルトで付属しているプロパティです。Webサイトに固有の新しいプロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 

「一般」タブ 

 

プロパティ 説明  

名前 .JPG、.GIFまたは.PNGなどの拡張子を含めたメディア・アセットのファイル名で

す。 

このプロパティは必須です。 

摘要 アセットの概略です。 

データ アセットを構成するデータです。 

このプロパティは必須です。 

親フォルダ このアセットを含むフォルダです。 

このプロパティは必須です。 

パス アセットの完全パス名です。 

このプロパティは読取り専用です。 

作成日 アセットが作成された日時です。 

このプロパティは読取り専用です。 

MIMEタイプ アセットのコンテンツ・タイプの値です。 

このプロパティは読取り専用です。 
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メディア・フォルダの削除 
別のフォルダを含んだメディア・フォルダを削除する場合、子フォルダが「メディアおよびコンテンツ」階層の

トップレベルに移動されます。 
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17 SEO タグの作成と管理 

Web検索エンジンによるページのランキングは部分的に、特定の HTMLタグ、特に、<meta>タグと

<title>タグに表示される単語に基づいています。一般的な検索エンジン最適化（SEO）手法では、これら

のタグの主な検索条件をリストして、これらの条件を含んだページのランキングを確立します。SEOタグは、

そのプロパティがサイト・ページの<title>タグと<meta>タグのコンテンツを設定するために使用される項目

です。SEOタグ、およびそのプロパティで使用される値の詳細は、『ATG Web Commerce Programming 

Guide』を参照してください。 

SEOタグを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「SEOタグ」にナビゲートします。ナビゲーション・ペイ

ンの使用を参照してください。 

2. 「新規作成」ボタンをクリックして、ドロップダウン・メニューから「SEOタグ」を選択します。 

3. 「コンテンツ・キー」テキスト・ボックスに、項目を検索するために使用する識別子を入力しま

す。 

4. 「摘要」テキスト・ボックスに、ページのコンテンツを説明するテキストを入力します。 

5. 「キーワード」テキスト・ボックスに、ページの検索キーワードのリストを入力します。 

6. 「タイトル」テキスト・ボックスに、ページのタイトルとして使用するテキストを入力します。 

7. 「表示名」テキスト・ボックスに、項目に使用する表示名を入力します。 

8. 「作成」をクリックします。 

新しい項目がナビゲーション・ペインに表示されます。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPlatformProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPlatformProgGuide/html/index.html
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18 アセットのインポートとエクスポート 

Oracle Commerceアセットはエクスポートが可能なため、Merchandising外部で作業することも、変更を

Oracle Commerce Platformシステムに容易にインポートして戻すこともできます。たとえば、次のようになりま

す。 

 新しいカタログ情報が自動フィードで送られてきた場合、新しいアセットを一括して書式設定

および編集し、カタログにインポートできます。 

 多数の人から更新が送信される場合は、それぞれの変更を手動で入力するかわりに、すべ

ての変更をMerchandisingに一度に組み込むことができます。 

 カタログ・アセットの一括編集またはグローバル操作（検索や置換またはスペル・チェック）をス

プレッドシートで素早く実行して、これらの変更をカタログにインポートして戻すことができます。 

 Merchandisingへのアクセス権限がない人に対し、アセット情報をレビュー目的のために配

布できます。 

アセットのエクスポート 
カタログ・アセットとそのプロパティまたは価格を XLS（Microsoft Excel）または CSV（カンマ区切り値）形式

のファイルにエクスポートできます。エクスポートしたら、Microsoft Excelなどのスプレッドシート・エディタを

使用して、プロパティ値を表示および編集できます。エクスポートを開始する前に、プレビュー・オプションを

使用すると、スプレッドシートの最初の数行を表示して、選択した内容を確認できます。 

エクスポートのガイドラインと制限 

この項では、エクスポートの計画に役立つ情報を示します。 

エクスポート用に選択できないアセット・タイプ 

Merchandisingでは、次のタイプのアセットはエクスポートしません。 

 価格表 

 価格表フォルダ 

アセット・プロパティのエクスポート 

アセットをエクスポートする場合、次のデータ型を持つプロパティすべてをエクスポートできます。 

 文字列型 

 長文字列型 

 リスト、セットおよびマップ・コレクションの文字列とリポジトリ項目 

注意: 配列はサポートされていません。 
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 日付型 

 タイムスタンプ型 

 int型 

 長整数型 

 単精度浮動小数点型 

 倍精度浮動小数点型 

 列挙型 

 ブール型 

 リポジトリ項目 

プロパティのデータ型の詳細は、このガイドの前半にある、各種アセット・タイプの作成と処理について説明

している章を参照してください。 

価格でエクスポートできるプロパティの詳細は、価格プロパティのエクスポートを参照してください。 

アセットのバージョン設定 

エクスポートするためにアセットをプロジェクトに追加する必要はありませんが、プロジェクトと関連して作業

を行う必要があります。 

プロジェクトで変更したアセットを選択してエクスポートする場合、変更されたバージョンがエクスポートされ

ます。それ以外の場合、メイン・バージョン（最後にチェックインされたバージョン）がエクスポートされます。 

注意: バージョン設定情報はエクスポートに含まれません。スプレッドシートを編集して、Merchandisingに再

インポートする場合、バージョン設定に関する考慮事項を参照してください。 

セキュリティ 

エクスポートするアセットとプロパティに対する読取りアクセス権とリスト・アクセス権を持っている必要がありま

す。アセットのエクスポートに書込みアクセス権は必要ありませんが、アセットとプロパティへの変更をイン

ポートするには、書込みアクセス権が必要です。ユーザー権限の詳細は、管理者に問い合せるか、ATG 

Content Administration Programming Guideのユーザー・アクセス権とセキュリティの管理に関する項を参照

してください。 

複数サイト環境でのエクスポート 

複数サイト環境では、各カタログ・アセットには次のプロパティが割り当てられます。 

 サイト: アセットのサイト・メンバーシップを定義します。 

 親カテゴリ 

Merchandisingでは、カタログ項目のこれら両方のプロパティはエクスポートしませんが、プロモーションの

「サイト」プロパティはエクスポートします。 

サイズのエクスポート制限 

 アセット行の最大数は 65,534です。 

1つのスプレッドシートにエクスポートできるアセットの最大行数は 65,533行です。Microsoft 

Excelの最大行数の制限は 65,536行で、エクスポートされたスプレッドシートの最初の 2行

は、エクスポートに関する情報のために予約されています。65,534行を超過する数のアセッ

トをエクスポートする場合、またはコレクション・プロパティを項目別にし、エクスポートされた

アセットの項目の総数が 65,534行を超える場合、制限を上回るアセットまたはコレクション

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGContentAdminProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGContentAdminProgGuide/html/index.html
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項目はスプレッドシートには含まれません。データが切り捨てられたことを警告するメッセー

ジが表示されます。 

 1つのセル内の最大文字数は 32,767字です。 

Microsoft Excelでは、1つのセル内で 32,767字を上回る数の文字数は許可されません。

プロパティ値がかなり長いと、この制限に遭う可能性がありますが、問題となる可能性が高い

のは、それぞれ 15文字以上で 2,000個の SKU IDのリストなど、非常に大きいコレクション・

プロパティをエクスポートする場合です。このような場合は項目別書式を使用します。コレク

ション・プロパティのエクスポート・オプションを参照してください。 

様々なタイプのアセットのエクスポート 

各エクスポート手順でエクスポートできるのは 1つのタイプのアセットのみです。たとえば、製品とカテゴリの

両方を同じスプレッドシートにエクスポートすることはできません。製品を 1つのエクスポート手順でエクス

ポートし、カテゴリを別の手順でエクスポートする必要があります。 

一部のアセット・タイプは、他のアセット・タイプの子になります。たとえば、「構成可能な SKU」は SKUのタ

イプであり、「品目割引」はプロモーションのタイプです。親アセットをエクスポートする場合、子アセットすべ

てが自動的にエクスポートされます。 

親アセットと子アセットの両方をエクスポートする場合、両方のアセット・タイプに適用されるプロパティのみを

エクスポートできます。たとえば、プロモーションアセット・タイプを選択した場合、「1オーダー当たりに 1つ

使用」プロパティはエクスポートできませんが、「出荷割引」を選択した場合は利用可能になります。 

コレクション・プロパティのエクスポート・オプション 

リスト、セットおよびマップなど、サポートされているコレクション・プロパティを次のいずれかの形式でエクス

ポートできます。 

 フラット: すべてのコレクション項目は 1つのセル内に、カンマで区切られてリストされます。 

 項目別: 各コレクション項目は個別の行にリストされます。 

手順は、アセット・プロパティのエクスポートを参照してください。 

マップ・コレクションの項目には、一方を他方に対応付ける鍵/値ペアが含まれています。これらの項目を表

すため、鍵と値は、Alabama=AL,Alaska=AKのように等号で区切られています。 

フラット書式 

フラット書式の場合、スプレッドシートの各行は、1つのアセットとエクスポートされたすべてのプロパティを表

します。この書式では、各アセットのプロパティを複数エクスポートできます。コレクションの個々の値は、青,

緑,赤のようにカンマで区切られています。あるいは、リポジトリ項目の場合は、cat110006, cat11008, 

cat11009のようにカンマとスペースで区切られています。 

次の表は、フラット書式で表示される childSKUs コレクション・プロパティを示します。 

 

ID displayNameDefault childSKUs 

xprod1068 ウール・ウエスト・タイ・トップ xsku1448, xsku1449 

xprod2525 メタリック・シルク・ブレンド・タンクトップ xsku2525_1, xsku2525_2 
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注意: コレクション項目に数値のみが含まれている場合、または値にカンマが含まれている場合、項目は、

"123","124"のように、二重引用符で囲まれます。これにより、Microsoft Excelで数値のリストが単一の数

値として解釈されないようにします。値にカンマが含まれている場合、二重引用符は、カンマによって新しい

項目が開始されないということを示しています。たとえば、キーワード・コレクションは、冬物アクセサリ,"帽子, 

スカーフ, および手袋",ニット・ギフトのようにエクスポートできます。スプレッドシートから再インポートするとき

に、引用符は取り除かれます。 

項目別書式 

項目別書式の場合、コレクション項目は個々の行に分けられるため、1つのアセットがスプレッドシートの複

数の行にまたがる場合があります。コレクション・プロパティを項目別にする場合は、その 1つのプロパティ

のみを選択してエクスポートできます。 

次の表は、項目別書式の childSKUsプロパティで前の例の製品を示します。 

 

ID childSKUs 

xprod1068 xsku1448 

xprod1068 xsku1449 

xprod2525 xsku2525_1 

xprod2525 xsku2525_2 

 

製品および SKUの価格のエクスポート 

製品および SKU の価格表からの価格のエクスポートが可能なため、Merchandising 外部で作業することも、

変更を Oracle Commerce Platformシステムに容易にインポートして戻すこともできます。エクスポートする価

格の価格表を選べますが、価格表アセット自体はエクスポートできません。 

注意: 価格は、各エクスポート手順で 1つの価格表からのみエクスポートできます。 

価格のエクスポートに関するガイドラインと制限は、他のアセット・プロパティのエクスポートのものと同じです。

たとえば、アセット・プロパティまたは価格をエクスポートする場合、サイズのエクスポート制限（最大 65,534

アセット行）は同じです。詳細は、エクスポートのガイドラインと制限を参照してください。 

数量価格設定 

数量価格設定モデルは、エクスポートでサポートされていません。エクスポートされた数量価格には、price

プロパティを含むセルにキーワード IGNORE、listPriceプロパティを含むセルに COMPLEXがマーク付け

されています。価格表の数量価格設定モデルの詳細は、価格表の作成と管理を参照してください。 

継承価格 

エクスポートされた製品または SKUの価格が基本価格表から継承されている場合、キーワード IGNOREは

IDプロパティを含むセル、および空の Priceプロパティを含むセルにマークを付けます。 
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キーワード IGNOREを NEWに変換して、listPrice列の価格値を提供できます。スプレッドシートをインポー

トするときに、新しい価格が適用/作成されます。 

listPrice列のスプレッドシートをインポートするときに、キーワード IGNORE を NEWに変換して、適用され

る価格値を提供できます。無視するデータのマーク付けを参照してください。 

継承価格の詳細は、価格表の作成と管理を参照してください。 

価格プロパティのエクスポート 

製品または SKUの価格をエクスポートする場合、Merchandisingが次のプロパティを自動的にエクスポート

します。 

 Price Item ID 

 PriceList ID 

 SKU ID または Product ID 

 SKU Name または Product Name 

 Price 

注意: 管理者のMerchandisingの構成方法によっては、ここにリストされたすべてのプロパティが表示された

リストに含まれない場合がありますが、エクスポートするプロパティのリストは変更できません。 

アセット・プロパティのエクスポート 

アセット・プロパティをスプレッドシートにエクスポートするには、次の手順に従ってください。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、エクスポートするアセットを選択します。アセットは、ナ

ビゲーション・ペインから選択することも、現在のプロジェクトで選択することもできます。 

プロジェクトで変更したアセットをエクスポートする場合、メイン・バージョンの値ではなく、プ

ロジェクトのバージョンのプロパティ値がエクスポートされます。詳細は、アセットのバージョン

設定を参照してください。 

2. 「処理」メニューで「エクスポート」をクリックします。 

Merchandisingが一度にエクスポートできるのは、1つのアセット・タイプのみです。エクス

ポートで 2つ以上のアセット・タイプを選択すると（たとえば、「製品」および「SKU」）、このエ

クスポートのアセット・タイプを決めるためのウィンドウが表示されます。詳細は、様々なタイ

プのアセットのエクスポートを参照してください。 

3. 「エクスポート」タイプ・リストで「プロパティ」を選択します。 

 

4. 「プロパティ」リストで、エクスポートに含めるプロパティを選択します。 

IDプロパティは常にエクスポートされるため、自動的に選択されています。選択を解除する

ことはできません。 
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ヒント: IDプロパティのみをエクスポートして、インポートの手始めになるスプレッドシートを

作成できます。アセットのインポートを参照してください。 

5. エクスポート・ファイルの形式（XLSまたは CSV）を選択します。 

6. （オプション）内容を項目別の行にした状態でコレクション・プロパティをエクスポートする場

合は、そのプロパティを選択して、「コレクションを個別の行に表示」をクリックします。選択で

きるプロパティは 1つのみです。詳細は、コレクション・プロパティのエクスポート・オプション

を参照してください。 

注意: コレクション・プロパティがカッコに囲まれて表示されます。 

7. （オプション）「プレビュー」をクリックして、スプレッドシートの最初の 5行を示すエクスポート

されたデータのサンプルを表示できます。プレビューが予期したものと違う場合は、「プロパ

ティ」の選択肢を変更し、再度「プレビュー」をクリックします。 

8. 「エクスポート」をクリックします。 

「エクスポート」ボタンをいったんクリックすると、操作を取り消すことはできず、エクスポートが

完了するまで他のMerchandisingタスクを実行できません。 

9. エクスポートが完了すると、ブラウザにダイアログ・ボックスが表示されるので、そのダイアロ

グでエクスポート・ファイルをオープンするか、保存するかを選択します。 

このダイアログ・ボックスで「取消」をクリックすると、エクスポート・ファイルは保存されないた

め、再びエクスポート手順を繰り返す必要があります。 

価格のエクスポート 

価格をスプレッドシートにエクスポートするには、次の手順に従ってください。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、価格をエクスポートする「製品」または「SKU」を選択し

ます。アセットは、ナビゲーション・ペインから選択することも、現在のプロジェクトで選択する

こともできます。 

プロジェクトで変更したアセットを選択すると、Merchandisingはメイン・バージョンからの値で

はなく、プロジェクトのバージョンから価格をエクスポートします。詳細は、アセットのバージョ

ン設定を参照してください。 

2. 「処理」メニューで「エクスポート」をクリックします。 

Merchandisingが一度にエクスポートできるのは、1つのアセット・タイプのみです。エクス

ポートで 2つ以上のアセット・タイプを選択すると（たとえば、「製品」および「SKU」）、このエ

クスポートのアセット・タイプを決めるためのウィンドウが表示されます。詳細は、様々なタイ

プのアセットのエクスポートを参照してください。 

3. 「エクスポート」タイプ・リストで「価格」を選択します。 

「エクスポート」タイプ・リストに「価格」が表示されない場合、カタログで使用される場合で

あっても、管理者がMerchandisingの価格表を非表示に構成している可能性があります。 
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4. 価格をエクスポートする価格表を選択します。 

価格は、一度に 1つの価格表からのみエクスポートできます。 

 

5. 「プロパティ」リストは、Merchandisingがエクスポートする価格のプロパティを表示します。こ

のリストでプロパティの選択を解除することはできません。 

6. エクスポート・ファイルの形式（XLSまたは CSV）を選択します。 

7.  （オプション）エクスポートされたデータをプレビューする場合は、「プレビュー」をクリックします。 

エクスポートされたデータのサンプルが表示され、スプレッドシートの最初の 5行が示されます。 

8. 「エクスポート」をクリックします。 

「エクスポート」ボタンをいったんクリックすると、操作を取り消すことはできず、エクスポートが

完了するまで他のMerchandisingタスクを実行できません。 

9. エクスポートが完了すると、ブラウザにダイアログ・ボックスが表示されるので、そのダイアロ

グ・ボックスでエクスポート・ファイルのオープンまたは保存を選択します。 

このダイアログ・ボックスで「取消」をクリックすると、エクスポート・ファイルは保存されないた

め、再びエクスポート手順を繰り返す必要があります。 

エクスポートされたデータの表示 

アセット・データは XLSまたは CSVファイルにエクスポートでき、Microsoft Excelなどのスプレッドシート・プ

ログラムを使用してそのファイルを表示および編集できます。デフォルトのファイル名は、

<YYMMDDhhmmss>export.xls|csvの形式になります。たとえば、2011年 1月 30日の AM11:43:27にエ

クスポートされた CSVファイルは、110130114327export.csv という名前になります。 

エクスポートされたデータは特定の形式に従っており、スプレッドシートをMerchandisingに再インポートす

るときにこの形式を使用できます。次の図で例を示します。 
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1行目: リポジトリ、アセット・タイプ、書式設定オプション、プロセス・メッセージ 

1行目は、リポジトリ・パスとアセット・タイプ、書式設定オプション、および警告かエラー・メッセージ用に予約

されています。 

 1行目の 1列目（セル A1）には、リポジトリ・パス、およびコロンで区切られたアセット・タイプ

が含まれています。たとえば、次のようになります。

/atg/commerce/catalog/ProductCatalog:product 

 2列から 4列（セル B1、C1、D1および E1）には、データの書式設定オプションが含まれて

います。 

FORMAT=itemizedは、スプレッドシートにコレクション・プロパティが項目別書式で含まれて

いることを示し、該当する場合は、2列目（セル B1）に表示されます。 

エクスポートされたプロパティにタイムスタンプが含まれている場合、TIMEFORMATが 3列目

（セル C1）に表示され、タイムスタンプで使用されている日付の形式が示されます。たとえば、

次のようになります。TIMEFORMAT=MM/dd/yyyy HH:mm:ss 

エクスポートされたプロパティに日付が含まれている場合、DATEFORMAT が 4列目（セル 1D）

に表示され、日付の値で使用されている形式が示されます。たとえば、次のようになります。

DATEFORMAT=dd/MM/yyyy 

 エクスポート・プロセス中に生成されたメッセージは 5列目（セル E1）に表示されます。たとえ

ば、「データが Excel の 65535 行制限を超過し、切り捨てられました。」のように表示されます。 

2行目: プロパティの見出し 

2行目には、エクスポートされたプロパティのプロパティ名を含んだ見出しが表示されます。IDプロパティは

常に 1列目（セル A2）に表示され、IDプロパティの実際のリポジトリ名に関係なく常に「ID」とラベル付けさ

れています。残りの列は、表示名のアルファベット順になっています。これは、「エクスポート」ダイアログ・

ボックスで使用される順序と同じです。 

注意: 「エクスポート」ダイアログとは異なり、スプレッドシートにはプロパティのリポジトリ名が含まれており、

ローカライズ済の表示名は含まれていません。 

3行目以降: アセット・データ 

アセット・データは 3行目からスプレッドシートの残りまで続きます。アセットにプロパティの値がない場合、

対応するセルは空になります。 

アセットのインポート 
インポート機能を使用すると、Merchandisingの外部で Commerceアセットを処理して、スプレッドシートまた

は CSV形式で Oracle Commerceにインポートできます。インポートにより、アセットを一括して編集する便

利な方法を利用できます。スプレッドシート・アプリケーションの編集機能を使用して複数のアセットを変更し

てから、すべての変更をMerchandisingプロジェクトに一度にインポートすることが可能です。 

インポート機能は、カタログ全体のインポートはサポートしていませんが、数万ではなく、数千程度の比較的

少ない数のアセットを編集または追加するのに最適な機能です。 

アセットをスプレッドシートからMerchandisingにインポートするには、次の手順に従ってください。 

1. Merchandisingにインポートできるように、スプレッドシートを適切な形式で作成します。サ

ポートされているファイル・タイプは CSV と XLSです。詳細は、アセットのエクスポートおよ

びインポートするファイルの書式設定を参照してください。 
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2. ファイルをロードして、アセットがインポート可能かどうかを検証します。詳細は、アセットの検

証とプレビューを参照してください。 

3. スプレッドシートをインポートします。詳細は、アセット・データのインポートを参照してくださ

い。 

4. インポートされたアセットにエラーまたは警告がないか確認してください。詳細は、インポート

最終レポートの確認を参照してください。 

5. プロジェクトでアセットを確認します。望ましくない変更は元に戻し、バージョンの競合が生じ

た場合は解決してください。第 2章のプロジェクトからのアセットの削除および他のプロジェ

クトとの競合の解決を参照してください。 

インポートのガイドラインと制限 

この項では、インポートの計画に役立つ情報を示します。 

バージョン設定に関する考慮事項 

インポートするためにアセットをプロジェクトに追加する必要はありませんが、プロジェクトと関連して作業を

行う必要があります。新しいアセットおよび変更されたアセットをインポートすると、これらはプロジェクトに追

加されます。変更されたアセットのプロパティ値は、インポートした値で更新されます。変更していないアセッ

トはプロジェクトに追加されません。 

Merchandisingでは、アセットのバージョン設定情報はエクスポートまたはインポートされません。再インポー

トする予定のアセットをエクスポートする場合は、必ずアセットの最新バージョンをエクスポートして、プロパ

ティが誤って古い値で上書きされないようにしてください。 

アセットをチェックアウトして、プロジェクトでプロパティ値を編集し、その同じプロパティの更新した値をイン

ポートする場合、以前の編集の記録はありません。アセットへの変更を元に戻すことは可能ですが、プロパ

ティはメイン・バージョンの値に戻り、インポート前のプロジェクト・バージョンの値には戻りません。 

セキュリティ 

アセットへの変更をインポートするには、そのアセットおよびインポートする変更済プロパティへの書込みア

クセス権が必要です。エクスポート機能では、リストおよび表示権限のみが必要なため、アセットをエクス

ポートすることは可能ですが、インポートすることはできません。ユーザー権限の詳細は、管理者に問い合

せるか、『ATG Web Commerce Content Administration Programming Guide』のユーザー・アクセス権とセ

キュリティの管理に関する項を参照してください。 

複数サイト環境におけるアセットのインポート 

複数サイト環境では、各カタログ・アセットには「サイト」プロパティと「親カテゴリ」プロパティが割り当てられま

す。Merchandisingでは、カタログ項目のこれら両方のプロパティはインポートしませんが、プロモーションの

「サイト」プロパティはインポートします。 

インポートするファイルの書式設定 

インポートするファイルを書式設定する最も簡単な方法は、まず、変更するアセットを含んだファイルを

Merchandisingからエクスポートすることです。空のスプレッドシートで最初からインポート・ファイルを手動で

作成することも可能です。XLSファイルのみをサポートするエクスポート機能とは異なり、インポート機能は

XLS形式ファイルと CSV形式ファイルの両方をサポートするため、CSVファイルをサポートするエディタを

使用して、インポートするスプレッドシートを作成できます。 

次の図は、インポートするために書式設定されたスプレッドシートの例を示します。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGContentAdminProgGuide/html/index.html
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注意: セルを空のままにすると、プロパティ値が削除されることがあります。プロパティ値を削除する場合の

書式を参照してください。 

スプレッドシートのインポートに必要な書式設定 

スプレッドシートの 1行目と 1列目は、インポート・プロセスで使用するためのもので、特定の情報を含む必

要があります。1行目には、インポートするデータの情報が含まれ、1列目（1行目を除く）には、インポートす

るアセットの IDプロパティが含まれます。 

スプレッドシートの 1行目には、次に示すように、リポジトリ、アセット・タイプおよびデータ型の特定の形式を

指定する必要があります。 

 1行目の 1列目（セル A1）には、リポジトリ定義で定義されているように、リポジトリ・コンポー

ネントへの基底パス、およびスプレッドシートのアセットのアセット・タイプを含める必要があり

ます。たとえば、次のようになります。 

/atg/commerce/catalog/ProductCatalog:product 

 項目別コレクションや特定の日付形式など、特別なプロパティの書式設定を指定するには、

1行目（セル B1から D1）の追加列を使用します。各書式にはセルを別々に割り当てる必要

がありますが、特定の順序で表示する必要はありません。書式設定オプションは次のとおり

です。 

 

説明  スプレッドシート内の書式 要件 

項目別コレクション・ 

プロパティ（コレクション・

プロパティのエクスポー

ト・オプションを参照） 

FORMAT=itemized マップ、リストまたはセット・プロパ

ティを項目別書式でインポートす

る場合に必要です。 

注意: 項目別インポート・ファイル

に FORMAT=itemizedが含まれ

ていない場合、コレクション・プロ

パティの値はインポート・タスクに

より、次の値があるたびに上書き

されます。コレクションの項目別リ

ストの最後の項目は、そのコレク

ションに対して保存される唯一の

項目になります。 



AT G  W e b  C o m m e r c e マーチャンダイジング・ガイド  

117 

1 8  -  アセットのインポートとエクスポート  

説明  スプレッドシート内の書式 要件 

日付プロパティの値の 

書式（01/31/2009など） 

DATEFORMAT=MM/dd/yyyy 

日、月および年のインジケータは、たとえ

ば、dd/MM/yyyyのように、データに一

致する順序で表示されます。 

インポートされたプロパティのタイ

プが日付の場合、必要です。 

日付の値は、たとえば、3/15/09

ではなく、03/15/2009の書式

に正確に一致する必要がありま

す。 

タイムスタンプ・プロパティ

の値の書式

（31/01/2009 22:45:01 

など） 

TIMEFORMAT= MM/dd/yyyy HH:mm:ss 

日、月および年のインジケータは、たとえ

ば、dd/MM/yyyy HH:mm:ssのように、

データに一致する順序で表示されます。 

12時間制を使用する場合、書式は

MM/dd/yyyy hh:mm:ss aaになりま

す。ここで、aaは

03/15/2009 05:30:00 AMなど、AM

または PMのいずれかにできます。 

インポートされたプロパティのタイ

プがタイムスタンプの場合に必要

です。 

タイムスタンプの値は、たとえば、

3/15/09 5:30ではなく、

03/15/2009 05:30:00の書式

に正確に一致する必要がありま

す。 

 

スプレッドシートの 2行目からの 1列目は、インポートされたアセットの IDプロパティ用になっています。他

のプロパティ値は 1列目を使用できません。2行目（セル A2）には ID見出しが含まれ、リポジトリ項目の ID

プロパティの実際の名前に関係なく、ここは常に IDになります。残りの行（セル A3以降）には、インポートさ

れた各アセットの ID値が含まれます。空の IDの行はインポート中スキップされます。 

新しいアセットを追加する場合の書式 

インポート機能を使用すると、スプレッドシートをインポートするときに新しいアセットを作成できます。アセッ

トを作成するには、行をスプレッドシートに追加して、各列にプロパティ値を入力します。セルを空にする場

合、そのプロパティの値は nullに設定されます。ID列を空にすると、そのアセットはスキップされ、作成され

ません。 

新しいアセットの ID値は、次のいずれかの方法で割り当てます。 

 ID列に NEW と入力して、システムによって IDが作成されるようにします。 

自動生成された IDを使用して新しいアセットが作成されます。NEWキーワードは大文字で

入力し、セル内の唯一の値にする必要があります。 

 ID列に一意の IDを入力します。 

新しいアセットが、入力した IDで作成されます。 

注意: アセットを作成するには、必須プロパティの値を入力する必要があります。 

インポートする新しいアセットを作成する場合、その新しいアセットを利用するスプレッドシートの他のアセッ

トよりも前に追加してください。インポート・タスクでは、スプレッドシートの上から下の順に処理を行い、他の

アセットから参照される前にアセットを作成する必要があるためです。たとえば、新しい製品を作成して、ス

プレッドシートの他のプロパティの「関連製品」プロパティに追加する場合は、その新しい製品を参照する製

品を含んだ行の前に、その製品を追加します。 
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プロパティ値を削除する場合の書式 

アセットをMerchandisingにインポートするときに、アセットのプロパティ値を削除できます。プロパティ値を

削除するには、対応するセルを空のままにします。 

ヒント: スプレッドシートのセルを削除するけれども、インポート中にプロパティ値が削除されないようにする

場合、そのセルを無視するものとしてマークできます。無視するデータのマーク付けを参照してください。 

この削除書式は、項目をコレクション・プロパティに追加する場合は適用されません。項目をコレクションに

先頭追加または末尾追加するために列を書式設定する場合、空のセルはインポート中に自動的に無視さ

れます（コレクションへの追加またはコレクションからの削除は行われません）。項目をコレクションに追加す

る場合の書式を参照してください。 

無視するデータのマーク付け 

スプレッドシートをインポートする際、式または注記の列、編集しないプロパティを含んだ列、あるいはデー

タが削除される可能性のある空のセルなど、インポートに含めないデータがファイルに含まれていることがあ

ります。これらの項目をインポートから削除する場合は、列（プロパティ）、行（個別のアセット）またはセル（個

別のプロパティ値）がインポート・プロセスで無視されるようにマーク付けできます。 

次に示すように、キーワード IGNORE を使用して、インポート中に無視するデータをマークします。 

 

無視する対象 方法 

単一のプロパティまたは余分な列など、

データの列を無視 

IGNORE という単語を列見出し（2行目）に入力します。 

アセット（単一行）を無視 IGNORE という単語を、アセットの IDセル（1列目）に入

力します。 

アセットのプロパティ（単一セル）を無視 そのセルに IGNORE と入力します。 

 

データが無視されるようにするには、IGNORE という 1語を大文字でそのセルに含める必要があります。 

項目をコレクションに追加する場合の書式 

次に示すように、コレクション・プロパティの列見出しのプロパティ名の前または後ろにアンパサンド（&）を入

力することで、項目をコレクションに追加できます。 

 &fixedChildProductsのように、アンパサンドを列見出し名の最初に入力して、項目をコ

レクションの先頭に追加します。 

 fixedChildProducts&のように、アンパサンドを列見出し名の最後に入力して、項目をコ

レクションの末尾に追加します。 

先頭追加書式および末尾追加書式を使用すると、すべての項目ではなく、追加項目をコレクションに含め

るのみで済むため、コレクションの編集プロセスが簡素化されます。この書式を使用しない場合、インポー

ト・プロセスにより、コレクション・プロパティはスプレッドシートにリストされているとおりの項目で上書きされま

す。 

この書式を使用する場合、コレクションに何も追加されないようにすることを示すために、セルを空のままに

します。項目をコレクションに先頭追加または末尾追加するために列を書式設定する場合、その列の空の

セルはインポート中に無視されます（コレクションへの追加またはコレクションからの削除は行われません）。 
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次の図は、製品をカテゴリに追加するために使用される先頭追加書式の例を示します。 

 

先頭追加書式と末尾追加書式を使用して、項目別書式のコレクションへの追加も行うことができます。次の

表は、前の例を項目別書式にした状態で示します。 

 

コレクション・プロパティ名の一部としてアンパサンド文字をすでに使用している場合は、別の文字を使用し

て、項目をコレクションに末尾追加および先頭追加できます。 

CSVファイル固有の書式 

インポート機能では、XLS（Microsoft Excel）ファイルのほか、CSV（カンマ区切り値）形式のファイルもサ

ポートしています。CSVファイルは、スプレッドシートのセルを区切るためにカンマを使用するテキストベース

のファイルです。ファイルの新しい各行は、スプレッドシートの新しい行を表します。コレクション・プロパティ

のように、セルに保存された値にカンマが含まれる場合は、値全体が二重引用符で囲まれて、カンマによっ

て新しいセルが開始されないことを示します。 

Microsoft Excelを使用して CSVファイルを作成する場合、ファイルを CSV形式で保存するときに引用符が

自動的に追加されます。ファイルを Excelでオープンしても、引用符は表示されません。Microsoftのワード

パッドなどのテキスト・エディタでファイルを編集するときにのみ、引用符が表示されます。 

次に、テキストで表示される CSVファイルの例を示します。 

/atg/commerce/catalog/ProductCatalog:product, , , 

ID,displayNameDefault,parentCategoriesForCatalog,childSKUs 

xprod1009,Terry Gloves,masterCatalog=cat70014,"xsku1032, xsku1033, xsku1034" 

xprod1012,Cable knit hat,masterCatalog=cat70014,xsku1040 

xprod1010,Shoulder Bag,masterCatalog=cat70014,xsku1038 

次の図は、同じ CSVファイルがMicrosoft Excelで表示された状態を示します。 

 

インポート時のエラーを防ぐため、3行目以降のカンマの数が、2行目のカンマの数と一致していることを確

認してください。 
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アセットの検証とプレビュー 

ファイルをインポートすると、ファイルはMerchandisingによって検証されます。まず、ファイルが正しく書式

設定されていて、インポート可能なデータを含んでいるかどうかが確認され、次に、スプレッドシートの最初

の 200個のアセットが検証されます。「すべて検証」オプションを使用して、ファイル内のすべてのアセットを

検証することも可能です。実際にインポートする前にエラーまたは警告が送信された場合は、タスクを停止

し、スプレッドシートを編集してエラーを除去し、再びファイルをアップロードできます。 

ファイルをインポートするための手順は、アセット・データのインポートを参照してください。 

検証フェーズに合格してスプレッドシートがインポートされると、結果ダイアログ・ボックスにインポートの結果

が表示されます。インポート最終レポートの確認を参照してください。 

ファイルの検証 

インポートするファイルを選択すると、ファイル形式およびスプレッドシートの最初の 2行の書式が検証され

ます。ファイルにエラーがある場合は、「インポート」ダイアログにメッセージが表示されます。 

このフェーズで生じる可能性のあるエラーは次のとおりです。 

 ファイルが XLSまたは CSV形式ではない。 

 1行目、1列目のリポジトリまたはアセット・タイプが有効ではない。 

 1行目に FORMAT=itemizedが含まれているが、ファイルに項目別コレクション・プロパティ

が含まれていない。 

注意: ファイルが項目別書式になっているけれども、1行目に FORMAT=itemizedが含まれ

ていない場合、ファイルは有効ですが、項目別コレクションとしてインポートされません。かわ

りに、現在の値はインポート・タスクにより、コレクションの新しい項目があるたびに上書きさ

れ、保存される唯一の値は最後の項目のみになります。 

 ファイルに ID列がないか、1列目に IDがない。 

 ファイルの 2行目に、このアセット・タイプには存在しないプロパティが含まれているか、綴り

に誤りのあるプロパティ名が含まれている。 

 ファイルに、書込み権限のないプロパティが含まれている。 

 ファイルに、許可されていないプロパティが含まれている。許可されていないプロパティとは、

導出プロパティ、一時プロパティ、読取り可能ではないプロパティ、書込み可能ではないプ

ロパティおよび UI書込み可能ではないプロパティです。詳細は、『ATG Web Commerce 

Repository Guide』を参照してください。 

注意: Merchandisingでは、これらのタイプのプロパティはエクスポートされないため、スプ

レッドシートにこれらのタイプのプロパティが含まれている場合は、手動で追加されています。 

 ファイルにタイムスタンプまたは日付プロパティが含まれているが、1行目に対応する

TIMESTAMP または DATE書式がない。 

アセットの検証 

ファイルがアップロードされてファイルの検証に合格すると、最初の 200個のアセットが検証され、結果が「イ

ンポート」ウィンドウに表示されます。 

検証プロセスでは、インポートされたアセットのうち変更されたアセットの数、新しいアセットの数、および変

更されていないアセットの数が判別されます。プレビュー・テーブルに、検証された各アセットのステータス、

その IDとインポート済プロパティがリストされ、エラーまたは警告のある値にマークが付けられます。変更さ

れていない項目の「ステータス」列は空になっています。 

エラーまたは警告メッセージを表示するには、エラーまたは警告が含まれる項目にポインタを重ねます。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGRepositoryGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGRepositoryGuide/html/index.html
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アセットの検証中に生じる可能性のあるエラーまたは警告は次のとおりです。 

 スプレッドシートの値をプロパティの適切なタイプに変換できない。たとえば、日付に月を表

す 2桁が含まれていないか、数値プロパティに文字または記号が表示されるなど。 

 必須プロパティの値がない。 

 プロパティ値のリポジトリ IDが見つからない。 

インポート中の同じタイプのアセットに対する IDが不明な場合、アセットがスプレッドシート

の他の場所に作成されている可能性があるため、メッセージは警告になります。異なるア

セット・タイプの場合、メッセージはエラーになります。 

注意: ID列に、存在しないリポジトリ IDが含まれている場合、新しいアセットはその IDで作

成されます。新しいアセットを追加する場合の書式を参照してください。 

ファイルに 200個を上回る数のアセットが含まれ、インポート・プロセスを開始する前にこれらすべてを検証

する場合は、「すべて検証」をクリックします。それ以外の場合は、Merchandisingにより、データのインポート

時に残りのアセットがすべて検証され、エラーまたは警告がインポートの結果に表示されます。インポート最

終レポートの確認を参照してください。 

アセット・データのインポート 

アセット・データをMerchandisingプロジェクトにインポートするには 

1. アセットをインポートするMerchandisingプロジェクトを作成またはオープンします。プロジェ

クトの基本を参照してください。 

2. 「インポート」ボタンをクリックします。 

3. 「インポート」ダイアログで、「参照」をクリックし、インポートする XLSまたは CSVファイルを

見つけます。 

4. 「アップロード」をクリックします。 

Merchandisingにより、ファイルが適切に書式設定されているかどうかが検証されます。 

 ファイルが適切に書式設定されている場合、最初の 200個のアセットが検証され、

表示されます。 

 ファイルが適切に書式設定されていない場合、エラー・メッセージが表示されます。

エラー・メッセージを確認して問題の原因を判別し、スプレッドシートを編集し、手

順 2に戻ります。ファイルの検証を参照してください。 

5. ファイルの検証に合格し、最初の 200 個のアセットが「インポート」ダイアログに表示されたら、

アセット・プレビューを確認し、エラーまたは警告がないか注意してください。 

 エラーまたは警告メッセージのテキストを表示するには、エラーまたは警告があると

マークされている値にポインタを重ねます。 

 データの問題に気付いたら、「取消」をクリックし、スプレッドシートを編集して問題

を解決し、手順 2に戻ります。 

注意: 長いプロパティ値は、プレビュー・テーブルに完全に表示されませんが、切り捨てられ

ているのは表示のみで、値自体ではありません。スプレッドシートの値全体がインポートされ

ます。 

6. （オプション）インポートされたスプレッドシートに 200個を上回る数のアセットが含まれてい

て、インポート前にスプレッドシート全体を検証する場合は、「すべて検証」をクリックします。 

注意: スプレッドシートのサイズによっては、このプロセスの完了に数分を要することがありま

す。 
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「インポート」ダイアログには、各アセットのインポートされるプロパティのプレビュー、および

エラーまたは警告が表示されます。変更されたアセット、新しいアセットおよび変更されない

アセットの総数が、プレビュー・テーブルの上部に表示されます。 

7. プレビュー・データに問題がなければ、「インポート」をクリックします。 

インポートの結果の詳細は、次の項インポート最終レポートの確認に進んでください。 

新しいアセットと変更済アセットが現在のプロジェクトに追加されます。「変更のレビュー」オプションを使用

すると、アセットの更新済プロパティ値とメイン・バージョンの値を比較できます。変更の確認を参照してくだ

さい。 

インポート最終レポートの確認 

スプレッドシートのインポート後、「インポート(最終レポート)」ダイアログに各アセットの結果が表示されます。

このダイアログでは、インポートの結果に基づいてアセットがタブに分かれています。アセットの各タブ・リスト

には、各アセットの IDと名前が表示され、次のような結果が示されます。 

 変更済: スプレッドシートの値で適切に更新されたアセットが表示されます。 

 失敗: エラーにより、インポート中に更新されなかったアセットが表示されます。 

 新規: インポート中に作成されたアセットが表示されます。 

 失敗した新規: 必須プロパティがないなど、エラーによって作成できなかった新しいアセット

が表示されます。スプレッドシートで新しい IDを入力しなかった場合、IDは空になります。 

 変更なし: スプレッドシートでアセットへの変更がなかったために更新されなかったアセットが

表示されます。これらのアセットはプロジェクトに追加されません。 

インポートされたアセットのプロパティの変更を表示するには 

1. 「インポート(最終レポート)」ダイアログをクローズして、「プロジェクト」タブにナビゲートします。 

2. インポート済アセットにナビゲートして、詳細ペインでそのプロパティを表示します。 

3. 「変更のレビュー」をクリックします。 

4. 保持しない変更を元に戻します。変更の確認を参照してください。 

正常にインポートされなかったアセットに対し、インポート・プロセスを再試行するには 

1. 正常にインポートできなかった原因であるエラーを書き留め、「インポート(最終レポート)」ダ

イアログをクローズします。 

2. スプレッドシートを編集してエラーを修正します。 

注意: すでに正常にインポートされている、NEWとマークされたアセットをすべてスプレッド

シートから削除します。削除しない場合、次回スプレッドシートをインポートするときに、重複

したアセットが作成されます。その場合、プロジェクトから重複したアセットを削除します。プ

ロジェクトからのアセットの削除を参照してください。 

3. スプレッドシートを再度インポートします。アセット・データのインポートを参照してください。 
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19 プロモーションおよびクーポンの作成と

管理 

プロモーションおよびクーポンを使用すると、特定の製品または製品グループへの割引を提供できます。た

とえば、母の日の製品系列のプロモーションを決定した場合は、サイトの「ようこそ」ページで、母の日の製

品をイメージで強調して、特定の日付までに注文した顧客には 10パーセントの割引を提供するように設定

できます。あるいは、新規顧客の再訪を促すために、クーポンを Eメール送信することもできます。 

プロモーションでは、割引を受けるために満たす必要のある条件、および割引の適用方法を定義するオプ

ションを指定します。たとえば、コート類のカテゴリで 1品目購入する必要がある、$50を上回る額を購入す

る必要がある、または 7月中に購入する必要があるといった条件を指定できます。クーポンは、ユーザーが

クーポン・コードを入力したときに、プロモーションを使用可能にします（プロモーション条件が満たされてい

る場合）。クーポンの作成では、クーポン・コードをプロモーションに関連付けます。プロモーションとクーポ

ンの両方をフォルダで編成でき、他のMerchandisingアセットによって使用されるのと同じ検索およびフィル

タリング・コントロールで検索できます。Merchandising UIの概要およびアセットの作成と管理を参照してくだ

さい。 

この章では、Merchandisingでプロモーションを作成、編集および操作する方法について説明します。次の

項から構成されています。 

プロモーションの仕組み 

プロモーション・フォルダの作成 

プロモーションの作成 

購入時ギフト・プロモーションの作成 

拡張条件およびオファーの文の作成 

プロモーションでのクーポンの使用 

プロモーションのソート 

スタック・ルールによるプロモーションの管理 

プロモーションの仕組み 
プロモーションは 3つの一般タイプに分かれます。 

 「品目割引」プロモーション-顧客は 1つ以上の品目で割引を受けられます。 

 「オーダー割引」プロモーション-顧客はオーダー全体に対する割引を受けられます。 

 「出荷割引」プロモーション-顧客は送料の割引を受けられます。 

Merchandisingでプロモーションを設定した後、プロモーションをユーザーに提供する方法を決定します。 
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 ユーザー・プロファイルにプロモーションを付与するクーポンまたはクーポン・バッチを作成

します。標準的なクーポンには、そのクーポンを要求するために使用できる単一のコードが

関連付けられており、多くの場合、そのコードは顧客に広く配布されます（一般的な例として

は、休日中はユーザーに送料無料を付与するなど）。クーポンの使用を制限する場合は、

クーポン・バッチを使用します。クーポン・バッチによって、個別のクーポンに対してランダム

な認証コードが生成され、これにより、クーポンを他の顧客に渡すことができないようにしま

す。（詳細は、このガイドのプロモーションでのクーポンの使用を参照してください。） 

 プロモーションを受けられる訪問者を決めるシナリオを作成します。シナリオにより、プロモー

ションを受けられる訪問者が判別され、プロモーションが訪問者の activePromotionsプ

ロファイル属性に追加されて、訪問者プロファイルにその旨がマークされます（詳細は、

『ATG Web Commerceパーソナライゼーション・ガイド』の「シナリオの作成」を参照してくだ

さい。） 

すべての顧客に自動的に適用されるプロモーションを設定することもできます。このようなプロモーションで

は、シナリオおよびクーポンを設定する必要はありません。 

顧客が品目をカートに入れるか、システムの価格の要求を伴う他の操作を実行すると、その顧客の訪問者

プロファイルが、設定されているプロモーションを現在受けられるかどうかが Core Commerceによってチェッ

クされます。顧客が適格である場合は、Core Commerceはプロモーション割引を使用してその顧客の製品

の価格を計算し、割引に応じて価格を調整します。 

プロモーションに関する情報を複数の方法で、サイト訪問者に知らせることができます。たとえば、特別な方

法で広告することなく、製品の割引を設定できます。訪問者がチェックアウト・ページを表示したときに調整

済の価格が示されます。あるいは、「ようこそ」などで、オファーに関する説明を掲載し、テキストをその製品

の通常のカタログ・ページへのリンクにすることもできます。また、GetApplicablePromotions ドロップレッ

トを使用して特定の品目に適用されるプロモーションを特定し、その情報を製品ページに掲載することも可

能です。プロモーションに関する Eメールを、メッセージに割引クーポン・コードを記載して送ることもできま

す。 

プロモーション・フォルダの作成 
プロモーション・フォルダは、プロモーションの編成に使用されます。新しいプロモーション・フォルダを作成

するには 

1. ナビゲーション・ペインで、「プロモーション」にナビゲートします。 

2. 「新規作成」ボタンをクリックして、「プロモーション・フォルダ」を選択します。 

 

詳細ペインに、プロモーション・フォルダの定義に使用できる空のフィールドが表示されます。 

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGPersBusinessGuide/ATGPersBusinessGuide.pdf
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3. 「名前」テキスト・ボックスにプロモーション・フォルダの名前を入力します（必須）。 

4. 「選択」ボタンを使用して親を追加、置換または削除することで、階層内のフォルダの場所を

指定します。 

「選択」の横にアセット名が表示されている場合は、親はあらかじめ選択されています。親の

ないプロモーション・フォルダは、プロモーション階層のトップレベルに位置しています。 

5. 「作成」をクリックします。 

ナビゲーション・ペインにプロモーション・フォルダが表示されます。 

 

詳細ペインには「一般」タブがあり、新しいプロモーション・フォルダのプロパティが表示され

ます。 

プロモーションの作成 
Merchandisingテンプレートを使用すると、送料無料や BOGOオファーなど多くの一般的なプロモーション・

タイプを素早く容易に作成できます。他の多くのアセットと同様に、プロモーションでは一連のタブを使用し

てプロパティを編成します。次に続く項では、プロモーションを作成および編集するときに使用できる各タブ

と設定について説明します。 

新しいプロモーションを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、Merchandisingにナビゲートします。 

2. 「プロモーションおよびクーポン」を選択します。 

3. 「プロモーション」を選択します。 

4. 「新規項目」ギアから、作成しているプロモーションのタイプに応じて次のいずれかを選択し

ます。 

 品目割引 

 オーダー割引 

 出荷割引 
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5. 次に続く項で説明するように、タブを構成します。 

6. 構成が終わったら、「作成」をクリックします。 

プロモーションはクーポン内でも作成できます。独立型クーポンの作成を参照してください。 

「一般」タブ 

「一般」タブから、次のプロモーション設定にアクセスできます。 

 

次の表では、タブのプロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

プロモーション名（必須） プロモーションを識別できる簡単なわかりやすい名前です。 

テンプレート テンプレートによって、プロモーションの開始ポイントが提供され、適

用される条件およびオファーのオプションが決まります。各テンプレー

トの詳細は、この章の条件およびオファーのテンプレートを参照してく

ださい。 
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プロパティ 説明  

条件およびオファー 条件およびオファーによってプロモーションの仕組みが決まります。

つまり、適格かどうかはどのような動作で決定するか、どのようなタイプ

の割引が発生するか、および例外です。詳細は、この章の条件およ

びオファーのテンプレートを参照してください。 

優先度 プロモーションの優先度です。プロモーションは優先度の順序で適用

され、優先度の数値が小さいものから適用されます。プロモーション

はこのプロパティの値でソートされます。 

プロモーションの優先度はプロモーション・タイプの次に考慮されま

す。たとえば、他の品目割引プロモーションと比べて特定の品目割引

プロモーションがどのように適用されるかは指定できますが、出荷割

引と比べて品目割引が適用される順序は指定できません。 

摘要 プロモーションの説明です。 

プロモーション・アップセル 

使用可能 

プロモーションでプロモーション・アップセルを使用するかどうかを示

します。デフォルトは Trueです。 

プロモーション・アップセルでは、ユーザーがあと少しでプロモーショ

ン対象として適格になる場合に顧客にそのことを通知できます。たと

えば、あと 5ドル分購入すれば送料無料になることを顧客に伝える

ページを設定できます。 

プロモーション・アップセル プロモーション・アップセルが使用可能な場合、このプロモーションで

使用可能なアップセルをリストします。既存のプロモーションを編集す

る場合、アップセル・メッセージをクリックすると、そのプロモーション・

アップセルを編集できます。（プロモーション・アップセルのプロパティ

については、次の表を参照してください。） 

親フォルダ これはプロモーションを作成したフォルダにデフォルト設定されます。

プロモーションの保存先として別の既存フォルダを選択することも、新

しいフォルダを作成することもできます。 

使用可能 このプロモーションを適格オーダーとともに使用できるかどうかを示し

ます。デフォルトは Trueですが、「可用性」タブで設定した日付にもよ

ります。「使用可能」が Falseの場合、「可用性」タブの日付に関係な

く、プロモーションを使用することはできません。 

 

次の表では、プロモーション・アップセル・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

メッセージ（必須） アップセルがトリガーされたときに顧客に表示されるメッセージです。た

とえば、"あと少し"と表示されます。 
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プロパティ 説明  

条件（必須） アップセルによって顧客にプロンプト表示される条件です。たとえば、

Tシャツについて「3枚買うともう 1枚無料」というプロモーションがある

場合、次の条件でプロモーション・アップセルをトリガーする場合があり

ます。 

「オーダーに Tシャツ・カテゴリの製品が 2個含まれている場合」 

メディア プロモーション・アップセルに関連付けられているメディアです。 

製品アップセル（オプション） 近似性クオリファイア・メッセージの一部として使用できる製品のリスト

です。たとえば、旅行かばん類をプロモーションする場合、製品アップ

セル・リストにこれらの製品を追加して、顧客がもう少しでプロモーショ

ンを受けられそうになったときに製品ページ、Eメールまたは他の通信

で使用できます。 

注意: 条件およびオファーのテンプレート（「品目 Xの購入で品目 Y

を取得」など）内でプロモーション・アップセルを作成する場合は、この

フィールドは表示されません。これには「一般」タブでアクセスできま

す。 

 

条件およびオファーのテンプレート 

条件およびオファーのプロパティ・エディタは、「一般」タブに表示されます。プロモーションのタイプにより、

使用可能なテンプレートは異なります。たとえば、出荷プロモーションの一部として BOGOの条件およびオ

ファーのテンプレートを使用することはできません。 

これらは同じテンプレート・リストに表示されますが、購入時ギフト・プロモーションには他のテンプレートと共

有されない独自の機能がいくつかあるため、別途説明します。このプロモーション・タイプの詳細は、購入時

ギフト・プロモーションの作成を参照してください。 

「拡張条件およびオファー」を使用すると、テンプレートでカバーされていない独自のプロモーションを柔軟

に作成できます。テンプレートを基にした条件およびオファーを拡張条件およびオファーに変換できます。

ただし、拡張条件およびオファーをテンプレートに変換することはできません。拡張条件およびオファーの

文の作成を参照してください。 

購入時ギフト・プロモーションを除き、価格が$0.00の品目はプロモーションのターゲットにできません。 

条件文には、割引不可の製品および SKUを含めることができます。ただし、割引不可の製品または SKU

をオファーの文に含めると、警告が表示されます。購入時ギフト・プロモーションのギフトとして、割引不可の

製品を提供できます。 

割引不可の製品および SKUには、プロモーションによる割引が適用されません。割引不可の製品は、品

目およびオーダー・プロモーション・タイプにのみ影響します。出荷割引は割引不可の製品の影響を受けま

せん。割引不可の製品および SKUの作成方法の詳細は、製品の作成と管理および SKUの作成と管理を

参照してください。 

BOGO（1つの値段でもう 1つ取得） 

よく使用されているこのプロモーション・タイプでは、顧客が品目を 1つ購入したときに、類似品目 1つが割

引となります。顧客が特定のカテゴリの品目（靴など）を 1つ以上購入すると、そのカテゴリの 2つ目の品目

が割り引かれるというのが、よくある条件です。 
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最初に、条件パラメータを設定します。次の表では、条件プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入品目数 割引を受けるために購入する必要のある数量です。この数量は 1以上であ

る必要があります。 

購入品目 プロモーションを適用する購入を限定する場合は、プロモーションを受けら

れるカテゴリ、製品などを指定します。その他の条件を必要に応じて追加

し、AND（購入がすべての基準を満たす必要がある）または OR（購入が 1

つ以上の基準を満たす必要がある）形式で組み合せることが可能です。 

 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 
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プロパティ 説明  

割引品目数 従来の「1つの値段でもう 1つ取得」のプロモーションの場合は 1と入力しま

す。購入する品目ごとに、1つの品目が割り引かれます。ただし、割引は何

品目でも行うことができます。または「制限なし」を選択して、プロモーション

条件が満たされたらすべての品目にプロモーションが適用されるようにしま

す。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロ

モーションを適用するかを指定します。 

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品

目の価格を入力します。「割引タイプ」が「無料」の場合は、このフィールドを

使用不可にします。 

 

品目 Xの購入で品目 Yを取得 

このプロモーションでは、顧客が指定品目を購入したときに、指定した別の製品のセットが割り引かれます。 

最初に、条件パラメータを設定します。次の表では、条件プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入品目数 割引を受けるために購入する必要のある数量です。この数量は 1以上であ

る必要があります。 

購入品目 プロモーションを適用する購入を限定する場合は、プロモーションを受けら

れるカテゴリ、製品などを指定します。その他の条件を必要に応じて追加

し、AND（購入がすべての基準を満たす必要がある）または OR（購入が 1

つ以上の基準を満たす必要がある）形式で組み合せることが可能です。 

 

品目を条件から除外する（つまり、それらの品目では顧客がプロモーションを受けられないようにする）には、

「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引品目数 割引は何品目でも行うことができます。または「制限なし」を選択して、プロ

モーション条件が満たされたらすべての品目にプロモーションが適用される

ようにします。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロ

モーションを適用するかを指定します。 
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プロパティ 説明  

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品

目の価格を入力します。 

 

オファーから品目を除外する（つまり、顧客が割引を受けられないようにする）には、「除外品目」領域の「基

準の追加」ボタンをクリックします。 

指定時間枠内に購入すると品目割引を取得 

このプロモーションでは、顧客が指定期間内にオーダーを確定すると、特定の品目が割り引かれます。 

最初に、条件の開始日と終了日を指定します。このプロモーションの場合、これらのフィールドは使用開始

日と使用終了日に相当します。1つの日付セットを変更すると、他のセットも自動的に更新されます。 
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次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引品目数 割引は何品目でも行うことができます。または「制限なし」を選択して、プロ

モーション条件が満たされたらすべての品目にプロモーションが適用される

ようにします。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロ

モーションを適用するかを指定します。 

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品

目の価格を入力します。 

 

オファーから品目を除外する（つまり、顧客が割引を受けられないようにする）には、「除外品目」領域の「基

準の追加」ボタンをクリックします。 

品目割引の取得(製品、カテゴリ、ブランド別など) 

このプロモーションでは、特定の製品のセットが割り引かれます。製品のセットには、単一の品目、カテゴリ、

ブランドなどが含まれる場合があります。この割引の場合、品目の特定の数量のみに適用されるように指定

できますが、他の条件はありません。 

条件はすでにテンプレートで定義されているため、指定する必要があるのはオファーの詳細のみです。 

 

次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 
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プロパティ 説明  

割引品目数 割引を受けられる品目数を入力するか、「制限なし」を選択します。たとえ

ば、顧客が割引対象カテゴリで 6個の品目を購入する場合、そのうちの 5

個を割り引くように設定できます。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロ

モーションを適用するかを指定します。 

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品

目の価格を入力します。 

 

割引から品目を除外するには、「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。たとえば、特定の

ブランドを除くカテゴリの全品目が割り引かれるように設定できます。 

支払 Yで品目割引を取得 

このプロモーションでは、顧客が指定の金額分を購入したときに、特定の品目が割り引かれます。 

最初に、条件の「支払」のしきい値を指定します。 

 

オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。プロモーション・アップセルのセクション

は、プロモーションを初めて作成する段階にならないと、条件およびオファー・テンプレートに表示されませ

ん。プロモーション・アップセルを編集するには、「一般」タブの「プロモーション・アップセル」セクションを使

用します。 

次に、オファーを指定します。 
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次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引品目数 割引を受けられる品目数を入力するか、「制限なし」を選択します。たとえ

ば、顧客が割引対象カテゴリで 6個の品目を購入する場合、そのうちの 5

個を割り引くように設定できます。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロ

モーションを適用するかを指定します。 

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品

目の価格を入力します。 

 

割引から品目を除外するには、「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。たとえば、特定の

ブランドを除くカテゴリの全品目が割り引かれるように設定できます。 

Xでの Yの支払で品目割引を取得 

このプロモーションでは、顧客が指定の製品領域で指定の金額分を購入したときに、特定の品目が割り引

かれます。これは、Yの支払でオーダー割引を取得プロモーションとは異なります。顧客がプロモーションに

適格であるかどうかを判断するために、Yの支払プロモーションでは、オーダーで支払われる合計金額の
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みが考慮されますが、Xでの Yの支払では、ショッピング・カート内の個別の品目が調べられます。した

がって、2つのプロモーション・タイプの動作は同じではありません。 

最初に、条件の「支払」のしきい値と「支払」のオプションを指定します。「支払」基準は、カテゴリ、製品また

は特定の SKUにできます。より多くの基準を追加することによって、条件を絞り込むことができます。 

 

プロモーション基準が満たされると、「支払」基準によって定義された製品領域に当てはまる製品には割引

が適用されません。たとえば、「アクセサリでの$100の支払で、装飾用クッション 1個を$5割引」というプロ

モーションを作成するとします。装飾用クッションはアクセサリのサブカテゴリです。顧客が装飾用クッション

に$100を支払う場合、それらの装飾用クッションには$5の割引が適用されません。これは、適用されると、

顧客はプロモーションの元の資格を満たさなくなるためです。 

オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。「プロモーション・アップセル」セクション

は、プロモーションを初めて作成する段階にならないと、条件およびオファー・テンプレートに表示されませ

ん。プロモーション・アップセルを編集するには、「一般」タブの「プロモーション・アップセル」セクションを使

用します。 

次に、オファーを指定します。 
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次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引品目数 割引を受けられる品目数を入力するか、「制限なし」を選択します。たとえば、顧

客が割引対象カテゴリで 6個の品目を購入する場合、そのうちの 5個を割り引く

ように設定できます。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロモー

ションを適用するかを指定します。 

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品目

の価格を入力します。 

 

割引から品目を除外するには、「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。たとえば、特定の

ブランドを除くカテゴリの全品目が割り引かれるように設定できます。 

グループ割引の取得 

「グループ割引の取得」テンプレートでは、プロモーションのオファーとして使用できる品目のグループを定

義できます。品目のグループ全体に適用されている固定価格または割引を提供するプロモーションも作成

します。グループ割引は品目に制限されており、オーダーまたは出荷割引プロモーションに適用できません。 

品目のグループ内の製品または SKUに割引不可のフラグが付けられると、グループ割引は適用されず、

割引が付与されません。 
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常にグループ割引プロモーションが適用されるため、適格条件がなく、指定する必要があるのはオファーの

詳細のみです。 

 

上の図に表示されているように、複数の製品選択基準を使用して「グループ割引」プロモーションを設定し

ます。これにより、「グループ割引」プロモーションに複数の品目を追加できます。 

次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

数量 この特定のオファーが適用される品目数を指定します。「数量」は、各品目で 1

以上でなければなりません。「数量」を 0に設定することはできません。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロモー

ションを適用するかを選択できます。 
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プロパティ 説明  

一致 すべて一致は、基準に追加するすべての品目が一致する必要があることを示し

ます。いずれかに一致は、基準に追加されたいずれかの品目が一致することを

示します。 

品目の追加 このボタンを使用すると、追加の品目を追加できます。プロモーションに別の基

準が追加されます。全製品選択基準は包括的です。「-AND-」で示されます。  

割引タイプ このドロップダウン・メニューでは、「割引金額」、「割引率」または「固定グループ

価格」を選択できます。 

割引 割引の金額または割引率を入力します。「割引タイプ」が「固定グループ価格」

の場合、グループの価格を入力します。 

 

割引から品目を除外するには、「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。たとえば、特定の

ブランドを除くカテゴリの全品目が割り引かれるように設定できます。 

競合するターゲットの排除 

グループ割引を作成する場合、品目適格で発生する可能性がある競合を排除する必要があります。たとえ

ば、ユーザーが Lampカテゴリから品目を購入するときにアクティブ化されるグループ割引プロモーションを

作成します（Antique Table Lampまたは Traditional Bedside Lamp）。プロモーションは次のようになります。 

Buy 1 item from the Lamps Category 

-and- 

Buy 1 Antique Table Lamp OR Traditional Bedside Lamp 

顧客が「1 Antique Table Lamp」および「1 Classic Desk Lamp」をショッピング・カートに追加すると、グループ

割引は適用されません。これは、Antique Table Lampは「Buy 1 item from the Lamps Category」を満たして

いるが、Classic Desk Lampが「Buy 1 Antique Table Lamp OR Traditional Bedside Lamp」基準を満たして

いないためです。どの基準にどの品目を適用すべきかは識別できません。 

このような競合を排除するには、プロモーション基準を選択するときに、より詳細な情報を指定する必要があ

ります。次のようにプロモーションを定義するのが最適です。 

Buy 1 item from the Lamps Category 

Excluding Antique Table Lamp, Traditional Bedside Lamp 

-and- 

Buy 1 Antique Table Lamp OR Traditional Bedside Lamp 

このプロモーションにより、「Buy 1 item from the Lamps Category」基準から Antique Table Lamp と

Traditional Bedside Lampが除外され、第 2の基準で使用することが可能になります。 

段階的価格分岐 

段階的価格分岐では、顧客が複数の品目を購入する場合に、様々なレベルの割引を適用できます。条件

はすでにテンプレートで定義されているため、指定する必要があるのはオファーの詳細のみです。 

まず、割引を受けられる品目を選択します。 
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次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引品目 選択ボックスを使用して、割引を受けられる品目を特定します。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロモー

ションを適用するかを指定します。 

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

 

次に、段階を定義します。この項の前述の例では、2つの椅子を購入する顧客に 10%割引が適用されるなど、

段階を定義します。顧客が 4つの椅子を購入すると、すべての 4品目に対して 20%割引が適用されます。 

指定期間内に購入 

このプロモーションでは、指定期間内にオーダーを確定すると、オーダー全体に割引が適用されます。 

最初に、条件の開始日時と終了日時を指定します。これらの日付は、「可用性およびクーポン」タブで設定

されるプロモーション開始日およびプロモーション終了日と同じです。「換金可能期間」設定と失効日を使

用する場合、開始日と終了日を設定する必要はありません。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 
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プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 

 

Xを購入するとオーダー割引を取得 

このプロモーションでは、指定品目を購入すると、オーダー全体に割引が適用されます。 

最初に、条件パラメータを設定します。 

 

次の表では、条件プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入品目数 割引を受けるために購入する必要のある数量です。この数量は 1以上である必

要があります。 

購入品目 プロモーションを適用する購入を限定する場合は、プロモーションを受けられる

カテゴリ、製品などを指定します。その他の条件を必要に応じて追加し、AND

（購入がすべての基準を満たす必要がある）または OR（購入が 1つ以上の基

準を満たす必要がある）形式で組み合せることが可能です。 

 

品目を条件から除外する（つまり、それらの品目では顧客がプロモーションを受けられないようにする）には、

「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 
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オーダー割引の取得 

このプロモーションでは、オーダー全体に割引が適用されます。その他の条件は適用されないため、指定

する必要があるのはオファーの詳細のみです。 

 

次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 

 

Yの支払でオーダー割引を取得 

このプロモーションでは、指定の領域で指定の金額分を購入すると、オーダー全体に割引が適用されます。 

最初に、条件の「支払」のしきい値を指定します。 
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オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 

 

Xでの Yの支払でオーダー割引を取得 

このプロモーションでは、指定の製品領域で指定の金額分を購入すると、オーダー全体に割引が適用され

ます。 

最初に、条件の「支払」のしきい値と「支払」のオプションを指定します。「支払」は、カテゴリ、製品または特

定の SKUです。より多くの基準を条件に追加することによって、「支払」を絞り込むことができます。 
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オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 

 

段階的オーダー割引 

段階的価格分岐では、顧客が複数の品目を購入する場合に、様々なレベルの割引を適用できます。条件

はすでにテンプレートで定義されているため、指定する必要があるのはオファーの詳細のみです。 

まず、割引タイプを指定します。「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。次に、段階を定義します。 
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例では、10品目購入するとオーダー全体の 5%がオフになり、20品目購入すると 15%オフになります。 

期間内に購入すると出荷割引を取得 

このプロモーションでは、指定期間内にオーダーを確定すると、送料が割り引かれます。 

最初に、条件の開始日と終了日を指定します。このプロモーションの場合、これらのフィールドは使用開始

日と使用終了日に相当します。1つの日付セットを変更すると、他のセットも自動的に更新されます。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」または「割引率(%)」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 

 

Xを購入すると出荷割引を取得 

このプロモーションでは、指定品目を購入すると、送料が割り引かれます。 

最初に、条件パラメータを設定します。次の表では、条件プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入品目数 割引を受けるために購入する必要のある数量です。この数量は 1以上である必要

があります。 

購入品目 プロモーションを適用する購入を限定する場合は、プロモーションを受けられるカ

テゴリ、製品などを指定します。その他の条件を必要に応じて追加し、AND（購入

がすべての基準を満たす必要がある）または OR（購入が 1つ以上の基準を満た

す必要がある）形式で組み合せることが可能です。 
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品目を条件から除外する（つまり、それらの品目では顧客がプロモーションを受けられないようにする）には、

「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定出荷価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。「固定出荷価格」を選択した場合は、使用する出荷価格

を入力します。 

 

出荷割引の取得 

このプロモーションでは、その他の条件なしで、すべてのオーダーの送料が割り引かれます。オファーを指

定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定出荷価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。「固定出荷価格」を選択した場合は、使用する出荷価格を

入力します。 

 

Yの支払で出荷割引を取得 

このプロモーションでは、指定の金額分を購入すると、送料が割り引かれます。 

最初に、条件の「支払」のしきい値を指定します。オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・

アップセルを定義できます。これにより、顧客があと少しでプロモーション対象として適格になったときに、サ

イトでそのことを顧客に通知できます。アップセルはサイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込む

か、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。 

 



AT G  W e b  C o m m e r c e マーチャンダイジング・ガイド  

146  

1 9  -  プロモーションおよびクーポンの作成と管理  

Xでの Yの支払で出荷割引を取得 

このプロモーションでは、指定の製品領域で指定の金額分を購入すると、送料が割り引かれます。 

最初に、条件の「支払」のしきい値と「支払」のオプションを指定します。「支払」条件は、カテゴリ、製品また

は特定の SKUです。より多くの基準を追加することによって、「支払」条件を絞り込むことができます。 

オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。 

次に、オファーを指定します。 

 割引タイプ-「割引金額」、「割引率(%)」または「無料」を選択します。 

 割引-割引金額を入力します。 

「可用性およびクーポン」タブ 

プロモーションを構成するときには、プロモーションのライフサイクルを定義します。プロモーションの名前を

クリックして、プロモーションがアクティブで使用可能なときを決定するプロパティを更新します。 

注意: 可用性も「一般」タブの「使用可能」プロパティによって影響を受けます。プロモーションが使用不可に

されている場合、指定した使用可能期間内であっても、そのプロモーションは使用できません。 

次の表では、タブのプロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

プロモーション可用性 

（必須） 

すべての顧客がプロモーションを使用できるのか、クーポンまたはシナリ

オのみと使用できるのか、または登録された顧客が使用できるのかを指

定します。デフォルトは、「顧客による処理必須(任意のユーザー)」です。 

使用期間（オプション） プロモーションの使用期間を開始日と終了日で定義することも、顧客がプ

ロモーションを受信した時点から始まる期間として定義することもできま

す。使用期間のないプロモーションは、使用不可になるまで有効です。 

出荷グループ 

（出荷プロモーションのみ） 

プロモーションが顧客の出荷グループのすべてに適用されるのか、また

は最初の出荷グループのみに適用されるのかを指定します。たとえば、

送料無料をオファーするけれども、品目の出荷先が 3箇所ある場合は、

最初の出荷分のみが送料無料になります。 

クーポン（オプション） 「プロモーション可用性」で「顧客による処理必須」オプションのいずれか

を選択した場合にのみ、このオプションは表示されます。プロモーション

で使用できる既存のクーポンを指定するか、新しいクーポンを作成しま

す。 

2回以上顧客に付与 

（「顧客による…」のプロ

モーションで必須） 

1人の顧客にプロモーションを複数回適用できるかどうかを指定します。

デフォルトは、「いいえ」です。 
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プロパティ 説明  

1顧客当たりの最大使用

数 

（「顧客による…」のプロ

モーションで必須） 

プロモーションが許可された後、そのプロモーションを使用できるオー

ダー数を指定します。デフォルトは 1です。 

1オーダー当たりの 

最大使用数 

1オーダー当たりに使用できるクーポンの数を指定します。 

スタック・ルール スタック・ルールによって、一緒に使用できるプロモーションを制御できま

す。詳細は、スタック・ルールによるプロモーションの管理を参照してくだ

さい。プロモーション自体（このタブを使用）またはスタック・ルール・ア

セット・タイプを介して、プロモーションをスタック・ルールと関連付けるこ

とができます。「可用性およびクーポン」タブの「スタック・ルール」セクショ

ンを使用して、現在のプロモーションと一緒に使用できる、または使用で

きないプロモーションを指定することもできます。  

除外するプロモーション このプロパティでは、このプロモーションと一緒には使用できないプロ

モーションを指定できます。除外が機能するには、除外されるプロモー

ションが除外するプロモーションよりも低い優先度である必要がありま

す。詳細は、スタック・ルールによるプロモーションの管理を参照してくだ

さい。 

含めるプロモーション このプロパティでは、このプロモーションと一緒に使用できるプロモーショ

ンを指定できます。含めるよりも除外する方が常に優先されます。「除外

するプロモーション」またはスタック・ルールによってプロモーションが明

確に除外されると、別のルールまたは「含めるプロモーション」によって

再度含めることはできません。詳細は、スタック・ルールによるプロモー

ションの管理を参照してください。 

 

「サイト」タブ 

複数サイト環境では、「サイト」タブを使用して、特定のサイトで購入した品目のみにプロモーションが適用さ

れるように指定できます。たとえば、季節の品目を特集したサイトがある場合、そのサイトで販売された品目の

みにプロモーションを適用できます。「サイト」タブは、複数の登録サイトが構成されている場合にのみ使用で

きます。複数サイト機能の詳細は、『ATG Web Commerce Multisite Administration Guide』を参照してください。 

個々のサイト、サイト・グループまたはグループとサイトの組合せを選択できます。サイト・グループとそのグ

ループ内のサイトの両方を選択する場合、そのサイトが制限となることはありません。そのグループ内のす

べてのサイトがプロモーションに適格です。「サイト」タブで何も選択しない場合、プロモーションはすべての

サイトで有効です。 

サイト・メンバーシップを条件またはオファー基準の一部として「一般」タブで指定した場合、「サイト」タブで

選択したサイトまたはサイト・グループがその条件と競合しないようにする必要があります。条件またはオ

ファーが、プロモーションに対して有効ではないサイトに依存する場合、顧客はそのプロモーションに適格

になることはできません。 

また、「サイト」タブで、次のプロパティを設定できます。 

 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGMultisiteAdminGuide/html/index.html
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プロパティ 説明  

サイト制限 プロモーションがすべてのサイト（デフォルト）に適用されるか、指定するサイト

またはグループに制限されるかどうかを指定します。 

サイト プロモーションを使用できるサイトを選択します。 

サイト・グループ プロモーションを使用できるサイト・グループを選択します。 

 

注意: サイト制限を追加または削除する場合、「変更のレビュー」ダイアログに更新された「サイト」または「サ

イト・グループ」プロパティは表示されますが、「サイト制限」プロパティは表示されません。サイトの制限の変

更を元に戻すには、「サイト」または「サイト・グループ」プロパティをリストから選択します。詳細は、変更の確

認を参照してください。 

「カタログ・メディア」タブ 

「カタログ・メディア」タブでは、イメージとプロモーションを関連付けて製品ページ、Eメールおよびその他の

通信で表示できます。すべてのプロモーション・タイプには、サムネイル・イメージ、小イメージ、大イメージと

いった同じメディア・プロパティ・セットが備わっています。 

メディア・プロパティの作業の詳細は、メディア・アセットおよびフォルダの作成と管理を参照してください。 

拡張フィルタ 

「拡張」タブで、品目へのプロモーションの適用方法を制限するフィルタを構成できます。任意のプロモー

ション・タイプに適用できるフィルタと、品目タイプのプロモーションにのみ適用されるフィルタがあります。 

特定のショッピング・カートがプロモーションに適格であるかどうかを判別するときに、品目が考慮されるかど

うかが、拡張フィルタによって変更されます。フィルタ設定は、Commerceアプリケーションの一部として変更

できます（詳細は、ATG Web Commerce Programming Guideのクオリファイア・クラスを参照）。

Merchandisingによって Commerceアプリケーションの該当する設定が読み取られ、デフォルトとして使用さ

れます。個別のプロモーションについて、これらの設定を上書きできます。 

すべての拡張フィルタのデフォルト設定では、Commerceアプリケーションの設定が継承されます。フィルタ

の上書き設定を選択すると、その設定が Commerceアプリケーションでフィルタに対して行われる変更に関

係なく使用されます。 

注意: 拡張フィルタの設定は、プロモーションをインポートまたはエクスポートするときに含まれます。イン

ポートまたはエクスポート・ファイルで、値が空（null）であることは、Commerceアプリケーションの設定がフィ

ルタで使用されることを示します。 

条件文に適用されるフィルタについて、次の表で説明します。 

 

フィルタ名 説明  

割引済品目 

（任意のプロモーション） 

Trueの場合、任意のプロモーションによってすでに割引済の品目は、こ

のプロモーションのターゲットにできません。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPlatformProgGuide/html/index.html
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フィルタ名 説明  

割引済品目 

（現在のプロモーション） 

Trueの場合、現在のプロモーションによってすでに割引済の品目は、こ

のプロモーションのターゲットにできません。 

このフィルタは品目プロモーションにのみ適用され、オーダープロモー

ションまたは出荷プロモーションには使用できません。 

販売中の品目 Trueの場合、「販売中」プロパティが「はい」に設定されている品目は、こ

のプロモーションのターゲットにできません。 

価格がゼロの品目 Trueの場合、価格が$0.00の品目は、このプロモーションのターゲットに

できません。 

価格がマイナスの品目 Trueの場合、価格がマイナスの品目は、このプロモーションのターゲット

にできません。 

 

条件文に適用されるフィルタについて、次の表で説明します。 

 

フィルタ名 説明  

適格品目 Trueの場合、すでにいずれかのプロモーションのクオリファイアになっ

ている品目は、このプロモーションの適格対象として使用できません。 

割引済品目 

（任意のプロモーション） 

Trueの場合、いずれかのプロモーションによってすでに割り引かれて

いる品目は、このプロモーションの適格対象として使用できません。 

割引済品目 

（現在のプロモーション） 

Trueの場合、このプロモーションによってすでに割り引かれている品

目は、このプロモーションの適格対象として使用できません。 

販売中の品目 Trueの場合、「販売中」プロパティが「はい」に設定されている品目

は、このプロモーションの適格対象として使用できません。 

価格がゼロの品目 Trueの場合、価格が$0.00の品目は、このプロモーションの適格対象

として使用できません。 

価格がマイナスの品目 Trueの場合、価格が$0.00未満の品目は、このプロモーションの適格

対象として使用できません。 

プロモーション価格より低い

価格の品目 

固定価格プロモーションのみに適用されます。Trueの場合、品目の

価格がすでにプロモーション適用後の価格未満のときは、その品目

はこのプロモーションの適格対象として使用できません。 
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購入時ギフト・プロモーションの作成 
購入時ギフト・プロモーションは、顧客にオーダーの一部として無料の品目を付与できる特別なプロモー

ション・タイプです。 

無料ギフト基準は、次のアセット・タイプのうちのいずれかとして指定できます。 

 SKU 

 製品 

 カテゴリ 

 コンテンツ・グループ 

SKUバンドルはギフト品目として使用できません。 

顧客のオーダーが購入時ギフト・プロモーションに適格である場合は、次の 2つのうち、いずれかが発生し

ます。 

 カート内の品目がギフト品目基準を満たさず、かつプロモーションによってギフト選択の選

択肢が示されない場合、ギフト品目がカートに自動的に追加されます。プロモーションに

よって選択肢が示される場合、プレースホルダがカートに自動的に追加され、顧客はギフト

を後で選択できます。自動的に追加されるか選択するかに関係なく、これらのギフト品目は

他のプロモーションの適格対象として使用できません。 

 ギフト品目が顧客のカート内にすでにある場合、その品目は再度価格設定されて無料にな

ります。これらの手動で追加された品目は、他のプロモーションの適格対象として使用され

る可能性がありますが、再度価格設定された後は、そのように使用できなくなります。 

ギフトとして選択できる品目を複数提供する場合は、顧客がギフトを選択できる方法が含まれるようにストア

のページをコード化する必要があります。詳細および例は、『ATG Web Commerceストア設定ガイド』および

『ATG Web Commerce Reference Store Overview』を参照してください。 

顧客がオーダーを変更したためにプロモーションに適格でなくなった場合の動作は、「カートから自動削除

しますか?」設定を使用して、プロモーションごとに構成できます。「カートから自動削除しますか?」が「はい」

に設定されている場合、カートが適格でなくなったときに、カートに自動的に追加された（または、自動的に

提示されたオプションから選択した）ギフト品目は自動的に削除されます。「カートから自動削除しますか?」

が「いいえ」に設定されている場合、自動的に追加されたギフト品目は通常の価格で再度価格設定されま

す。 

カートに手動で追加された品目は、常に通常の価格で再度価格設定され、削除されることはありません。 

ギフト品目の削除および再追加 

顧客が無料ギフトに適格であり、ギフトがカートに追加されている場合、顧客はギフトを手動で削除できます

（顧客が無料の品目に関心がない場合など）。この場合は、カートがプロモーションに適格であっても、ギフ

ト品目およびプレースホルダは自動的に再追加されません。無料ギフトがカートから手動で削除されたが、

すでにカート内にある手動で追加されたその他の品目がギフト基準を満たしている場合は、残った品目が

再度価格設定されて無料になります。 

手動で削除されたギフト品目を手動で復活させることができます。他の品目がそのギフト品目のかわりとなっ

ていないかぎり、品目は再度価格設定されて無料になります。プロモーションに不適格にしたり、再度適格

にすることで、品目を再び追加することもできます。このことは、ショッピング・カートで情報を提供しないかぎ

り、顧客にとって理解しにくくなることがあります。 

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGCommStoreGuide/ATGCommStoreGuide.pdf
http://docs.oracle.com/cd/E52516_01/CRS.11-0-1/ATGCRSOverview/html/index.html
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購入時ギフトの条件およびオファーのテンプレート 

条件およびオファーのプロパティ・エディタは、「一般」タブに表示されます。他のプロモーション・タイプのテ

ンプレートの詳細は、条件およびオファーのテンプレートを参照してください。 

購入時ギフト・プロモーションは、次の 2つの方法で処理できます。 

 ギフト品目は購入不可能であり、価格は常に$0.00です。 

 ギフト品目は購入可能であり、価格がありますが、オーダーがプロモーションに適格である

場合は、割引によって無料になります。 

デフォルト構成では、購入時ギフト品目にはゼロではない価格があることが前提となります。購入時ギフト品

目の価格をゼロにする場合は、Qualifierの filterTargetForZeroPricesプロパティを Falseに設定

する必要があります。詳細は、『ATG Web Commerce Programming Guide』のクオリファイア・クラスを参照し

てください。価格がゼロの品目の数量を顧客が増やすことができないようにショッピング・カート・ページを

コード化する必要があり、ギフトではない価格がゼロの他の品目はプロモーションの適用時にフィルタ処理

されません。 

オーダーが購入時ギフトに適格となった品目を顧客が返品する場合、価格がゼロのギフト品目と価格がゼ

ロでないギフト品目の違いが重要になります。顧客がオーダーを確定して購入時ギフトを受け取る次のシナ

リオについて考えます。 

 ギフトの価格はゼロです。顧客が正規の価格の適格品目を返品し、ギフト品目を保持します。

このシナリオは、ギフト品目が少量のサンプルまたは通常は単独では返品不可の他の品目

であるときは許容できる場合がありますが、その品目が通常は購入可能であるときは許容で

きない場合があります。 

 ギフトの価格はゼロではありません。顧客が適格品目を返品します。オーダーはギフトに適

格でなくなくなり、再度価格設定されます。払戻または交換では、ギフト品目の実際の費用

が考慮されます。 

購入時ギフトを取得(GWP) 

このプロモーションでは、顧客が購入したときに無料ギフトが顧客に提供されます。「購入時に無料のキャン

ドルを 1本取得」などです。 

このプロモーションは、特定のショッピング・カートに 1回のみ適用できます。また、このテンプレートでは、ギ

フト品目がプロモーションのクオリファイアにもなることはありません。先ほどの例では、顧客のカートにキャン

ドルが 1つのみ入っている場合、そのキャンドルが再度価格設定されて無料になることはありません。ただ

し、顧客がギフトではない別の品目をカートに入れると、ギフトではない品目によってその顧客はプロモー

ションに適格となり、キャンドルは再度価格設定されて無料になります。 

オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入時ギフト 無料ギフト品目です。 

カートから自動削除

しますか? 

自動的にカートに追加されたギフト品目を、カートが適格ではなくなったときに

自動的に削除するかどうかを指定します。 

 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPlatformProgGuide/html/index.html
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品目 Xを購入すると GWPを取得 

このプロモーションでは、顧客が特定の品目を購入したときに無料ギフトが顧客に提供されます。「靴を購

入すると無料の靴下 1パックを取得」などです。 

このプロモーションは、特定のショッピング・カートに 1回のみ適用できます。顧客が適格品目を 2つ追加し

た場合でも、受け取るギフト品目は 1つのみです。 

また、このテンプレートでは、ギフト品目がプロモーションのクオリファイアになることもできません。たとえば、

任意の手袋の購入でブランド Xの手袋を 1双無料で提供するプロモーションを設定できます。顧客がブラ

ンド Xの手袋をカートに追加した場合、無料の品目は適格対象として使用できないため、プロモーションに

適格となりません。（1つ購入すると 1つ取得プロモーション・タイプを設定する場合は、「1つ購入すると 1

つ取得(BOGO)」テンプレートを参照してください。）顧客が別のブランドの手袋を追加した場合は、ブランド

Xのプロモーションに適格となります。 

最初に、条件パラメータを設定します。次の表では、条件プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入品目数 ギフト品目を受け取るために購入する必要のある数量です。この数量は 1以

上である必要があります。 

購入品目 プロモーションを適用する購入を限定する場合は、プロモーションを受けられ

るアセットを指定します。その他の条件を必要に応じて追加し、AND（購入が

すべての基準を満たす必要がある）または OR（購入が 1つ以上の基準を満

たす必要がある）形式で組み合せることが可能です。 

 

品目を条件から除外する（つまり、それらの品目では顧客がプロモーションを受けられないようにする）には、

「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入時ギフト 無料ギフト品目です。 

カートから自動削除

しますか? 

自動的にカートに追加されたギフト品目を、カートが適格ではなくなったときに

自動的に削除するかどうかを指定します。 

 

Yの支払で GWPを取得 

このプロモーションでは、顧客が指定の金額を支払ったときに無料ギフトが顧客に提供されます。「$50の支

払で無料の映画チケットを 1枚取得」などです。このプロモーションは、オーダー全体ではなくショッピング・

カート内の個別の品目が調べられるという点で、Yでの Xの支払プロモーションのように動作します。ギフト

と識別された製品は、Yの支払合計に加算されません。 

このプロモーションは、特定のショッピング・カートに 1回のみ適用できます。顧客が適格品目を 2つ追加し

た場合でも、受け取るギフト品目は 1つのみです。 

最初に、条件の「支払」のしきい値を指定します。 
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オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。プロモーション・アップセルのセクションは、

プロモーションを初めて作成する段階にならないと、条件およびオファー・テンプレートに表示されません。プ

ロモーション・アップセルを編集するには、「一般」タブの「プロモーション・アップセル」セクションを使用します。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入時ギフト 無料ギフト品目です。 

カートから自動削除

しますか? 

自動的にカートに追加されたギフト品目を、カートが適格ではなくなったときに

自動的に削除するかどうかを指定します。 
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Xでの Yの支払で GWPを取得 

このプロモーションでは、顧客が指定の製品グループで指定の金額を支払ったときに無料ギフトが顧客に

提供されます。「ホーム・アクセント・カテゴリでの$300の支払で、無料のラグ・マットを 1枚取得」などです。 

このプロモーションは、特定のショッピング・カートに 1回のみ適用できます。顧客が適格品目を 2つ追加し

た場合でも、受け取るギフト品目は 1つのみです。また、このテンプレートでは、ギフト品目がプロモーション

のクオリファイアになることもできません。 

たとえば、ホーム・アクセントで$200支払った顧客が特定のランプを受け取るプロモーションを設定します。

顧客は、そのランプを含め、品目をカートに追加します。カートの合計は$200ですが、ランプはプロモーショ

ンのターゲットであるため除かれます。顧客がプロモーションに適格となるには、他の品目を追加する必要

があり、プロモーションに適格になると、ランプは再度価格設定されて無料になります。 

最初に、条件の「支払」のしきい値と「支払」のオプションを指定します。「支払」は、カテゴリ、製品または特

定の SKUです。より多くの基準を条件に追加することによって、「支払」を絞り込むことができます。 

オプションとして、そのプロモーションのプロモーション・アップセルを定義できます。これにより、顧客があと

少しでプロモーション対象として適格になったときに、サイトでそのことを顧客に通知できます。アップセルは

サイトに自動的に表示されないため、JSPに組み込むか、顧客にアクティブに提示する必要がある点に留

意してください。 

プロモーション・アップセルを条件およびオファーの一部として指定する場合でも、「一般」タブの「プロモー

ション・アップセル」の部分でその他のアップセルを指定できます。 

品目を条件から除外する（つまり、それらの品目では顧客がプロモーションを受けられないようにする）には、

「除外品目」領域の「基準の追加」ボタンをクリックします。 

次に、オファーを指定します。次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

購入時ギフト 無料ギフト品目です。 

カートから自動削除

しますか? 

自動的にカートに追加されたギフト品目を、カートが適格ではなくなったときに

自動的に削除するかどうかを指定します。 

 

拡張条件およびオファーの文の作成 
拡張条件およびオファーは、品目、オーダーまたは出荷のプロモーションの一部として使用できる数式のよう

なものです。プロパティがあらかじめ選択されたテンプレートを提供するのではなく、拡張条件およびオファー

の文では、プロモーションに必要な条件およびオファー基準をどのようにでも組み合せることができます。 

文を作成するには、項目タイプ（Productなど）を選択し、演算子および一致する値を選択します。カッコ、

ANDおよび OR結合を使用して、文を論理的にグループ化できます。拡張条件およびオファーの文の最

後の部分は Endである必要があります。 

テンプレートを使用してプロモーションを開始し、拡張条件およびオファーに変換できます。変換後のプロ

モーションでも設定済の基準が維持され、さらにテンプレートに含まれていない内容を追加できます。 

拡張プロモーションを作成するには 
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1. 新しい品目、オーダーまたは送料のプロモーションを通常どおりに作成します。 

2. 「条件およびオファー」セクションをクリックしてアクティブ化します。 

3. 「追加」をクリックします。 

4. 「拡張条件およびオファーの作成」をクリックします。 

5. プロモーションの条件を作成します。 

 

その品目が、顧客をプロモーションに適格とする条件になると同時に、プロモーションのター

ゲットでもあることが可能かどうかを指定します。 

ANDおよび OR リンクを使用して、プロモーションに必要な数の文を結合できます。 

注意: また、プロモーションのクオリファイア品目とターゲット品目が重なる場合で、「クオリ

ファイア品目の割引なし」を選択した場合、プロモーションで予期しない動作が発生する場

合があります。たとえば、「帽子 1個の購入で、アクセサリ・カテゴリからギフトを 1個取得」と

いうプロモーションを作成する場合があります。顧客が帽子 1個をカートに追加します。帽

子はアクセサリ・カテゴリに属しているため、適格品目として考慮されず、ギフトはカートに追

加されません。顧客が手袋を追加した場合は、これがターゲットとして扱われ、帽子はクオリ

ファイアです。手袋は無料として再度価格設定されます。 

ドロップダウン矢印をクリックして、Always、Whenおよび For Nextのオプションが列挙され

たリストを表示します。 

 Alwaysは、このプロモーションをユーザーが受けるのに満たす条件がないことを

示します。 

 Whenを選択すると、一連の条件が文として表示されます。ルールに表示されてい

る項目は、ドロップダウン・メニューの最初の項目であり、このメニューから別の項目

を選択することが可能です。場合によっては、項目は空になっていて、リポジトリ項

目を選択するか、テキストを入力して項目を埋めます。 

 For Nextは、プロモーションを適用するために満たす必要がある基準があることを

示します。Everyまたは Up Toのオプションが表示されます。このオプションでは、

プロモーションを実行する必要があるかどうかをシステムが確認する回数を示しま

す。たとえば、3枚の Tシャツのオーダーがある場合、For Nextおよび Everyを示

すプロモーションを作成し、Tシャツの 10%割引を作成します。各 Tシャツが 10%

割引になります。For Nextおよび Up To 2 Maximumを示すプロモーションを作成

する場合、3枚の Tシャツのうち 2枚のみが割引になります。 
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条件句を「When」で始める場合、指定品目を、他のプロモーションの適格対象として使用す

ることもできます。条件句を「For」で始める場合は、品目を他のプロモーションの適格対象と

して使用することはできません。 

また、条件句が「order contains only」に基づいており、かつ、クオリファイア品目が前に除外

された場合に、空のカートがプロモーションに適格になる可能性もあります。クオリファイア品

目は、前に適用されたプロモーションによって、または「クオリファイア品目の割引なし」制約

のために、除外される場合があります。 

警告: 購入時ギフト・プロモーションを作成する場合、明確に除外しないかぎり、ターゲット・

ギフト品目を、それ自体のプロモーションに適格にできることに注意してください。出荷時の

購入時ギフト・テンプレートではこれは回避されますが、拡張条件を作成する場合は発生す

る可能性があります。購入時ギフトには常に For条件を使用します。 

割引ルールには、カッコを使用して操作の順序を指定する複合文および文を組み込むこと

ができます。ルール・ウィザードにより、カッコが自動的に挿入されて、項目が語句に編成さ

れることがあります。 

ほとんどのルールの終わりには、カッコがあります。新しい語句をルールに加える場合は、

最後の要素をクリックして、andまたは orのいずれかを選択します。 

6. プロモーションの適格対象として使用される品目が割引を適用されないようにする場合は、

「クオリファイア品目の割引なし」ボックスを選択します。 

7. プロモーションのオファーを作成します。オファー・オプションは、プロモーションのタイプに

よって異なります。次のいずれかまたはすべてを設定します。 

 

次の表では、オファー・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

オファー・タイプ 「標準」、「段階的」または「購入時ギフト」を選択します。  

割引品目 割引を受けられる品目を特定する、条件文のようなルールを作成します。 

割引適用先 オーダー内の最低価格品目または最高価格品目のどちらに最初にプロモー

ションを適用するかを指定します。 
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プロパティ 説明  

割引タイプ 「割引金額」、「割引率(%)」、「固定品目価格」または「無料」を選択します。 

割引 割引金額を入力します。または「割引タイプ」が「固定品目価格」の場合は品

目の価格を入力します。 

購入時ギフト 購入時ギフト・プロモーションを作成する場合、ギフト品目を指定します。ギフト

品目を 1つ指定した場合は、カートがプロモーションに適格になると、その品

目が顧客のカートに自動的に追加されます。選択可能なギフトを複数指定し

た場合は、顧客にすべてのギフトが提示されます。  

カートから自動削除

しますか? 

購入時ギフト・プロモーションを作成する場合、自動的にカートに追加された

ギフト品目を、カートが適格ではなくなったときに自動的に削除するかどうかを

指定します。 

 

注意: 独自のテンプレートを作成したか、PMDLを手動で編集する場合は、PMDL構文に準拠しない条件

およびオファーを作成できます。無効な PMDLのあるプロモーションを表示しようとすると、エラーを含んだ

RAW PMDLが表示されます。 

エラーのあるルールは編集可能な形で表示できません。ただし、PMDLを表示することで、問題を特定でき

る場合があります。エラーが発生した場合は、管理者が PMDLをリポジトリから抽出して、エラーを手動で修

正できます。 

プロモーションでのクーポンの使用 
プロモーションの「可用性およびクーポン」タブを使用してクーポンを作成できます。あるいはクーポンを個

別に作成し、クーポンかプロモーションのいずれかを介して後でプロモーションにリンクすることもできます。 

クーポン・フォルダの作成 

クーポン・フォルダは、クーポンの編成に使用されます。新しいクーポン・フォルダを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、Merchandisingにナビゲートします。 

2. 「プロモーションおよびクーポン」を選択します。 

3. 「クーポン」を選択します。 

4. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「クーポン・フォルダ」を選択します。 

 

5. 「名前」テキスト・ボックスにクーポン・フォルダの名前を入力します（必須）。 
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6. 詳細ペイン右上の「親の選択」および「消去」ボタンを使用して、親を追加、置換または削除

することで、階層内のフォルダの場所を指定します。「親の選択」の横にアセット名が表示さ

れている場合は、親はあらかじめ選択されています。 

 「親の選択」をクリックして親を追加または置換し、「項目の選択」ダイアログ・ボック

スがオープンしたら、目的の親の横にあるラジオ・ボタンをクリックします。「OK」を

クリックします。 

 親を削除するには、「親の選択」の横にある「消去」をクリックします。親のないクー

ポン・フォルダは、クーポン階層のトップレベルに位置しています。 

7. 「作成」をクリックします。 

 

詳細ペインには「一般」タブがあり、クーポン・フォルダのプロパティが表示されます。 

独立型クーポンの作成 

新しいクーポンを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、Merchandisingにナビゲートします。 

2. 「プロモーションおよびクーポン」を選択します。 

3. 「クーポン」を選択します。 

4. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「クーポン」を選択します。 

5. 詳細ペインのフィールドを入力します。 

6. 「作成」をクリックします。 

次の表では、クーポン・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

クーポン・コード（必須） クーポン・コードは、顧客がクーポンを引き換えるときに使用します。

クーポン・コードは自動的に生成されます（上に例を示します）。コード

は、顧客にわかりやすいように変更できます。たとえば、休日オーダー

の送料無料クーポンの場合は、「休日送料無料」とします。ただし、

クーポンの作成後にコードを編集することはできません。クーポン・

コードは大文字小文字が区別されます。 

クーポン名（オプション） クーポンの表示名を指定できます。表示名を指定しない場合、関連す

るプロモーションの表示名が使用されます。 
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プロパティ 説明  

開始日および終了日 クーポンが特定期間中のみ有効な場合は、その期間を定義する開始

日と終了日を入力します。 

使用 クーポンを使用できる回数です。  

親フォルダ（オプション） クーポンを現在の場所から移動する場合は、別の親フォルダを選択す

るか、新しいフォルダを作成できます。 

プロモーション（オプション） 1つ以上の既存のプロモーションを選択するか、このクーポンを関連

付ける新しいプロモーションを作成します。クーポンの作成時にプロ

モーションに関連付ける必要はありません。ただし、クーポンを顧客に

配布するために、クーポンを 1つ以上のプロモーションに関連付ける

必要があります。 

プロモーション・サイトで 

引換可能 

複数サイト機能を使用している場合、クーポンがすべてのサイトで引換

可能か、またはクーポンが関連付けられたプロモーションが接続され

ているサイトのみで引換可能かを指定します（「サイト」タブを参照）。 

クーポンがすべてのサイトで換金可能でも、関連付けられたプロモー

ションが特定のサイトにリンクされている場合、プロモーションが価格設

定中に適用されるようにするには、顧客はそのサイトでオーダーを

チェックアウトする必要があります。 

 

プロモーションへのクーポンの追加 

クーポンをプロモーションに追加する方法は 2つあります。 

 「クーポン」の「一般」タブで、既存のプロモーションを選択するか、クーポンを関連付ける新

しいプロモーションを作成します。 

 「プロモーション」の「可用性およびクーポン」タブで、既存のクーポンを選択するか、プロ

モーションを関連付ける新しいクーポンを作成します。 

表示名をクリックして、どちらを開始するかに応じてプロモーションまたはクーポンの詳細を表示または編集

します。 

クーポン・バッチの作成 

クーポン・バッチを使用すると、クーポンの使用をターゲット設定およびモニターするために、使用限度およ

びランダムに生成されるクーポン・コードが付いた、大量のクーポンを作成できます。 

新しいクーポン・バッチを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、Merchandisingにナビゲートします。 

2. 「プロモーションおよびクーポン」を選択します。 

3. 「クーポン」を選択します。 

4. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「クーポン・バッチ」を選択します。 

5. 詳細ペインのフィールドを入力します。 

6. 「作成」をクリックします。 
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次の表では、クーポン・バッチ・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

クーポン・コード(プリフィクス) 

（必須） 

クーポン・バッチでは、クーポン・コードは識別のためのプリフィク

スとして使用されます。クーポン・コードは、顧客がクーポンを要

求するときに、ランダムに生成されるクーポン番号および検証

コードとともに使用されます。 

クーポンが生成された後は、この値は編集できません。 

クーポン数（必須） バッチの一部として生成されるクーポンの数です。クーポンが生

成された後は、既存のバッチに追加できません。 

クーポン名（必須） クーポンの名前です。 

開始日および終了日（オプション） クーポンが特定期間中のみ有効な場合は、使用可能期間の開

始と終了を入力します。 

クーポン使用限度（オプション） バッチ内の各クーポンを使用できる回数です。デフォルト設定は

1です。  

親フォルダ（オプション） クーポンを現在の場所から移動する場合は、別の親フォルダを

選択するか、新しいフォルダを作成できます。 

プロモーション（オプション） 1つ以上の既存のプロモーションを選択するか、このクーポンを

関連付ける新しいプロモーションを作成します。クーポンの作成

時にプロモーションに関連付ける必要はありません。ただし、クー

ポンを顧客に配布するために、クーポンを 1つ以上のプロモー

ションに関連付ける必要があります。 

引換可能サイト 複数サイト機能を使用している場合、クーポンがすべてのサイト

で引換可能か、またはクーポンが関連付けられたプロモーション

が接続されているサイトのみで引換可能かを指定します（「サイ

ト」タブを参照）。 

 

クーポン・バッチの表示およびエクスポート 

クーポン・バッチを CSVまたは XLS形式にエクスポートすることによって、バッチ内のクーポンに関する情

報を表示できます。クーポン・バッチを表示およびエクスポートするには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、Merchandisingにナビゲートします。 

2. 「プロモーションおよびクーポン」を選択します。 

3. 「クーポン」を選択します。 

4. バッチ・クーポン項目を選択します。クーポン・バッチの「引換率」が「一般」タブに表示され

ます。 

5. 「クーポンのプレビューおよびエクスポート」をクリックします。 

6. エクスポートするクーポン・プロパティを選択します。「プレビュー」をクリックしてプロパティと

データを表示します。 
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7. エクスポート形式として「Excel」または「CSV」を選択します。Excelのバージョンによっては、

ファイルごとのデータ行数が制限されます。 

8. 「エクスポート」をクリックします。Webブラウザのプロンプトに従ってファイルをオープンまた

は保存します。 

プロモーションのソート 
Merchandisingには、アセットをソートするための標準ユーザー・インタフェースがあります。アセットをソート

する基準となるプロパティはアセットによって異なります。プロモーションはタイプまたはフォルダ別にソート

できます。 

さらに、名前、ID、開始日または終了日別にソートできます。プロモーションをタイプ別（品目、出荷または

オーダー割引）にソートする場合は、さらに優先度別にソートするオプションがあります。 

スタック・ルールによるプロモーションの管理 
スタック・ルールを使用すると、顧客が複数のプロモーションの相乗効果を予定外に利用することを回避で

きます。（クーポン・バッチは、対象を絞る必要のあるプロモーションを顧客が広めないようにするための、別

の方法となります。詳細は、クーポン・バッチの作成を参照してください。） 

スタック・ルールのユーザー・インタフェースは、次の 2つの部分で構成されます。 

 スタック・ルール・アセット・タイプでは、プロモーションのグループを定義できます。それを他

のグループと組み合せたり、他のグループと一緒に使用されないようにすることができます。

また、1つのオーダーに対して適用できるグループ内のプロモーションの数を指定すること

もできます。 

 プロモーション・アセット・タイプでは、個別のプロモーションを他のプロモーションと一緒に

使用可能として、または他のプロモーションと一緒に使用されないように指定できます。 

プロモーションは常に、品目割引、オーダー割引、出荷割引の順に適用されます。したがって、スタック・

ルールの組合せまたはプロモーションの包含および除外を使用しているかどうかに関係なく、次のことが適

用されます。 

 品目割引は、オーダー割引と出荷割引の両方を除外できます。 

 オーダー割引は、品目割引を除外できません。 

 出荷割引は、品目割引またはオーダー割引を除外できません。 

次に続く項では、スタック・ルールおよびプロモーションの包含および除外を使用する方法について説明し

ます。 

スタック・ルールの機能 

各スタック・ルール・アセットには、グループとして扱う 1つ以上のプロモーションが含まれています。ルール

の目的は、単純な組合せ手法を防ぐことです。たとえば、顧客が BOGOオファーと購入時ギフト・オファー

を組み合せることがないようにします。それぞれのスタック・ルールを実装する前にそれらの背後にあるビジ

ネス・ロジックが明確で十分に理解されており、各ルールが本当に必要であることを確認します。 
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各プロモーションは、1つのスタック・ルールにのみ関連付けることができます。各スタック・ルールには、「1

スタック・ルール当たりの最大プロモーション数」プロパティで設定された数までの任意の数のプロモーショ

ンを含めることができます。スタック・ルール内では、プロモーションはプロモーションの優先度に従ってオー

ダーに適用されます（「優先度」プロパティの詳細は、この章のプロモーションの作成を参照）。 

スタック・ルールには次の動作があります。 

 オーダーが複数のプロモーションに適格となり、かつ、それらのプロモーションが相互排他

のスタック・ルールにリンクされている場合は、優先度の最も高いプロモーションが適用され、

その他のすべてのプロモーションはスキップされます。 

 スタック・ルール Xがスタック・ルール Yと組合せ可能ではないと指定した場合、Yを X と組

み合せることはできません。1つのスタック・ルールで組合せリストを変更すると、影響するス

タック・ルールは自動的に更新されます。 

 現在のスタック・ルールと一緒に使用されないスタック・ルールにリンクされたプロモーション

は、適用できません。 

包含プロモーションと除外プロモーションの使用 

スタック・ルールを使用する以外に、マーチャンダイザは包含および除外動作を「プロモーション」アセット・

タイプの「可用性およびクーポン」タブで指定できます。これらの設定によって、スタック・ルールで許可され

た組合せは上書きされるため、必要に応じてそれらのルールの例外を作成できます。 

重要: プロモーションが厳密にいつ適用されるかについて混乱しないように、包含および除外の例外はあま

り使用しないようにします。 

「除外するプロモーション」コレクション・エディタでは、（スタック・ルールの除外に加えて）現在のプロモー

ションと組み合せることができないプロモーションを個別に定義できます。たとえば、プロモーション Aがス

タック・ルール 1に含まれています。スタック・ルール 1はスタック・ルール 2と組み合されており、スタック・

ルール 2にはプロモーション Bが含まれています。プロモーション Aと Bは一緒に使用しないため、プロ

モーション Bをプロモーション Aの「除外するプロモーション」リストに追加します。 

「含めるプロモーション」コレクション・エディタでは、同様の上書きを逆の方法で行うことができます。たとえ

ば、プロモーション Cがスタック・ルール 3に含まれています。スタック・ルール 3はスタック・ルール 4と組

み合されておらず、スタック・ルール 4にはプロモーション Dが含まれています。プロモーション Cと Dは一

緒に使用するため、プロモーション Dをプロモーション Cの「含めるプロモーション」リストに追加します。 

あるプロモーションがすでにオーダーに適用されていて、そのプロモーションによって別のプロモーションが

除外される場合、除外されるプロモーションを、価格設定プロセスで後で適用されるプロモーションによって

再度含めることはできません。 

スタック・ルールの作成 

新しいスタック・ルールを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、Merchandisingにナビゲートします。 

2. 「プロモーションおよびクーポン」を選択します。 

3. 「スタック・ルール」を選択します。 

4. ツールバーの「作成」ボタンをクリックして、「カタログ・フォルダ」を選択します。 

5. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。「名前」フィールドのみが必須です。 

6. 「作成」をクリックします。 
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次の表では、ルール・プロパティについて説明します。 

 

プロパティ 説明  

名前 スタック・ルールの名前です。 

1スタック・ルール当たり

の最大プロモーション数 

このスタック・ルールを使用して組み合せることができる最大プロモーショ

ン数です。 

スタック・ルールの組合せ 現在のルールと一緒に使用できる追加のスタック・ルールを指定します。  

 

1. 含めるプロモーションを「プロモーション」タブで指定します。 

2. 詳細ペイン下部の「作成」ボタンをクリックします。 
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20 価格表の作成と管理 

「価格表」では、特定の価格セットを特定の顧客グループを対象に設定できます。通常、価格は基本価格

表で定義され、他の価格表によって継承されます。そのため、価格表の階層を作成し、継承値を上書きす

る場合にのみ価格を変更できます。たとえば、ノースリーブ・ポロシャツ製品の価格が$19.99として定義され

ているとします。その価格を明示的に上書きするまで、すべてのノースリーブ・ポロシャツの SKUで$19.99

の価格が継承されます。たとえば、1週間の販売イベントの間、白いノースリーブ・ポロシャツの全 SKUの価

格を下げることができます。 

価格表は、Merchandisingの「価格表」ビューで管理します。 

価格表の基本 
次に、Merchandisingで価格表を扱う場合に理解しておく必要のある重要な用語をいくつか示します。 

 基本価格表: 現在のまたは新しい価格表が価格の値を継承する価格表です。 

 SKU価格設定: 製品または SKUカタログ・ページを使用して SKUに定価および任意の販

売価格を割り当てるシンプルな価格設定方法です。SKU価格は価格表から独立していま

すが、サイトで SKU価格設定モデルが許可されている場合は、これら 2つの価格設定方法

を併用できます。SKU価格設定の詳細は、SKUの作成と管理を参照してください。 

 数量価格設定: 購入された数量に基づいて製品の価格を設定します。価格表では、一括

価格設定と段階的価格設定の 2つの一般的な数量価格設定モデルがサポートされていま

す。一括価格設定では、オーダーされた最小数量に基づいて製品の価格を計算します。段

階的価格設定では、様々な製品レベルで固定数量または重量を使用して、製品の価格を

計算します。詳細は、数量価格設定の定義を参照してください。 

開始前に 

この章では、Merchandisingの「価格表」ビューで実行できる価格表の作成タスクと管理タスクについて説明

します。Merchandisingでは、価格表へのデフォルト・レベルのアクセス権が各ユーザー・ロールに割り当て

られます。たとえば、デフォルトでは、EPub-Adminロールのユーザーは価格表フォルダを作成できますが、

EPub-Userロールのユーザーは作成できません。「価格表」ビューでタスクを実行しようとして、次に示すよう

なエラーが表示された場合は、管理者に問い合せてください。 
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この章で説明するタスクの他に、個々の製品および SKUをMerchandisingで扱いながら次の価格表タスク

も実行できます。 

 製品の価格の変更。詳細は、製品の作成と管理を参照してください。 

 全 SKUの価格の変更。詳細は、SKUの作成と管理を参照してください。 

既存の価格表の表示 
Merchandisingで既存の価格表を表示するには、次の手順に従ってください。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」または「価格表

およびフォルダ」を表示します。 

2. （オプション）「価格表およびフォルダ」ビューで作業を行う場合は、ナビゲーション・ペインで

フォルダをオープンします。 

3. ナビゲーション・ペインで、表示する価格表を選択します。 

4. 「一般」タブをクリックして、価格表の基本情報を表示します。このタブの詳細は、価格表プロ

パティを参照してください。 

5. 「価格表」タブをクリックして、製品、SKUおよび価格のリストを表示します。 

6. 「表示」メニューから次のいずれかのオプションを選択して、「リスト」をクリックします。 

 「製品」には、価格表の全製品とその価格のリストが表示されます。 

 「製品 SKUおよびサブ SKU」には、すべての製品、関連する SKUおよびその価

格のリストが表示されます。 

 「SKU」には、価格表の全 SKUとその価格のリストが表示されます。 

リストをフィルタ処理する場合は、「製品は次から開始」または「SKUは次から開始」ボックス

にテキストを入力するか貼り付けて、「リスト」をクリックします。 

注意: 管理者がMerchandisingを構成した方法によっては、「表示」メニューに 3つすべて

のオプションが表示されない場合があります。 
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価格表および価格表フォルダの作成 
価格表の階層を作成する際は、他の価格表によって継承される基本価格表から開始してください。そうする

ことで、他の価格表に対して価格を指定するのは、基本価格表のデフォルト値を上書きするときのみで済み

ます。 

価格表の作成と削除に使用できるビューは 2つあります。管理者によるMerchandisingの構成によっては、

両方とも表示されない場合があります。 

 「価格表」ビューでは、価格表の継承関係を反映した、価格表のツリーが編成されています。

価格表の上位およびネストされた状態で表示されている基本価格表は、その子価格表です。 

 「価格表およびフォルダ」ビューでは、作成したフォルダ内で価格表が編成されています。

価格表をフォルダに追加しない場合は、階層のトップレベルでアルファベット順に表示され

ます。このビューを使用する場合、最初にフォルダ構造を作成してから、この構造内で価格

表を作成することをお薦めします。 

価格表フォルダは価格表の編成に役立ちますが、フォルダ階層は、価格表の継承をコント

ロールする親子階層を表すものではありません。価格が継承される基本価格表を表示する

には、詳細ペインでその価格表の「一般」タブを表示します。詳細は、既存の価格表の表示

を参照してください。 

価格表フォルダの作成 

価格表フォルダを作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表およびフォルダ」

を表示します。 

既存の価格表とフォルダがナビゲーション・ペインに表示されます。 

2. （オプション）サブフォルダを作成する場合は、ナビゲーション・ペインで親フォルダを選択し

ます。 

3. ツールバーで「作成」をクリックし、「価格表フォルダ」を選択します。 
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4. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは「名前」のみです。 

5. 親フォルダを追加、置換または削除して、フォルダ・ツリー内の価格表フォルダの場所を指

定します。フォルダ名が「親の選択」の横に表示されている場合、親はあらかじめ選択されて

います。 

 「親の選択」をクリックし、表示されたダイアログ・ボックスで親フォルダを選択するこ

とで、親フォルダを追加または置換します。「OK」をクリックして、ダイアログ・ボック

スをクローズします。 

 「消去」をクリックして、親フォルダを削除します。 

6. 「作成」をクリックします。 

親フォルダを指定していない場合、この項目が親/子階層に表示されないことを伝えるメッ

セージが表示されます。「OK」をクリックすると、項目がトップレベルで作成されます。「取消」

をクリックすると、手順 5に戻って親フォルダを指定できます。 

新しい価格表フォルダが指定の場所に表示されます。親フォルダを指定していない場合、

新しいフォルダがトップレベルで作成されます。 

価格表の作成 

価格表を作成するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」または「価格表

およびフォルダ」を表示します。 

2. （オプション）「価格表およびフォルダ」ビューで作業を行う場合は、ナビゲーション・ペインで

フォルダを選択します。 

3. ツールバーで「作成」をクリックし、「価格表」を選択します。 

4. 詳細ペインのプロパティ・フィールドに入力します。必須フィールドは、「名前」と「ロケール」

のみです。 

5. 新しい価格表の価格を他の価格表から継承させる場合は、「基本価格表」プロパティの横の

「編集」をクリックします。「項目の選択」ダイアログ・ボックスがオープンしたら、価格表にナビ

ゲートして選択し、「OK」をクリックします。 

6. 「価格表およびフォルダ」で作業をしている場合は、親フォルダを追加、置換または削除す

ることで、フォルダ・ツリー内の価格表の場所を指定します。フォルダ名が「親の選択」の横

に表示されている場合、親はあらかじめ選択されています。 

 「親の選択」をクリックし、表示されたダイアログ・ボックスで親フォルダを選択するこ

とで、親フォルダを追加または置換します。「OK」をクリックして、ダイアログ・ボック

スをクローズします。 

 「消去」をクリックして、親フォルダを削除します。 

7. 「作成」をクリックします。 

基本価格表を指定していない場合、この項目が親/子階層に表示されないことを伝えるメッ

セージが表示されます。「OK」をクリックして基本価格表なしで先に進むか、手順 5に戻っ

て基本価格表を指定します。 

新しい価格表がナビゲーション・ペインに表示され、価格表を説明する情報が詳細ペインに

表示されます。 

システム上のサイト・カタログの全製品に新しい価格表が自動的に入力されます。作成操作が終了すると、

「価格表」タブにこれらが表示されます。新しい価格表は全製品と SKUの詳細ペインの「価格表」タブにも

自動的に表示されます。詳細は、製品の作成と管理および SKUの作成と管理を参照してください。 
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価格表プロパティ 

詳細ペインで、次の価格表プロパティを扱うことができます。この項で説明するプロパティは、デフォルトの

Merchandisingプロパティです。Webサイトに固有の新しい価格表プロパティが管理者によって追加されて

いる場合があります。 

 

プロパティ 説明  

名前 価格表の名前です。この名前により、Merchandisingと ACCで価格表が識別さ

れます。 

このプロパティは必須です。 

ユーザーが作成する各アセットには一意の IDが割り当てられるため、名前は

一意である必要はありません。 

摘要 価格表の説明です。 

ロケール 価格表の価格によって使用される通貨と記号を決定するロケールです。他のロ

ケールをサポートするブラウザで価格が表示された場合、価格計算はここで指

定されたロケールに基づきます。 

このプロパティは必須です。 

基本価格表 価格表が継承される元になる価格表です。 

開始日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、価

格表が使用可能になる日付です。  

終了日 このプロパティを使用するようにコレクション・フィルタが実装されている場合、価

格表が使用不可になる日付です。 

 

価格表のリンクとリンク解除 
価格表をリンクすると、その価格表は新しい基本価格表に関連付けられます。カタログ・アセットとは異なり、

価格表は複数の親にリンクできません。各価格表には、継承元となる基本価格表を 1 つのみ設定できます。 

注意: 価格表は、移動することで新しい親に関連付けることも可能です。価格表の移動を参照してください。 

価格表を親にリンクするには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、リンクする価格表を選択します。 

3. 表示されたダイアログ・ボックスで、選択した価格表の継承元になる基本価格表を選択しま

す。 

4. 「OK」をクリックします。 

ナビゲーション・ペインに、リンクされた価格表がその新しい基本価格表の子として表示され

ます。 
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価格表を現在の親からリンク解除するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、親からリンク解除する価格表を選択します。 

3. 「リンク解除」をクリックして、「選択した場所からリンク解除」を選択します。 

リンク解除された価格表は、前の親の子としてナビゲーション・ペインに表示されなくなりま

す。 

 

継承価格の上書き 
基本価格表から継承される価格表で、指定の製品または SKUの継承価格を上書きできます。 

次の手順では、「価格表」ビューで継承価格を上書きする方法について説明します。製品または SKUの

「価格表」タブで継承価格を上書きするには、製品の作成と管理または SKUの作成と管理を参照してくだ

さい。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、編集する価格の価格表を選択します。 

3. 詳細ペインで、「価格表」タブをクリックし、「製品」、「製品 SKUおよびサブ SKU」または

「SKU」を表示します。 

4. 価格を変更する製品または SKUの行で、「継承」の選択を解除します。 

5. 表示された価格ボックスに新しい価格を入力します。 
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6. 上書きする継承価格ごとに、手順 4と 5を繰り返します。 

7. 詳細ペイン下部の「保存」をクリックします。 

価格表の価格を変更するには 

1. Merchandisingプロジェクトをオープンします。 

2. 「参照」ペイン上部のアプリケーション・ドロップダウン・メニューで「価格表」を選択します。 

3. 「表示」メニューで「価格表」を選択します。 

4. 「参照」ペインで、価格表を見つけてクリックします。 

5. 編集ペインで「価格表」タブをクリックします。 

数量価格設定の定義 
価格表では、一括価格設定と段階的価格設定の 2つの数量価格設定モデルがサポートされています。 

一括価格設定では、オーダーされた合計数量に基づいて製品の価格を計算します。次の例では、ハン

マーを 1-10個を購入すると単価は$20に、11-20個購入すると単価は$17に、21個以上購入すると単価は

$15になります。 

 

購入されたハンマーの数 1品目当たりの一括価格 オーダー総数 

7個のハンマー 7個のハンマーに対して$20の単価  

14個のハンマー 14個のハンマーに対して$17の単価  

23個のハンマー 23個のハンマーに対して$15の単価  

 

段階的価格設定では、同じオーダーの同一品目内で異なる価格が適用されます。各価格は数量範囲に割

り当てられます。次の例では、最初に購入したハンマー10個には$20の単価が付けられ、次の 10個分に

は$17の単価、それ以上の個数に対しては$15の単価が付けられています。 

 

購入されたハンマーの数 1品目当たりの段階的価格 オーダー総数 

7個のハンマー 7個のハンマーに対して$20の単価  

15個のハンマー 10個のハンマーに対して$20の単価 

5個のハンマーに対して$17の単価 
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購入されたハンマーの数 1品目当たりの段階的価格 オーダー総数 

23個のハンマー 10個のハンマーに対して$20の単価 

10個のハンマーに対して$17の単価 

3個のハンマーに対して$15の単価 

 

 

一括価格設定の指定 

次の手順では、「価格表」ビューで一括価格設定を指定する方法について説明します。製品または SKUの

「価格表」タブで一括価格設定を指定するには、製品の作成と管理または SKUの作成と管理を参照してく

ださい。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、編集する価格の価格表を選択します。 

3. 詳細ペインで、「価格表」タブをクリックし、「製品」、「製品 SKUおよびサブ SKU」または

「SKU」を表示します。 

4. 価格を変更する製品または SKUの行にある「数量」チェック・ボックスをクリックします。 

 

5. アセットの「価格」列の「数量価格」をクリックします。これにより、「数量価格設定」ダイアログ・

ボックスが表示されます。 

6. 「一括: 購入済のすべての品目に適用します」を選択します。 

7. 「価格の追加」をクリックします。 

8. 数量および関連付けられた価格を入力します。 

最初の数量として 1と入力します。 

その数量に対して指定した価格が適用されるようにするには、購入された数量が、数量とし

て入力した数値を満たすかそれ以上である必要があります。 

9. 追加する価格範囲ごとに、手順 7と 8を繰り返します。 

次の例では、品目 4個までが$9.99の単価に、9個までが$8.99の単価に、10個以上が

$7.99の単価になります。 
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10. 数量価格設定の値を入力し終えたら、「OK」をクリックして価格を保存し、ダイアログ・ボック

スをクローズします。 

11. 詳細ペイン下部の「保存」をクリックします。 

段階的価格設定の指定 

次の手順では、「価格表」ビューで段階的価格設定を指定する方法について説明します。製品または SKU

の「価格表」タブで段階的価格設定を指定するには、製品の作成と管理または SKUの作成と管理を参照し

てください。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、編集する価格の価格表を選択します。 

3. 詳細ペインで、「価格表」タブをクリックし、「製品」、「製品 SKUおよびサブ SKU」または

「SKU」を表示します。 

4. 価格を変更する製品または SKUの行にある「数量」チェック・ボックスをクリックします。 
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5. アセットの「価格」列の「数量価格」をクリックします。これにより、「数量価格設定」ダイアログ・

ボックスが表示されます。 

6. 「段階的: しきい値以上の品目にのみ適用します」を選択します。 

7. 「価格の追加」をクリックします。 

8. 数量および関連付けられた価格を入力します。最初の数量として、1と入力します。 

その数量に対して指定した価格が適用されるようにするには、購入された数量が、数量とし

て入力した数値を満たすかそれ以上である必要があります。 

9. 追加する価格範囲ごとに、手順 7と 8を繰り返します。 

次の例では、最初の品目 4個の単価が$9.99に、5-9個の品目の単価が$8.99に、10個以

上の品目の単価が$7.99になります。 

 

10. 数量価格設定の値を入力し終えたら、「OK」をクリックして価格を保存し、ダイアログ・ボック

スをクローズします。 

11. 詳細ペイン下部の「保存」をクリックします。 

価格表の移動、コピーおよび削除 
この項では、階層内で価格表を削除、移動またはコピーする方法について説明します。 

価格表の移動 

価格表は、「価格表」ツリー内の別の場所に移動できます。親価格表を移動すると、その子も移動されます。

子価格表を移動または削除しても、その親には影響しません。 

注意: 価格表は、リンクすることで新しい親に関連付ることも可能です。価格表のリンクとリンク解除を参照し

てください。 

価格表を移動するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 
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2. ナビゲーション・ペインで、移動する価格表の横にあるチェック・ボックスをクリックします。 

3. 「移動」ボタンをクリックして、オプションを選択します。 

 選択した場所から移動 

 すべての場所から移動 

4. 「宛先の選択」ダイアログで「検索」タブまたは「参照」タブを使用して、子価格表をネストする

価格表を見つけて選択します。「OK」をクリックします。 

トップレベルへの価格表フォルダの移動 

現在別のフォルダにネストされている価格表フォルダを移動するには、次の手順に従ってください。 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表およびフォルダ」

を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、移動する価格表の横にあるチェック・ボックスをクリックします。 

3. 詳細ペインで、「親フォルダ」プロパティは価格表フォルダの親に設定されています。親フォ

ルダ名のそばにある「消去」をクリックします。 

4. 「保存」をクリックします。 

価格表フォルダが階層の最初のレベルに表示されます。 

価格表のコピー 

価格表は、「価格表」ツリー内の別の場所にコピーできます。親価格表をコピーしても、その子は移動されま

せんが、子の「基本価格表」プロパティは消去されます。子価格表をコピーしても、その親には影響しません。 

価格表をコピーするには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、コピーする価格表の横にあるチェック・ボックスをクリックします。 

3. 「複製」アイコンをクリックします。 

4. 「宛先の選択」ダイアログで「検索」タブまたは「参照」タブを使用して、子価格表をネストする

価格表を見つけて選択します。「OK」をクリックします。 

価格表の削除 

「価格表」ツリー内で価格表を削除できます。親価格表を削除しても、その子は削除されませんが、子の「基

本価格表」プロパティは消去されます。子価格表を移動または削除しても、その親には影響しません。 

価格表を削除するには 

1. 「Commerceアセット」プロジェクトで、「価格表」にナビゲートして、「価格表」を表示します。 

2. ナビゲーション・ペインで、削除する価格表の横にあるチェック・ボックスをクリックします。 

3. 「削除」をクリックします。 

4. 確認ダイアログで「OK」をクリックして価格表を削除するか、「取消」をクリックして価格表を変

更せずそのままにします。 
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顧客への価格表の割当 
価格は契約、見積要求または事前交渉価格を基にすることができるため、価格表を個人または組織に割り

当てると便利です。 

Business Control Centerを使用して価格表を顧客に割り当てる方法は 2つあります。 

 価格表を個々のユーザーに直接割り当てます。ユーザーへの価格表の割当を参照してくだ

さい。 

 組織に価格表を割り当てて、組織の全ユーザーにその価格表の価格が提供されるようにし

ます。このオプションは、Oracle Commerce Business Commerce とMerchandisingを使用し

ている顧客に対して使用可能になっています。詳細は、組織への価格表の割当を参照して

ください。 

一連の環境に基づいて価格表を指定することで、価格表をユーザーに動的に提供することもできます。たと

えば、ユーザーの登録時に価格表が割り当てられるシナリオを作成できます。次に、ユーザーが購入する

か、特定のリンクをクリックすると、別の価格表を割り当てることができます。シナリオの詳細は、『ATG Web 

Commerce Personalization Programming Guide』を参照してください。 

ユーザーへの価格表の割当 

Oracle Commerce Business Commerceが環境に含まれていない場合にユーザーに価格表を割り当てるに

は、次の手順に従ってください。 

1. Business Control Centerホームページの「操作」リストでパーソナライズ・エントリを展開しま

す。「外部ユーザー」をクリックします。 

2. ナビゲーション・ペインで、価格表を割り当てるユーザー名をクリックします。 

3. 編集ペインで、「Commerce」タブをクリックします。 

4. Commerceの「一般」タブで、「価格表」プロパティを見つけて「選択」をクリックします。 

5. アセット・セレクタで、「価格表」を参照または検索します。見つけたら名前を選択して、「OK」

をクリックします。 

6. 販売価格表を使用する場合は、「販売価格表」プロパティに対して手順 4から手順 6を繰り

返してください。 

7. 「保存」をクリックします。 

Oracle Commerce Business Commerceが環境に含まれている場合にユーザーに価格表を割り当てるには、

次の手順に従ってください。 

1. Business Control Centerホームページの「操作」リストでパーソナライズ・エントリを展開しま

す。「外部ユーザー」をクリックします。 

2. 「参照」ペインで、価格表を割り当てるユーザー名をクリックします。 

3. 編集ペインで、「B2B Commerce」タブをクリックします。 

Commerceの「Commerce - 契約」タブで、「価格表」プロパティを見つけて矢印をクリックしま

す。 

http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E52191_01/Platform.11-1/ATGPersProgGuide/html/index.html
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4. 次のいずれかを実行します。 

 「継承」を選択して、親組織から価格表を継承します。 

 「上書き」を選択してアセット・セレクタを使用し、既存の価格表を見つけます。価格

表を選択して、「OK」をクリックします。 

5. 「保存」をクリックします。 

組織への価格表の割当 

ご使用の環境に Oracle Commerce Business Commerceが含まれている場合は、組織を定義してユーザー

を割り当てることができます。組織に対して定義するプロパティは、組織内の全ユーザーに自動的に継承さ

れます。1つのプロパティにより 1つの契約が識別されます。契約は、カタログ、価格表および支払条件を

関連付けるアセットです。価格表を組織に割り当てるには、価格表を契約に関連付けてから、契約を組織に

関連付けます。 

価格表を組織に関連付けるには、次の手順に従ってください。 

1. Business Control Centerホームページの「操作」リストでパーソナライズ・エントリを展開しま

す。「外部ユーザー」をクリックします。 

2. 「表示」ドロップダウン・メニューで「組織」を選択します。 

3. 「参照」ペインで、契約と価格表を割り当てる組織の名前をクリックします。 

4. 編集ペインで「一般」タブを選択し、「基本」プロパティ・グループで「契約」プロパティを見つ

けます。 
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5. 「契約」をクリックし、「上書き」または「継承」を選択します。 

 

継承: 組織は親組織の契約を継承します。インタフェースは「契約」矢印に戻ります。 

上書き: 他の選択肢の「選択」または「作成」が表示されます。 

 「選択」を選択してアセット・セレクタを使用し、既存の契約を見つけます。契約を

選択して、「OK」をクリックします。 

 

 「作成」を選択して、新しい契約を作成します。 

 

ポップアップ確認ダイアログで「保存」をクリックします。 

契約の名前をクリックします。 

「Pricelist」の横にある「選択」をクリックします。アセット・セレクタを使用して、既存

の価格表を見つけます。価格表を選択して、「OK」をクリックします。 

「作成」および「クローズ」をクリックします。 

編集ペインが「組織」の「一般」タブに戻り、契約割当が表示されます。 
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「クローズ」をクリックします。 

ユーザーへの価格表の割当の詳細は、『ATG Web Commerceストア設定ガイド』の価格表の管理に関する

項を参照してください。 

http://docs.oracle.com/cd/E56754_01/Platform.11-1/ATGCommStoreGuide/ATGCommStoreGuide.pdf
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